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1 巻頭エッセー／「超感染症社会」の実現に向けて 長崎幸太郎（山梨県知事）

特　ू ྩ࿨̎೥౓	;Δ͞ ͱͮ Γ͘大賞

表
紙

国
宝
瑞
巌
寺
の
臥
龍
梅

（
宮
城
県
松
島
町
）

宮
城
県
の
中
央
沿
岸
部
に
位
置
す
る
松
島
町
は
、

２
６
０
余
り
の
島
々
か
ら
な
る
松
島
湾
を
望
み
、
そ
の

絶
景
は
丹
後
の
天
橋
立
（
京
都
府
宮
津
市
）、
安
芸
の

宮
島
（
広
島
県
廿
日
市
市
）
と
並
び
、
陸む

奥つ

松
島
と
し

て
日
本
三
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
松
島
町
に
あ
る
国
宝
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

は
、
伊
達
政
宗
公

が
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
伊
達
家
の
菩
提

寺
で
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な
襖
絵
や
欄
間
の
彫
刻
な
ど
、
桃
山

美
術
を
現
在
に
伝
え
る
荘
厳
な
建
物
で
す
。
境
内
に
は

政
宗
公
が
朝
鮮
出
兵
の
際
に
持
ち
帰
り
、
瑞
巌
寺
の
上

棟
祝
い
に
お
手
植
え
し
た
と
伝
わ
る
紅
白
の
梅
が
あ
り

ま
す
。

地
上
を
這は

い
う
ね
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
す
樹
の
姿
が

「
臥ふ

せ
た
龍
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
臥が

龍り
ゅ
う

梅ば
い

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
紅
白
と
も
に
八
重
咲
き
で
、
実
を

７
〜
８
個
鈴
な
り
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
、「
臥
龍
八
ツ

房
」
と
い
う
異
称
も
あ
り
ま
す
。

開
花
状
況
は
瑞
巌
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
瑞
巌
寺

（
０
２
２
‐
３
５
４
‐
２
０
２
３
）

（
写
真
提
供
＝
表
紙
は
瑞
巌
寺
、
左
は
松
島
観
光
協
会
）

２０２１- 3

美しく咲く臥龍梅

ྩ࿨̎೥౓ɹ;Δ͞ͱͮ͘Γ大賞 ２
　　　　　  最優秀賞に松場登美氏（島根県大田市）　―29の団体と個人の功績をたたえる―
最優秀賞〈１名〉 ˔দ৔�ొඒ�̡ࢯ ౡࠜݝେాࢢ ɹr4

優秀賞〈２団体〉 ಈ๏ਓஐ಄の৿こͦだち̡ࣷ׆೾ொɹ6ɹɹ˔ಛఆඇӦརࢵݝखؠ˔ ௗऔݝஐ಄ொ ɹr8

  団体表彰 ˔γΣΞϏϨοδɾϓϩδΣΫτ̡ ळాޒݝ৓໨ொ ɹr10
˔ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ;るさと෱Ҫαϙʔτηϯλʔʲ෱Ҫݝඒ඿ொ ɹr11
˔݁いのཬɾໆ઒̡ ࣎լߴݝౡࢢ ɹr12ɹɹ˔むろとഇߍਫ଒̡ؗ ࢢށࣨݝ஌ߴ ɹr13

地方自治体表彰 ●௕໺ٕۀ޻ݝज़૯߹ηϯλʔɹ14ɹɹ●ಸྑݝੜۨࢢɹ15

個人表彰 ●ౡాݑ�Ұ�̡ࢯ ࢢட෕ݝۄ࡛ ɹr16ɹɹ●൧ׯ�३ࢯ̡�ࢤ ઍึொߴݝ࡚ٶ ɹr17

【特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】

レΪϡϥーϦポート

首長の思い

六ヶ所村の未来創生を目指して
 戸田　衛（青森県六ヶ所村長）

地方創生へ―ウッドスタート宣言　群馬県
県内全ての市町村で「木育」を

深町尚子

地方創生実践塾　島根県海士町
日常を誇れる幸せな地域づくりへ 濱中香理

地方創生実践塾　島根県邑南町
「ちくせん」による地域自治力の向上 白石絢也
2020年度 地方創生セミナー
これから始める行政のデジタル変革
2020年度 地方創生セミナー
「テレワーク」で地方創生
移住・定住・交流推進支援事業　秋田県大館市
本場のきりたんぽでふれあい交流

石垣一子
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 28 都道府県漫遊 【鳥取県】
表3手前みそですが… 【徳島県佐那河内村】

˔��ஂ ମදজɿಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓԞೖ੉ࣗવڀݚݯࢿޫ؍ձ【੨৿ेݝ࿨ాࢢ ɺrಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓૉ޿ࡐ৔【෱ౡݝ
ձ௡एদࢢ ɺrཅ໺;るさとిྗࣜגձ ࢢட෕ݝۄ࡛ࣾ】 ɺrಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓܳज़と༡ͼ૑଄ڠձ【౦ژ౎৽॓۠ ɺr
ࢢ৽ׁݝձࣾΧʔϒυον【৽ׁࣜג ɺrେ೔ͦ޲ばੑ׆Խ૊߹【௕໺ࢢా্ݝ ɺrαϫσΟʔࠤլ【ࠤլࠤݝլࢢ ɺrࡾ
Ҫࡾ஑୸߭ສా޵ϑΝϯ۞ָ෦【۽ຊߥݝඌࢢ ɺrながたにৼٞڠڵձ【େ෼ݝ๛ޙେ໺ࢢʳ
●஍ํ࣏ࣗମදজɿ๺ւಓ๺ཽொɺࡾॏݝいな΂ࢢɺಙౡݝඒ೾ொɺѪඤݝদࢢࢁ
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ʳࢢਢ࡚ݝ஌ߴ】ࢯ�ߒٛ�؛ࢁ

˔�঑ྭ৆ɿۚࢠ�୓༤ࢯ�【ळాݝ༝རຊ૳ࢢʳ

佐那河内村

徳
島
県

265

佐那河内村は徳島県の北東に位置し
ており、古くから農業を主要産業

とする美しい農村風景が残る村です。主
要な作物として、すだち、みかん、しい
たけ、菜の花に加え、ブランド作物であ
る「さくらももいちご」「大川原ネギ」
「達磨キウイフルーツ」「棚田米」などが
栽培されています。
豊かな自然として大川原高原のあじさ

いや徳円寺のしゃくなげなどの美しい花や、嵯峨峡のホタルや河鹿蛙といった都会にはい
ない生き物を見ることができます。
佐那河内村史によると、佐那河内村という名前の始まりは後一条天皇の治安年間である

1021～1024年であるとされていて、いよいよ村誕生から1000年という大きな節目を迎
えます。
明治以降一度も合併していない徳島県唯一の村であり、今もなお「講中」「常会」「名

中」と呼ばれる地域自治組織が継承されています。これらは佐那河内村の自治の礎であり、
地域の心と絆を紡ぐ独特の組織として大切にされています。

█嵯峨峡
嵯峨川の上流部にある峡谷。初夏
には放流されたアメゴや飛び交う
ホタルを楽しめます

█すだち
すだちは村の木でもあり、徳島県
の顔といえる特産品のひとつです。
美しい緑の外見から「緑の宝石」
とも呼ばれます

█河鹿蛙
万葉集にも登場する「フィー」
という牡鹿に似た美しい鳴き
声のカエル。村では嵯峨峡
周辺に生息します

█しゃくなげ
文政 7年に徳円上人により
開基した徳円寺では、5月上
旬の新緑の中、村の花であ
るシャクナゲが咲き誇ります

█さくらももいちご
さくらももいちごは、爽や
かで上品な甘みが特徴。初
競りでは10万円を超える高
値で取引されます

█半鐘
村の各地にあるシンボル的存在です。自分たちの安全は
自分たちで守るという自警の心を感じさせてくれます

█大川原高原
標高約 900㍍の大川原高原では、平地のあじさいが見頃を終えた 7月上旬に 3万株もの
あじさいが咲きみだれます

█棚田
棚田で作られた棚田米は、その昔
天皇に献上された非常に上質なお
米として有名です

1000年つづくむら
さなごうち

地域づくり 3月号
2021 年 3月 1日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
中
、
私
た
ち
の
生

活
と
生
命
を
守
る
た
め
に
、
様
々
な
形
で
ご
努
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
全
て
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

収
束
が
見
通
せ
な
い
こ
の
闘
い
に
は
、「
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ
の
世

界
に
戻
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
前
提
で
挑
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

山
梨
県
は
、
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
も
感
染
リ
ス
ク

の
高
い
施
設
へ
の
休
業
要
請
を
継
続
す
る
一
方
で
、
感
染
防
止
対

策
が
十
分
に
で
き
た
場
合
に
は
こ
の
要
請
を
個
別
に
解
除
す
る
方

法
を
採
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
休
業
補
償
の
代
わ
り
に
、
施
設

が
個
別
解
除
の
た
め
に
必
要
と
な
る
感
染
防
止
対
策
に
要
し
た
資

機
材
購
入
費
用
に
対
し
て
補
助
金
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
業
要
請
の
対
象
外
で
あ
る
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
等
に

対
し
て
は
、
感
染
防
止
対
策
が
万
全
か
、
県
が
現
地
調
査
を
行
い
、

お
墨
付
き
を
出
す
「
や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制
度
」

に
よ
り
、
感
染
症
が
猛
威
を
振
る
う
状
況
下
に
あ
っ
て
も
安
心
・

信
頼
で
き
る
受
け
入
れ
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
国
内
外
の
専
門
家
か
ら
知
見
の
提
供
を
受
け

な
が
ら
、
感
染
症
対
策
の
中
核
を
担
う
専
門
組
織
「
山
梨
版
Ｃ
Ｄ

Ｃ
（
仮
称
）」
を
４
月
に
設
立
す
る
予
定
で
あ
り
、
感
染
拡
大
防

止
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
前
進
す
る
社
会
「
超
感
染
症

社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
邁ま

い

進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
と
同
時
に
、山
梨
を
チ
ャ

ン
ス
と
期
待
の
あ
ふ
れ
る
場
所
に
す
る
た
め
、
本
県
の
主
要
産
業

を
高
付
加
価
値
化
す
る
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
本
県
の
主
力
産
業
で
あ
る
機
械
電
子
産
業
に
、
成
長

を
続
け
る
医
療
機
器
関
連
分
野
へ
の
進
出
を
促
す「
メ
デ
ィ
カ
ル
・

デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
」
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

第
二
に
、
本
年
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

活
用
す
る
Ｐ
２
Ｇ
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
証
を
開
始
し
ま
す
。ま
た
、

来
年
に
は
日
本
を
代
表
す
る
研
究
・
評
価
機
関
で
あ
る
Ｆ
Ｃ
‐
Ｃ

ｕ
ｂ
ｉ
ｃ
が
東
京
・
お
台
場
か
ら
甲
府
市
に
移
転
す
る
な
ど
、
山

梨
が
水
素
・
燃
料
電
池
の
研
究
開
発
に
お
け
る
日
本
の
中
心
地
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。　
　

第
三
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
中
、
観

光
も
薄
利
多
売
型
か
ら
、
１
人
に
多
く
の
消
費
を
し
て
も
ら
う
高

付
加
価
値
型
へ
の
移
行
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

認
証
に
よ
る
「
安
心
と
信
頼
」
は
重
要
な
付
加
価
値
で
す
。
今
年

は
武
田
信
玄
公
生
誕
５
０
０
年
の
節
目
で
す
が
、
歴
史
や
文
化
に

加
え
、
豊
か
な
農
産
物
や
食
材
を
活
用
し
た
美
食
ブ
ラ
ン
ド
の
創

造
、「
や
な
ま
し
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
の
整
備
な
ど
で
、
本
県
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

第
四
に
、
中
国
へ
の
ブ
ド
ウ
の
輸
出
解
禁
が
期
待
さ
れ
る
果
樹

を
中
心
に
、
農
畜
水
産
業
者
の
所
得
向
上
に
向
け
て
踏
み
出
し
ま

す
。売
り
上
げ
が
低
迷
す
る
生
産
者
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
る「
愛

情
♡
や
ま
な
し
農
産
物
パ
ッ
ク
」、オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
富

士
の
介
」、
高
く
評
価
さ
れ
る
「
や
ま
な
し
ジ
ビ
エ
」
な
ど
を
総

合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、「
ワ
イ
ン
県
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連

動
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
需
要
を
喚
起
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
本
格
普
及
に
よ
り
、
毎
日
決
ま
っ
た
場

所
に
出
勤
せ
ず
と
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

は
、
首
都
圏
で
あ
り
な
が
ら
自
然
豊
か
な
山
梨
に
と
っ
て
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
都
市
と
地
方
の
双
方
に
生
活
と
仕
事
の
拠
点
を

持
ち
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
追
求
と
就
労
環

境
を
両
立
す
る
「
二
拠
点
居
住
」
の
最
も
有
力
な
選
択
地
と
な
る

べ
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
実
証
実
験
に
取
り
組
む
大
企
業
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
誘
致
す
る
取
り
組
み
、
オ

フ
ィ
ス
や
社
宅
の
改
修
、
登
記
な
ど
の
会
社
設
立
経
費
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
全
国
初
の
助
成
制
度
、
民
間
企
業
の
ア
イ
デ
ア
を
迅
速

に
施
策
に
つ
な
げ
る
「
山
梨
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
」
を
進
め
ま
す
。

一
方
、
働
く
世
代
の
最
大
の
負
担
は
、
子
ど
も
の
教
育
と
親
の

介
護
で
す
。「
25
人
学
級
」を
小
学
校
１
年
生
か
ら
導
入
し
、ま
た
、

現
役
世
代
が
介
護
の
た
め
に
自
ら
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を

生
ま
な
い
よ
う
、
介
護
待
機
者
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

山
梨
の
新
し
い
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

௕࡚ɹ޾ଠ࿠山梨県知事

ʮ௒ײછ঱ࣾձʯͷ࣮͚ͯ޲ʹݱ
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全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
よ
せ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

（
総
務
省
主
催
）
の
令
和
２
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
、

１
月
21
日
に
発
表
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
た
の
は
、

島
根
県
大
田
市
の
松
場
登
美
氏
。
優
秀
賞
は
岩
手
県
紫

波
町
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎

（
鳥
取
県
智
頭
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
表
彰
式
の
開
催
は
中
止
と
な
っ

た
。令

和
２
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
各
受
賞
者
は

次
の
通
り
。最

優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
、「
群
言
堂
」
ブ
ラ
ン
ド

を
通
し
て
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り
の
良
さ
を

全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
た
若
者
の
移
住
を

呼
び
込
み
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
松
場
登
美
氏
が
受
賞

し
た
。

優
秀
賞

特
に
顕
著
な
業
績
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
▽
町
有
地

の
活
用
な
ど
行
政
課
題
に
公
民
連
携
手
法
を
取
り
入
れ

補
助
金
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
紫
波

町
▽
の
び
の
び
と
子
供
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
移
住

定
住
に
も
貢
献
し
、
か
つ
豊
か
な
森
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
先
進
的
な
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
―
に
優
秀
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

団
体
表
彰

地
方
を
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す

る
。
奥
入
瀬
・
十
和
田
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
自
然
そ
の

も
の
に
加
え
、
歴
史
や
人
物
と
い
っ
た
地
域
性
を
強
く

押
し
出
し
て
魅
力
を
発
信
、
人
材
育
成
や
誘
客
に
も
つ

な
げ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光

資
源
研
究
会
な
ど
13
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

国
内
唯
一
の
高
品
質
か
つ
国
産
ひ
ま
わ
り
油
の
製
品

化
を
実
現
し
、
町
内
全
世
帯
へ
の
配
布
を
通
し
た
健
康

面
へ
の
働
き
か
け
や
農
業
研
修
な
ど
の
移
住
定
住
施
策

実
施
に
よ
る
人
口
減
少
率
低
減
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
北
海
道
北
竜
町
な
ど
の
６
団
体
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を
選

出
し
て
い
る
。
令
和
２
年
10
月
で
２
９
２
回
を
数
え
る

「
み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
で
商
店
街
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
介
護
施
設
へ
の
出
張
販
売
や

買
い
物
代
行
ご
用
聞
き
な
ど
数
々
の
仕
掛
け
を
行
っ
た

島
田
憲
一
氏
ら
６
人
が
受
賞
し
た
。

奨
励
賞

今
後
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
授
与
さ

れ
る
。
地
域
独
自
の
特
産
品
創
出
に
成
功
、
定
着
さ
せ

（
当
時
高
級
品
で
あ
っ
た
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
」）、
事
業
を

通
し
て
過
疎
化
対
策
や
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
金
子
拓
雄
氏
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

最
優
秀
賞
に
松
場
登
美
氏（
島
根
県
大
田
市
）

―
29
の
団
体
と
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
―
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受賞団体・受賞者一覧
� （敬称略）

最優秀賞（内閣総理大臣賞）	 松
まつ

場
ば

　登
と

美
み

【島根県大
おお

田
だ

市
し

】
� 計１名

優秀賞（総務大臣表彰）	 岩手県紫
し

波
わ

町
ちょう

� 特定非営利活動法人智頭の森こそだち舎
しゃ

【鳥
とっ

取
とり

県
けん

智
ち

頭
づ

町
ちょう

】
� 計２団体

団体表彰（総務大臣表彰）	 特定非営利活動法人奥
お

入
いら

瀬
せ

自然観光資源研究会【青森県十
と

和
わ

田
だ

市
し

】
� シェアビレッジ・プロジェクト【秋田県五

ご

城
じょう

目
め

町
まち

】
� 特定非営利活動法人素材広場【福島県会

あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市
し

】
� 陽

ひ

野
の

ふるさと電力株式会社【埼玉県秩
ちち

父
ぶ

市
し

】
� 特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会【東京都新

しん

宿
じゅく

区
く

】
� 株式会社カーブドッチ【新潟県新

にい

潟
がた

市
し

】
� 特定非営利活動法人ふるさと福井サポートセンター【福井県美

み

浜
はま

町
ちょう

】
� 大

おお

日
ひ

向
なた

そば活性化組合【長野県上
うえ

田
だ

市
し

】
� 結いの里・椋

むく

川
がわ

【滋賀県高
たか

島
しま

市
し

】
� むろと廃校水族館【高知県室

むろ

戸
と

市
し

】
� サワディー佐賀【佐賀県佐

さ

賀
が

市
し

】
� 三

みつ

井
い

三
み

池
いけ

炭
たん

鉱
こう

万
まん

田
だ

坑
こう

ファン倶楽部【熊本県荒
あら

尾
お

市
し

】
� ながたに振興協議会【大分県豊

ぶん

後
ご

大
おお

野
の

市
し

】
� 計 13団体

地方自治体表彰（総務大臣表彰）� 北海道北
ほく

竜
りゅう

町
ちょう

� 長野県工業技術総合センター
� 三重県いなべ市
� 奈良県生

い

駒
こま

市
し

� 徳島県美
み

波
なみ

町
� 愛媛県松

まつ

山
やま

市
し

� 計６団体

個人表彰（総務大臣表彰）� 島
しま

田
だ

　憲
けん

一
いち

【埼玉県秩
ちち

父
ぶ

市
し

】
� 山

やま

本
もと

　　進
すすむ

【石川県七
なな

尾
お

市
し

】
� 周

す

藤
とう

　　實
みのる

【島根県松
まつ

江
え

市
し

】
� 三

み

原
はら

　大
だい

知
ち

【高知県津
つ

野
の

町
ちょう

】
� 山

やま

岸
ぎし

　義
よし

浩
ひろ

【高知県須
す

崎
さき

市
し

】
� 飯

いい

干
ほし

　淳
あつ

志
し

【宮崎県高
たか

千
ち

穂
ほ

町
ちょう

】
� 計６名

奨励賞（総務大臣表彰）� 金
かね

子
こ

　拓
たく

雄
お

【秋田県由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し

】
� 計１名

合計21団体、８名
※【　】内は、受賞者の所在地（住所地）又は表彰の対象となった活動の主な実施地域
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大
丈
夫
、

こ
こ
な
ら
や
っ
て
い
け
る

今
か
ら
40
年
前
、
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済

に
よ
る
好
景
気
に
向
か
っ
て
い
た
昭
和
56

年
の
春
、
一
家
で
夫
の
故
郷
で
あ
る
島
根

県
大
田
市
大
森
町
（
石
見
銀
山
）
に
帰
郷

し
た
。

今
で
こ
そ
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
指
定
を
受
け
、
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
も
の
の
、
帰
郷
当
時
の

町
は
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。
ま
さ
に
閉
山

後
の
鉱
山
町
の
宿
命
を
背
負
っ
た
町
だ
っ

た
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い

里
山
、
歴
史
あ
る
古
い
町
並
み
の
た
た
ず

ま
い
は
魅
力
的
で
「
大
丈
夫
、
こ
こ
な
ら

や
っ
て
い
け
る
」
と
確
信
し
た
。

帰
郷
し
た
直
後
に
、
あ
る
人
か
ら
贈
ら

れ
た
言
葉
は
「
草
の
種
は
、
た
と
え
落
ち

た
と
こ
ろ
が
岩
の
上
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
根
を
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
だ

っ
た
。
当
時
の
大
森
町
は
、〝
岩
の
上
〞

の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
の
厳
し
い
情

景
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。し
か
し
、

心
持
ち
ひ
と
つ
で
、
た
と
え
岩
の
上
で
あ

っ
て
も
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
る
豊
か
な

土
壌
に
な
る
こ
と
に
、
数
年
後
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
51
％
・
経
済
49
％
と
い
う

考
え
方　

帰
郷
か
ら
８
年
後
、
店
を
つ
く
る
た
め

に
身
分
不
相
応
の
大
借
金
を
し
て
、
町
内

に
敷
地
が
二
百
数
十
坪
も
あ
る
古
民
家
を

手
に
入
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
も
通
ら
な
い
、
一
日

数
便
の
バ
ス
し
か
通
ら
な
い
過
疎
化
し
た

こ
の
町
に
店
を
つ
く
る
私
た
ち
は
、
当
時

は
奇
人
変
人
扱
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
に
は
何
の
迷
い
も
な
か
っ
た
。
こ
の

店
は
単
に
モ
ノ
を
売
る
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
人
の
出
会
い
の
場
に
し
た
い
、
私
た

ち
の
考
え
方
を
表
現
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
し
た
い
と
考
え
た
。

売
り
上
げ
ゼ
ロ
の
日
も
あ
っ
た
閑
散
と

し
た
店
に
、
夕
刻
と
も
な
る
と
周
辺
の
町

か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

が
集
う
よ
う
に
な
り
、
夢
を
語
り
合
い
大

森
の
町
を
舞
台
に
遊
び
始
め
た
。当
時「
町

お
こ
し
」
と
い
う
言
葉
が
全
国
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
不
思
議
と

こ
の
町
で
は
当
時
も
今
も
「
町
お
こ
し
」

だ
の
「
町
づ
く
り
」
だ
の
と
耳
に
す
る
こ

と
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
個
人
の
夢
を
み

ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
個
人
が
光
れ
ば

町
も
光
る
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
当
時
、
私
た
ち
の

間
で
よ
く
口
に
し
た
言
葉
は
「
非
効
率
な

こ
と
を
大
切
に
し
よ
う
」
だ
っ
た
。
利
便

性
や
効
率
性
、
つ
ま
り
経
済
性
を
優
先
す

る
が
あ
ま
り
に
捨
て
ら
れ
る
も
の
に
こ

そ
、
地
方
に
お
い
て
は
価
値
が
あ
る
と
信

じ
て
い
た
。
経
済
を
優
先
す
る
こ
と
で
文

化
を
捨
て
る
と
、
結
果
地
域
の
魅
力
は
な

く
な
り
経
済
も
な
く
す
。
後
に
こ
の
考
え

方
は
、
文
化
51
％
・
経
済
49
％
と
い
う
喩た

と

え
と
な
っ
た
。
文
化
と
経
済
の
間
に
志
と

い
う
高
く
厚
い
壁
が
あ
れ
ば
、
経
済
が
文

化
を
侵
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。

私
た
ち
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
群
言
堂
」

創
出
時
か
ら
、
日
本
の
各
産
地
の
職
人
さ

ん
と
一
緒
に
自
然
素
材
の
生
地
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
縫
製
も
国
内
で
行
っ

て
い
る
。
経
済
成
長
を
優
先
し
て
、
海
外

で
の
大
量
生
産
、
過
剰
供
給
に
よ
る
大
量

破
棄
を
前
提
と
し
た
事
業
展
開
は
、
こ
れ

か
ら
の
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
罪
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
私
た
ち
は
「
復
古

創
新
（
過
去
か
ら
本
質
を
理
解
し
、
未
来 大森の町並み

「
復
古
創
新
」
の
も
の
づ
く
り

―
持
続
可
能
な
社
会
の
環
境
価
値
を
発
信
―

●

松
場
　
登
美

石
見
銀
山
生
活
文
化
研
究
所
所
長

群
言
堂
デ
ザ
イ
ナ
ー

最
優
秀
賞

島
根
県
大
田
市

松
場
　
登
美
氏

5 2021・3月号 地域づくり 本編 2021・3月号地域づくり 本編 4



か
ら
の
視
点
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
創
造
す
る
）」

の
考
え
の
も
と
、
で
き
る
限
り
環
境
に
負

荷
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り
に
今
ま
で
以

上
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
切
に
し
た
い 

開
発
と
発
展
の
か
た
ち

石
見
銀
山
は
鉱
山
遺
跡
と
自
然
と
の
共

生
、
そ
し
て
そ
の
文
化
的
背
景
が
評
価
さ

れ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
銀
に
よ
る
経
済
意
義
よ
り
も
、
こ
の

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。

鉱
山
と
し
て
は
近
代
化
に
乗
り
遅
れ
た

か
ら
こ
そ
、
自
然
と
共
生
で
き
た
。
そ
し

て
文
化
的
背
景
の
古
い
町
並
み
は
、
経
済

実
」
を
大
切
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
私
た

ち
の
「
価
値
観
」
を
深
く
掘
り
下
げ
る
過

程
で
、
会
社
が
存
在
す
る
意
味
や
役
割
、

使
命
を
問
い
続
け
て
き
た
。

現
在
、
大
森
町
で
働
く
社
員
約
65
人
の

う
ち
約
３
分
の
２
は
、
全
国
か
ら
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
で
あ
る
。
若
者
の
中
に
は
、

働
く
こ
と
は
単
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
人
生
に

お
い
て
稼
ぐ
こ
と
以
上
の
有
意
義
な
こ
と

を
模
索
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
う
。

７
年
前
、
町
内
に
あ
る
大
森
さ
く
ら
保

育
園
の
園
児
数
は
２
人
ま
で
減
少
し
た

が
、
今
は
30
人
近
く
ま
で
増
え
た
。
人
口

４
０
０
人
の
町
に
奇
跡
的
と
も
い
え
る
変

化
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

発
展
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
残
っ
た
。
そ

れ
ら
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
開
発
や
発
展
の
仕
方
が
理
想
で
あ
る

か
を
発
信
で
き
る
世
界
遺
産
の
町
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
異
を
唱
え
た
イ

タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
が
世
界
的

な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
、
群
言

堂
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
産
業
、
大
森
は
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
都
市
の
世
界
標
準
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」。
15
年
ほ
ど
前
に
、
東

京
大
学
教
授
だ
っ
た
西
村
幸
夫
氏
か
ら
頂

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
を
励
み

に
私
た
ち
は
何
を
成
す
か
よ
り
、
い
か
に

生
き
る
か
を
大
切
に
し
て
き
た
。「
利
」

よ
り
も
「
信
」
を
、「
拡
大
」
よ
り
も
「
充

土
地
や
地
域
の
価
値
基
準
は
、
か
つ
て

は
経
済
価
値
で
計
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

私
た
ち
は
、
環
境
価
値
、
景
観
価
値
、
感

動
価
値
で
計
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
会

社
の
利
益
は
地
元
の
環
境
や
景
観
保
全
に

極
力
投
じ
て
き
た
。

次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い 

暮
ら
し
へ
の
想
い

寛
政
元
年
創
建
の
武
家
屋
敷
を
再
生
し

て
つ
く
っ
た「
暮
ら
す
宿　

他
郷
阿
部
家
」

に
お
泊
り
に
な
っ
た
ス
ー
・
ヒ
ャ
ン
・
チ

ョ
イ
（Soo-H

yang Choi

）
さ
ん
と
の

出
会
い
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
国
際

会
議
が
大
森
町
で
２
度
開
催
さ
れ
た
。
平

成
30
年
に
は
、
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ

た
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
会
議
で
事
例
発

表
の
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
機
会
に
も
恵

ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
事
業
の
在
り
方
や
大
森
町

で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在
り
方
に

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
大
き
な
学
び

と
な
っ
た
。

私
は
、
こ
の
町
に
大
き
な
希
望
を

持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
未
来
に
対

し
て
新
し
い
価
値
基
準
に
ふ
さ
わ
し

い
町
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
き
な
が
ら
、
日

本
型
の
持
続
可
能
な
社
会
の
環
境
価

値
を
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
か
ら
発

信
し
て
ゆ
き
た
い
。

他郷阿部家での夕食風景

石見銀山生活文化研究所 本社

石見銀山群言堂本店
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紫
波
町
は
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
盛
岡

市
と
花
巻
市
の
中
間
に
位
置
す
る
人
口
約

３
万
３
０
０
０
人
の
町
で
す
。
盛
岡
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
分
譲
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
る
社
会
増
と
、
農
村
地
帯
で

の
自
然
減
が
進
ん
で
い
ま
す
。

中
央
部
を
流
れ
る
北
上
川
沿
い
か
ら
奥

羽
山
脈
ま
で
の
西
部
に
か
け
て
は
豊
か
な

水
田
が
広
が
り
、
北
上
高
地
に
抱
か
れ
た

東
部
で
は
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
果
樹
栽
培

が
盛
ん
で
す
。
平
成
12
年
に
は
「
環
境
新

世
紀
未
来
宣
言
」
を
掲
げ
、
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
３
月
に
は
、
紫
波
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
「
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
元
年
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

塩
漬
け
だ
っ
た
町
有
地
の
再
開
発

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
紫
波
中
央
駅
は
、
請
願

駅
と
し
て
平
成
10
年
３
月
に
開
業
し
ま
し

た
。
町
は
公
用
・
公
共
施
設
の
整
備
を
図

る
た
め
に
駅
前
の
土
地
10
・
７
㌶
を
28
億

５
０
０
０
万
円
で
取
得
し
ま
し
た
が
、
財

政
難
に
よ
り
約
10
年
に
わ
た
っ
て
塩
漬
け

状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
下
で
、
東
洋
大
学
大
学
院

で
公
民
連
携
を
学
ん
だ
岡
崎
正
信
氏
が
キ

ー
マ
ン
と
な
っ
て
市
場
調
査
を
実
施
し
、

町
が
１
０
０
回
に
わ
た
っ
て
重
ね
た
市
民

と
の
意
見
交
換
を
基
に
策
定
し
た
の
が

「
紫
波
町
公
民
連
携
基
本
計
画
」
で
す
。

開
発
理
念
を
「
都
市
と
農
村
の
暮
ら
し
を

愉
し
み
、
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
表
現
す
る
」
と
し
、
行
政
課
題

で
あ
っ
た
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
や
図
書

館
の
新
設
、
民
間
の
経
済
開
発
の
方
向
性

を
示
し
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付
け
ら

れ
、
駅
前
の
町
有
地
整
備
は
民
間
に
委
ね

る
形
で
進
め
ま
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
は
、「
成

長
」
を
意
味
す
る
方
言
「
お
が
る
」
と
フ

ラ
ン
ス
語
の
「
駅
」
を
か
け
合
わ
せ
、
町

が
持
続
的
に
成
長
す
る
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
６
月
に
自
治
体
出
資
法
人

「
オ
ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、

岡
崎
氏
が
事
業
部
長
に
就
任
。
町
と
協
定

を
締
結
し
、
最
も
適
切
な
担
い
手
が
事
業

推
進
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
し
、
地
域

経
営
的
な
視
点
か
ら
不
動
産
の
総
合
的
な

調
整
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
共
同
で
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
紫
波
は
町
の
代
理
人
と
し
て

民
間
の
投
資
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
デ

ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
担
い
ま

し
た
。
オ
ガ
ー
ル
・
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
設

置
し
、
都
市
計
画
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
の
各
分
野
の
第
一

人
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、
民
間
感
覚
に

よ
る
美
し
い
ま
ち
並
み
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
エ
リ
ア
価
値
を
高
め
、
維
持
し
て
い

く
ル
ー
ル
を
決
め
た
の
で
す
。

稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
と
公
共
施
設

平
成
23
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
岩
手

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
、
図
書
館
と
産
直
な
ど
の
官
民
複
合
施

設
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
、
民
営
に
よ
る
バ
レ

官と民が共に議論するデザイン会議（平成 25 年 2月） オガールエリアの全景

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

―
紫
波
中
央
駅
前
開
発
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」―

●

熊
谷
　
泉

岩
手
県
紫
波
町
長

優
秀
賞

岩
手
県
紫
波
町

岩
手
県
紫
波
町
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ー
ボ
ー
ル
専
用
ア
リ
ー
ナ
と
ホ
テ
ル
等
の

合
築
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
、
国
内
最

大
級
の
木
造
の
役
場
庁
舎
、
小
児
科
や
ベ

ー
カ
リ
ー
な
ど
が
入
居
す
る
オ
ガ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
、
そ
し
て
平
成
29
年
４
月
に
開
園

し
た
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
と
、
約
９
年
を
か

け
て
公
用
・
公
共
施
設
と
民
間
施
設
の
立

地
に
よ
る
複
合
開
発
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

原
動
力
は
民
間
に
よ
る
投
資
で
あ
り
、

各
事
業
者
が
市
場
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

身
の
丈
に
合
っ
た
仕
様
で
施
設
を
整
備

し
、
し
っ
か
り
と
稼
い
で
い
く
体
制
を
構

築
。
町
は
、
民
間
が
投
資
で
き
る
環
境
を

創
出
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ

め
、「
町
の
産
業
に
寄
与
す
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
集
客
装
置
の
役
割
を
果
た
す

図
書
館
や
憩
い
の
場
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
広

場
を
整
備
し
ま
し
た
。

エ
リ
ア
へ
の
来
場
者
は
毎
年
１
０
０
万

町
が
事
業
用
定
期
借
地
に
よ
る
土
地
活

用
の
事
業
提
案
を
募
り
、
日
本
初
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
と
１
５
７
人
収
容

可
能
な
ホ
テ
ル
を
中
心
と
す
る
複
合
施
設

が
、
民
間
提
案
と
し
て
事
業
化
さ
れ
ま
し

た
。提

案
者
で
あ
る
株
式
会
社
オ
ガ
ー
ル

は
、
ス
ポ
ー
ツ
市
場
で
は
ニ
ッ
チ
で
あ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、

世
界
水
準
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
ア
リ
ー

ナ
を
整
備
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
設
立
し
、
３
〜
15
歳
ま
で
の
四
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
１
０
０
人
以
上
が
加
入

す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
コ
ー
チ
に
は
元
全
日

本
女
子
代
表
選
手
が
着
任
し
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
８
月

に
は
全
日
本
男

子
チ
ー
ム
が
合

宿
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
は
カ
ナ

ダ
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
女
子

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
地
と
し
て

人
前
後
を
数
え
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
ス

ポ
ー
ツ
や
市
民
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

人
の
ほ
か
、
買
い
物
や
通
院
、
図
書
館
な

ど
日
常
的
に
利
用
す
る
人
な
ど
、
様
々
な

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
官

民
の
境
目
の
な
い
空
間
に
お
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
通
し
て
非
日
常
的
な
演
出

が
な
さ
れ
、
つ
な
が
り
を
生
む
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

来
場
者
に
と
っ
て
、
官
民
の
区
別
は
関

係
が
な
く
、
エ
リ
ア
の
魅
力
が
高
け
れ
ば

再
訪
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
は
後
方
支
援
と
し
て
、
民
が
稼
ぐ
た
め

の
土
壌
を
つ
く
り
、
民
に
し
っ
か
り
稼
い
で

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
魅
力

あ
る
公
共
空
間
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
だ
か
ら
こ
そ
特
化
す
る

も
内
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
だ
か
ら
こ
そ
特
化
す
る
こ
と
で
注

目
を
集
め
、
自
ら
営
業
で
き
る
分
野
で
新

規
事
業
に
挑
ん
だ
成
果
と
言
え
ま
す
。

官
民
複
合
開
発
の
価
値

町
は
財
政
難
だ
か
ら
こ
そ
公
民
連
携
を

選
択
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
構

想
の
段
階
か
ら
市
民
と
市
場
の
声
を
聞

き
、
ま
ち
の
将
来
像
を
示
し
た
上
で
市
場

原
理
に
沿
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
民
間
と
市
民
が
活
躍
し
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
、
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
町
の
資
源
・

人
材
を
活
用
し
、
域
内
循
環
を
図
る
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

「
縮
退
社
会
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
通
用
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。身
の
丈
で
つ
く
る
こ
と
、

稼
ぐ
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
、
地
域
資
源

を
掛
け
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値
を
創
出
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紫
波
町
の
公
民
連
携
は
、
官
と
民
が
お

互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
へ
の
覚
悟
を

持
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
町
で
は
学
校
統
廃
合
に
伴
う
学

校
跡
地
の
活
用
や
老
朽
化
し
た
運
動
公
園

施
設
の
更
新
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た

公
民
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

多様な使い方でにぎわうオガール広場

世界水準のバレーボールアリーナ

ビジネス支援も行う図書館
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こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
子
育
て

【
事
の
起
こ
り
】

私
は
大
学
院
生
時
代
に
熱
帯
林
の
研
究

に
従
事
し
て
い
た
関
係
で
、
東
南
ア
ジ
ア

各
国
に
滞
在
し
た
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
留

学
し
た
り
し
た
た
め
、
改
め
て
日
本
と
い

う
国
や
自
然
、
文
化
に
興
味
が
あ
っ
た
と

思
う
。
自
分
が
子
育
て
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
重
視
し
た
事
の
一
つ
が
「
真
の
国
際

人
は
英
語
を
流
ち
ょ
う
に
し
ゃ
べ
る
人
で

は
な
く
、
日
本
的
感
性
を
き
ち
ん
と
持
っ

た
人
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私

に
は
、
鳥
取
県
は
子
育
て
す
る
に
は
魅
力

満
載
の
土
地
で
、
そ
の
中
で
も
智
頭
町
に

ほ
れ
込
ん
で
し
ま
い
、
２
０
０
６
年
に
一

家
で
移
住
し
た
。
自
分
が
12
年
も
勉
強
し

て
き
た
「
森
」
の
豊
か
な
町
だ
っ
た
こ
と

も
大
き
い
。

【
田
舎
の
魅
力
】

人
や
情
報
や
お
金
、
機
会
な
ど
が
集
ま

り
、
多
国
籍
的
な
魅
力
の
あ
る
東
京
を
は

じ
め
と
し
た
都
会
で
の
子
育
て
と
比
較
し

て
、
田
舎
な
ら
で
は
の
、
こ
こ
で
し
か
で

き
な
い
子
育
て
が
し
た
く
て
、
智
頭
町
に

来
て
い
た
。
古
民
家
と
山
（
約
６
㌶
）
を

手
に
入
れ
、
子
ど
も
と
大
型
犬
を
連
れ
て

移
り
住
ん
だ
。
２
人
目
の
出
産
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
を
休
ん
で
子
育
て

を
し
て
み
る
と
、
本
当
に
豊
か
な
日
々
が

待
っ
て
い
た
。
一
歩
外
に
出
れ
ば
、
日
本

の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
美
し
く
豊
か
な
自

然
が
あ
り
、
暮
ら
し
の
質
が
高
く
、
温
か

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
残
っ
て
い
る
。
母

親
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
か
ら
子
ど
も
も
お

お
ら
か
に
育
つ
。
わ
が
子
３
人
は
寝
ぐ
ず

り
も
イ
ヤ
イ
ヤ
期
も
な
か
っ
た
。
本
当
に

手
が
か
か
ら
な
い
子
育
て
が
で
き
た
。
子

育
て
す
る
な
ら「
田
舎
も
ア
リ
で
し
ょ
！
」

と
確
信
し
た
。

12
年
間
で
起
き
た
こ
と

【
人
が
集
ま
る
】

田
舎
で
の
子
育
て
に
大
満
足
し
た
私

は
、移
住
し
て
半
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

「
私
だ
け
が
満
足
し
て
い
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
！　

社
会
に
〝
田
舎
子
育
て
〞
と

い
う
選
択
肢
を
発
信
し
、
仲
間
を
増
や
し

た
い
！
」
と
思
い
始
め
た
。
当
時
は
や
っ

て
い
た
ブ
ロ
グ
で
発
信
？
い
や
い
や
、
も

っ
と
根
源
的
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
。
だ

っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
子
育
て
が
で

き
る
町
な
の
に
、
何
十
年
も
前
か
ら
若
い

人
は
都
会
を
目
指
し
て
出
て
行
っ
て
お

り
、
そ
の
道
筋
は
で
き
て
い
る
。
逆
に
田

舎
で
子
育
て
し
た
い
人
が
智
頭
町
を
目
指

す
道
筋
が
な
い
。
こ
れ
は
お
か
し
い
。
そ

こ
で
ひ
ら
め
い
た
の
が
北
欧
発
の
「
森
の

よ
う
ち
え
ん
」
だ
っ
た
。
自
分
が
長
年
関

わ
っ
て
き
た
「
森
」
と
「
子
育
て
・
教
育
」

が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
の
も
私
に
と
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
が
低
か
っ
た
。

森
の
よ
う
ち
え
ん
と
は
、
園
舎
を
持
た

ず
森
を
園
舎
に
見
た
て
て
、
一
年
を
通
し

て
毎
日
森
に
通
い
森
で
過
ご
す
、
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
幼
児
教
育
の
一
つ
。
都
会
と

違
っ
て
自
然
の
中
で
体
験
を
通
し
た
豊
か

な
育
ち
が
で
き
る
。
森
の
よ
う
ち
え
ん
が

大
切
に
す
る「
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
」

と
い
う
視
点
に
も
親
と
し
て
大
い
に
共
感

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、自
分
で
考
え
、

判
断
し
、
解
決
で
き
る
子
ど
も
が
必
要
だ

と
思
っ
た
。

当
時
参
加
し
て
い
た
人
材
育
成
塾
で
ア

イ
デ
ア
を
話
し
た
ら
、
す
ぐ
に
一
緒
に
や

り
た
い
と
仲
間
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず

は
、
月
１
回
親
子
で
お
弁
当
を
持
っ
て
森

に
行
く
「
森
の
お
さ
ん
ぽ
会
」
を
し
て
み

た
ら
、
口
コ
ミ
で
広
が
り
開
催
の
度
に
参

加
者
が
倍
増
し
て
い
く
。
当
時
ま
だ
珍
し

か
っ
た
の
も
あ
っ
た
と
思
う
。

【
行
政
支
援
の
拡
大
】

お
さ
ん
ぽ
会
を
始
め
て
す
ぐ
に
再
選
さ

れ
た
当
時
の
寺
谷
誠
一
郎
町
長
が
、
全
国

初
の
仕
組
み
で
あ
る
「
智
頭
町
百
人
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、「
町
民

の
良
い
ア
イ
デ
ア
に
町
が
予
算
を
つ
け
ま

す
」
と
い
う
取
り
組
み
だ
っ
た
。「
渡
り

に
船
」と
早
速
こ
の
百
人
委
員
会
に
参
加
。

翌
年
に
は
、
開
園
か
ら
３
年
間
と
い
う
約

束
で
、
保
育
士
の
人
件
費
を
町
が
負
担
す

●

西
村
　
早
栄
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森

こ
そ
だ
ち
舎
理
事
長

「
田
舎
子
育
て
」
と
い
う
選
択
肢
つ
く
る

―
開
園
12
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
―

優
秀
賞

鳥
取
県
智
頭
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
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る
形
で
「
智
頭
町
森
の
よ
う
ち
え
ん
ま
る

た
ん
ぼ
う
」
が
開
園
し
た
。
２
０
０
９
年

４
月
の
こ
と
だ
。

百
人
委
員
会
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
、

中
四
国
地
方
初
の
本
格
的
な
森
の
よ
う
ち

え
ん
だ
っ
た
こ
と
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
数

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
、民
放（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
）

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
局
に
よ
る
２
本
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
も
制
作
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
メ
デ
ィ
ア
の
応
援
も
あ
っ
て
、
開
園

４
年
目
に
は
県
外
か
ら
の
移
住
が
始
ま
る
。

行
政
は
「
実
践
」
と
「
実
績
」
に
対
し

て
は
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
く
れ
る
と
思

か
け
て
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
支
援
制
度

を
提
案
し
た
り
（
こ
の
制
度
は
い
ま
だ
に

全
国
で
も
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
サ
ポ
ー
ト
制
度

で
あ
る
。
こ
の
お
か
げ
で
、
鳥
取
県
内
で

は
今
10
園
の
森
の
よ
う
ち
え
ん
が
活
動
を

し
て
い
る
）、
県
内
や
県
外
の
仲
間
た
ち

と
連
携
し
た
り
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
誘
致
な
ど
の
事
業
を
し
て
き

た
。
こ
れ
を
私
は
「
横
展
開
」
だ
と
思
っ

て
い
る
。

一
方
で
、
県
内
外
に
森
の
よ
う
ち
え
ん

が
広
が
っ
て
も
、
私
た
ち
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、「
す
ぎ
ぼ
っ
く
り
」
と

い
う
自
主
保
育
型
（
保
護
者
参
加
型
）
森

の
よ
う
ち
え
ん
を
開
い
た
り
、
卒
園
後
の

自
由
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
「
新
田

サ
ド
ベ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
開
校
し
た
り
、

子
育
ち
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
は
じ
ま
り
の
家
」

を
運
営
し
た
り
し
て
い
る
。
お
か
げ
さ
ま

う
。
百
人
委
員
会
で
の
取
り
決
め
の
期
間

が
終
わ
る
頃
、
今
度
は
鳥
取
県
が
動
き
、

全
国
初
の「
森
の
よ
う
ち
え
ん
支
援
制
度
」

が
で
き
た
。

【
横
展
開
・
縦
展
開
】

子
ど
も
た
ち
を
主
体
的
で
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
育
て
る
森
の
よ
う
ち
え
ん

は
、
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
、
ス
タ

ッ
フ
、
地
域
の
方
を
幸
せ
に
す
る
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
開
園
し
て
多

く
の
家
庭
が
「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」
に
通
わ

せ
る
た
め
、
移
住
し
た
り
、
遠
く
か
ら
通

っ
て
き
た
り
し
た
が
、
ま
る
た
ん
ぼ
う
し

か
な
い
と
い
う
の
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
森
の
よ
う
ち
え

ん
の
素
晴
ら
し
さ
と
出
会
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
限
界
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
鳥
取
県
に
働
き

で
、
２
０
２
０
年
３
月
末
時
点
で
２
０
６

人
の
移
住
者
を
呼
び
込
み
、
定
着
率
は

77
・
６
％
に
発
展
し
た
。
来
年
度
は
、
森

の
よ
う
ち
え
ん
の
「
前
」
と
い
う
こ
と
で
、

お
産
が
で
き
る
施
設
の
立
ち
上
げ
の
支
援

も
行
っ
て
い
る
。こ
ち
ら
は「
縦
展
開
」だ
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
と
地
方
創
生

繰
り
返
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
か
を
考
え
た
時

に
、
自
分
で
考
え
て
、
判
断
し
、
解
決
で

き
る
人
を
育
て
る
、
と
い
う
方
向
に
疑
い

は
な
い
。
地
方
創
生
の
要
が
人
で
あ
る
こ

と
も
疑
い
が
な
い
。
地
域
に
あ
る
課
題
を

見
つ
け
、
問
い
を
立
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

解
決
し
て
い
く
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
、

地
域
の
再
生
に
も
直
結
す
る
。
息
の
長
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
が
、
確
実
な
成
果
に

も
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

森
の
よ
う
ち
え
ん
が
素
敵
な
の
は
、「
森

で
育
っ
た
子
は
、
森
に
還
っ
て
く
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
自
然
の
中
で
育

っ
た
子
は
、
た
と
え
一
時
的
に
自
然
か
ら

離
れ
て
も
、
自
分
が
子
育
て
の
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
た
時
に
自
然
に
戻
っ
て
く
る
、
自

分
と
同
じ
よ
う
に
わ
が
子
を
自
然
の
中
で

育
て
た
い
と
思
う
、
と
い
う
意
味
だ
。
そ

れ
に
い
つ
も
発
想
の
ど
こ
か
に
自
然
が
き

っ
と
息
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
も
夢
見
つ
つ
、
私
た
ち
は

仲
間
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
今
の
事
業
に

誇
り
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
の
だ
と
思
う
。

豊かな森を歩く

「まねぶ」
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解
体
危
機
の

古
民
家
か
ら
ス
タ
ー
ト

秋
田
県
五
城
目
町
の
「
町
村
」
と
い
う

山
あ
い
の
集
落
に
あ
る
１
軒
の
茅か

や

葺ぶ
き

古
民

家
。
２
０
１
５
年
５
月
、
こ
こ
か
ら
「
シ

ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
家
は
２
０
１
４
年
の
夏
に
解
体
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
維
持

費
が
か
か
り
す
ぎ
る
上
、
当
時
は
誰
も
住

ん
で
い
な
く
て
家
主
さ
ん
が
通
い
な
が
ら

管
理
す
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
の

が
大
き
な
理
由
で
し
た
。

縁
が
あ
っ
て
古
民
家
に
出
会
っ
た
我
々

は
、
家
の
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
、
何
と
か

古
民
家
を
残
す
た
め
に
ア
イ
デ
ア
を
練
り

始
め
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
家
主

さ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
交
わ
し
な
が
ら

聴
い
た
こ
と
。
そ
れ

は
、
こ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
た
家
主
さ
ん
と

家
族
の
思
い
出
で
あ

り
、
県
内
外
の
様
々

な
人
た
ち
と
の
交
流

で
す
。
家
主
さ
ん
は

高
校
の
先
生
を
し
て

い
て
、
教
え
子
を
招
い
て
庭
を
題
材
に
地

域
の
四
季
の
植
生
を
教
え
て
い
た
こ
と
も
。

こ
こ
は
、
我
々
が
何
か
コ
ト
を
起
こ
し

た
い
と
感
じ
る
前
か
ら
ず
っ
と
こ
の
地
域

の
原
風
景
で
あ
り
、
人
が
集
う
場
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

「
村
民
」
に
な
り

「
助
太
刀
い
た
す
！
」

こ
の
家
を
引
き
継
い
で
、
こ
こ
を
中
心

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
た
い
。

で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
カ
タ
カ
ナ

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、
か
つ
「
古

民
家
保
全
や
地
域
課
題
解
決
が
し
た

い
！
」
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
面
白
く
、み
ん
な
で
こ
こ
に
集
い
、

歌
い
、
語
ら
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
「
村
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
生
ま
れ
、
次
の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
し
た
。

古
民
家
を
ひ
と
つ
の
村
に
見
立
て
、
家

を
共
有
し
て
共
に
楽
し
い
場
に
育
て
て
い

く
仲
間
を
「
村
民
」
に
。
村
民
に
は
「
年

貢
」
を
納
め
て
も
ら
い
、
定
例
的
に
「
寄

合
」
で
集
い
、
村
に
つ
い
て
、
秋
田
に
つ

い
て
語
り
合
う
。
年
に
１
度
の
お
祭
り
を

「
一
揆
」
と
名
付
け
、「
助
太
刀
い
た
す
！
」

と
屋
根
の
茅
を
刈
り
取
っ
た
り
、
集
落
の

行
事
を
手
伝
っ
た
り
し
て
、
地
元
の
人
た

ち
と
う
ま
い
酒
を
飲
む
…
。

都
会
と
田
舎
の
い
い
と
こ
取
り
を

地
方
創
生
や
移
住
定
住
と
い
う
言
葉
に

ま
だ
な
じ
ん
で
い
な
か
っ
た
頃
は
、「
都

会
か
田
舎
か
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

都
会
か
ら
田
舎
に
移
る
と
、「
都
落
ち
」

と
揶や

揄ゆ

さ
れ
た
り
、「
田
舎
に
骨
を
埋
め

る
気
は
あ
る
の
か
」
と
覚
悟
を
問
わ
れ
た

り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
村
民
に
な
っ
て
村
づ
く
り

に
関
わ
る
と
い
う
選
択
肢
を
設
け
る
こ
と

で
、
都
会
と
田
舎
の
新
し
い
関
係
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

都
会
と
田
舎
の
暮
ら
し
の
「
い
い
と
こ
取

り
」
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
２
０
年
、
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
株
式
会
社
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
５
年
間

に
わ
た
る
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
の
経
験
を
生

か
し
、
日
本
中
の
様
々
な
場
所
で
「
村
」

の
よ
う
な
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
立
ち

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
動
か
し

始
め
て
い
ま
す
。

古
民
家
を
シ
ェ
ア
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

▽
山
を
シ
ェ
ア
し
て
山
遊
び
の
基
地
を
作

り
自
然
と
の
距
離
を
近
づ
け
た
い
▽
飲
食

店
の
一
部
を
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
し
て
食

に
つ
い
て
学
び
合
い
た
い
▽
共
同
住
宅
の

一
室
を
全
国
の
人
た
ち
で
シ
ェ
ア
し
て
新

た
な
風
を
取
り
入
れ
た
い
―
な
ど
、
様
々

な
場
や
産
業
が「
村
」に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
た

り
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
た
り

し
な
が
ら
、
自
分
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
い
く
、そ
ん
な
未
来
を
夢
見
て
い
ま
す
。

古
民
家
を
ひ
と
つ
の
「
村
」
に

―
皆
で
共
有
し
て
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

●

半
田
　
理
人

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

茅葺屋根の原材料「かや」を刈る「助太刀」風景

シェアビレッジプロジェクトの舞台となった古民家

団
体
表
彰

秋
田
県
五
城
目
町

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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空
き
家
は
な
ぜ
流
通
し
な
い
？　
　
　

「
ま
だ
、
決
め
る
の
早
い
っ
て
」

ぼ
く
た
ち
は
こ
の
言
葉
に
い
つ
も
が
っ

か
り
さ
せ
ら
れ
た
。

空
き
家
の
所
有
者
が
、
売
る
・
貸
す
と

い
っ
た
決
断
を
近
所
の
人
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、「
周
り
は
誰
も
そ
ん
な
こ
と
し
て

な
い
ん
だ
か
ら
、
ま
だ
決
断
す
る
の
は
早

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
助
言
。
所
有

者
は
、
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
い
け
な

い
と
思
い
、
一
度
決
断
し
た
結
果
を
覆
し

て
し
ま
う
。

こ
う
し
て
空
き
家
が
放
置
さ
れ
て
い
く

の
を
何
度
も
見
て
き
た
。
な
ん
と
か
こ
の

流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
、
空
き
家
問
題
は

解
決
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

私
た
ち
「
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」（
ふ
る
さ
ぽ
）
の
活
動
拠
点
は

福
井
県
美
浜
町
。
人
口
９
２
８
２
人
、
３

６
８
９
世
帯
（
令
和
３
年
１
月
現
在
）
の

小
さ
な
町
だ
。
空
き
家
の
数
は
平
成
27
年

度
調
査
で
４
２
７
戸
。
全

国
平
均
か
ら
す
る
と
そ
う

多
く
な
い
が
、
空
き
家
の

内
訳
に
特
徴
が
あ
る
。
放
置
さ
れ
て
い
る

空
き
家
が
と
て
も
多
い
の
だ
。
逆
を
言
え

ば
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
な
い
で
使
え
る
空

き
家
が
極
め
て
少
な
く
、
戸
数
で
い
う
と

45
戸
。
さ
ら
に
問
題
な
の
が
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
、
通
称
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登

録
数
が
当
時
１
件
あ
る
か
な
い
か
だ
っ
た

こ
と
。
い
わ
ゆ
る
、
空
き
家
が
多
い
の
に

空
き
家
が
な
い
に
等
し
い
状
態
だ
っ
た
。

平
成
24
年
か
ら
始
め
て
い
る
空
き
家
マ

ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
は
年
に
３
回
程
度
行
う

の
だ
か
ら
、
新
規
物
件
の
確
保
に
は
毎
回

苦
労
す
る
。
当
初
、
近
所
の
目
が
あ
る
か

ら
と
何
度
も
断
ら
れ
、
外
観
だ
け
で
も
い

い
か
ら
と
頼
み
込
ん
だ
こ
と
も
あ
る
く
ら

い
だ
。

空
き
家
所
有
者
は
早
期
決
断
を
！

こ
の
現
状
を
知
っ
て
私
た
ち
が
取
っ
た

行
動
は
、
空
き
家
は
な
ぜ
流
通
に
出
て
こ

な
い
の
か
。
こ
の
課
題
を
深
く
掘
り
下
げ

て
み
る
と
、二
つ
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

ひ
と
つ
目
は
、
所
有
者
の
問
題
先
送
り
。

ふ
た
つ
目
は
冒
頭
で
話
し
た
、
周
り
の
言

葉
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
点
。

二
つ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

所
有
者
の
早
期
決
断
と
周
り
の
理
解
が
必

要
と
考
え
、
私
た
ち
は
空

き
家
に
し
て
お
く
こ
と
の

不
利
益
さ
と
所
有
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に

「
空
き
家
の
正
し
い
情
報
」

を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
ふ
る
さ
ぽ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
、
空
き
家

所
有
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
空
き
家

を
所
有
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
空
き
家
予
備
軍
」
を
中
心
に
友
だ
ち
登

録
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
で

「
空
き
家
予
防
３
６
５
」
と
題
し
て
実
体

験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
構
築
で
き
、
昨
年
11

月
の
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
は
、

７
件
中
６
件
で
新
規
物
件
の
紹
介
が
で
き

た
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
な
い
こ
と
だ
。
新

し
い
物
件
は
１
件
か
２
件
ほ
ど
だ
っ
た
現

状
を
み
る
と
、
成
果
が
出
た
と
感
じ
て
い

る
。こ

の
結
果
を
基
に
、
全
国
の
自
治
体
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
。
現
在
、３
月
を
め
ど
に「
空

き
家
対
策　

ｆ
ｏ
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
し

て
、
ふ
る
さ
ぽ
の
10
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
空

き
家
所
有
者
や
空
き
家
予
備
軍
の
皆
さ
ん

の
手
元
に
、
気
軽
に
手
軽
に
届
け
る
有
料

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な

集
落
や
町
内
会
の
中
で
「
空
き
家
っ
て
す

ぐ
に
行
く
末
を
決
め
た
方
が
い
い
ら
し
い

よ
」
と
い
う
会
話
が
出
て
き
た
ら
空
き
家

問
題
は
大
き
く
解
決
に
近
づ
い
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

空
き
家
利
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供

―
全
国
自
治
体
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
展
開
へ
―

ふるさぽ LINE 公式アカ
ウントにより空き家情

報を配信

建設業、金融機関など職種を超えたメ
ンバーから成る「ふるさぽ」

空き家マッチングツアー。北山代表の
説明を聞く参加者たち

●

北
山
　
大
志
郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

団
体
表
彰

福
井
県
美
浜
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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住
民
と
域
外
の

〝
椋
川
フ
ァ
ン
〞
が
村
お
こ
し

―
祭
り
な
ど
地
域
の
行
事
を
お
手
伝
い
―

●

是
永
　
宙

「
結
い
の
里
・
椋
川
」
事
務
局
担
当

滋
賀
県
高
島
市
今
津
町
椋
川
地
区
は
福

井
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
て
20
世
帯
40

人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
お
り
、「
こ
こ
に
し
か

な
い
！
」
と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
特
産
物

も
な
い
普
通
の
山
里
で
す
。
ま
た
「
結
い

の
里・椋
川
」は
地
域
の
す
べ
て
の
住
民
と
、

地
域
外
の
〝
椋
川
フ
ァ
ン
〞
の
人
が
構
成

員
に
な
っ
て
、
地
域
の
行
事
の
お
手
伝
い

や
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

受
け
継
い
で
き
た
暮
ら
し
の
文
化
や
経
験

を
〝
誇
れ
る
も
の
〞〝
未
来
に
伝
え
た
い

も
の
〞
と
し
て
、
村
の
人
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
の
暮

ら
し
に
張
り
が
生
ま
れ
、
前
向
き
に
な
れ

た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、

活
動
の
中
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

村
の
人
の
思
い
や
考
え
に
寄
り
添
う

結
い
の
里
・
椋
川
の
一
番
大
き
な
取
り

組
み
が
「
お
っ
き
ん
！
椋
川
」
で
す
。「
お

っ
き
ん
！
」
で
は
集
落
を
１
日
開
放
し
て
、

村
の
中
を
思
い
思
い
に
歩
き
な
が
ら
地
元

の
人
と
交
流
で
き
ま
す
。
農
家
の
軒
先
で

は
そ
の
日
限
り
の
お
店
が
開
か
れ
、
手
作

り
の
料
理
や
手
仕
事
品
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
て
こ
の
お
祭
り
は
11
月
20

日
前
後
に
開
催
し
て
い
る
の
で
す
が
、
屋

外
イ
ベ
ン
ト
を
秋
に
企
画
す
る
な
ら
10
月

が
ベ
ス
ト
。
遅
く
と
も
文
化
の
日
に
は
や

り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
椋
川
は
日
本
海
側

の
気
候
な
の
で
、
11
月
下
旬
と
も
な
れ
ば

寒
く
な
り
、
時し

雨ぐ

れ
る
日
も
多
く
な
る
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
村
の
人
に
10
月
開
催
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
「
霜
が
降
り
な
い
時
期

は
あ
か
ん
。
野
菜
が
う
ま
く
な
い
」
と
即

答
で
し
た
。
来
場
さ
れ
る
人
を
お
い
し
い

野
菜
で
も
て
な
し
た
い
、
と
い
う
素
朴
な

気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
村

の
人
が
納
得
で
き
る
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
思
い
や
考
え
に
寄
り
添
う
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

一
方
的
な
お
手
伝
い
に

な
ら
な
い
よ
う
に

椋
川
に
は
地
域
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
学
生
・
院
生
、
建
築
学
校
の
先

生
や
生
徒
、
仕
事
を
引
退
さ
れ
て
山
の
保

全
に
情
熱
を
傾
け
る
お
じ
さ
ん
、
等
々
。

関
わ
る
人
が
地
域
に
対
し
て
一
方
的
に
お

手
伝
い
す
る
の
で
は
な
く
、
椋
川
の
フ
ィ

ー
ル
ド
を
楽
し
み
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
関
わ
り
に
な

る
よ
う
に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
関
わ
り
が
長
期
間
継
続
し
ア
イ
デ

ア
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
良
い
循
環
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
た
ち
と
の

つ
な
が
り

地
元
の
人
も
、
い
つ
ま
で
も
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

苦
手
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
特
に
お
金
を

数
え
る
こ
と
！
）。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
地

元
で
生
ま
れ
、
今
は
遠
く
で
暮
ら
し
て
い

る
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
の
存
在
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
で
き
る
だ
け
ご
家
族
の

人
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
た

お
子
さ
ん
た
ち
が
、
生
き
生
き
と
し
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見

る
こ
と
で
、
地
元
の
暮
ら
し
の
文
化
を
再

発
見
し
、
伝
承
の
担
い
手
と
な
っ
て
も
ら

え
た
ら
、
と
願
う
か
ら
で
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
受
賞
に
つ
い
て

は
、
う
れ
し
い
気
持
ち
と
同
時
に
地
域
の

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
地
域
の

現
状
に
複
雑
な
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
空
き
家
の
活
用
や
お
試

し
移
住
者
受
け
入
れ
な
ど
、
今
ま
で
取
り

組
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

夏休みの親子体験活動。
水田ビオトープで生きもの観察会

「おっきん！椋川」の様子。農家の玄関先
などに手料理や手仕事品が並ぶ

並んだ品物を眺めながら
誇らしげな笑顔

団
体
表
彰

滋
賀
県
高
島
市

結
い
の
里
・
椋
川
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高
知
県
室
戸
市
の
「
む
ろ
と
廃
校
水
族

館
」
は
、
２
０
０
１
年
か
ら
子
ど
も
の
声

が
消
え
た
小
学
校
を
水
族
館
に
改
修
し
、

２
０
１
８
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

室
戸
市
自
体
の
人
口
は
約
１
万
２
０
０

０
人
と
少
な
く
、
大
都
市
も
近
隣
に
は
な

い
。
ま
た
、
鉄
道
や
高
速
道
路
も
な
い
こ

と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
集
客
に
関
し

て
心
配
さ
れ
た
。
し
か
し
、
誰
も
が
通
っ

た
小
学
校
を
活
用
し
て
い
る
点
な
ど
が
共

感
を
呼
び
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
多

く
訪
れ
、
知
名
度
は
全
国
区
と
な
っ
た
。

近
隣
に
は
定
置
網
の
組
合
が
三
つ
あ

り
、
出
荷
し
な
い
魚
や
売
れ
な
い
魚
を
も

ら
っ
て
い
る
。
魚
を
運
ぶ
時
間
も
長
く
て

10
分
程
度
で
、
都
市
部
の
水
族
館
で
搬
入

に
神
経
を
使
う
サ
バ
な
ど
も
割
と
簡
単
に

運
ば
れ
て
く
る
。
そ
の
他
に
も
、
個
人
の

漁
師
や
釣
り
人
か
ら
も
ら
っ
た
り
、
我
々

自
身
が
採
集
し
た
り
し
て
展
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
展
示
生
物
の
す
べ
て
が
室

戸
近
海
の
も
の
で
あ
り
、
今
や
全
国
ど
こ

の
水
族
館
で
も
見
ら
れ
る
ペ
ン
ギ
ン
や
カ

ワ
ウ
ソ
、
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
展
示
は
し
て
い

な
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
飼
育
と
運
営

小
さ
な
小
学
校
を
改
修
し
た
水
族
館
で

あ
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
設
備
に
な
っ

て
い
る
。
教
室
内
に
水
槽
は
あ
る
が
、
見

学
者
や
車
い
す
が
通
る
こ
と
を
考
え
る
と

水
槽
の
大
き
さ
は
限
ら
れ
る
。
25
㍍
プ
ー

ル
を
大
き
な
水
槽
と
し
て
活
用
し
て
い
る

が
、
水
深
は
浅
い
。
し
た
が
っ
て
飼
育
で

き
る
種
と
サ
イ
ズ
に
は
制
限
が
あ
る
。
ま

た
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
飼
育
が
困
難
な
種
は

頑
張
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

そ
れ
で
も
室
戸
の
海
は
素
晴
ら
し
く
、

時
に
は
日
本
中
ど
の
水
族
館
に
も
い
な
い

レ
ア
も
の
が
水
槽
を
泳
い
で
い
る
こ
と
も

あ
る
。
珍
し
い
展
示
を
「
売
り
」
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
か
ら
か
、
珍
し
い
展
示
を

見
逃
す
ま
い
と
、
た
び
た
び
訪
れ
る
リ
ピ

ー
タ
ー
も
い
る
。

室
戸
の
魅
力
を
共
有

水
族
館
職
員
は
若
者
に
人
気
の
職
種
で

あ
る
。
室
戸
と
い
う
地
に
お
い
て
も
職
員

募
集
を
出
せ
ば
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
全

国
か
ら
履
歴
書
が
届
く
。
人
材
確
保
に
苦

戦
す
る
ど
こ
ろ
か
、
採
用
す
る
人
を
選
ぶ

の
に
苦
労
す
る
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

全
国
か
ら
学
生
た
ち
も
実
習
に
訪
れ

る
。
訪
れ
る
理
由
は
、
将
来
の
水
族
館
勤

務
を
目
指
し
て
い
た
り
、
卒
業
・
修
士
・

博
士
論
文
の
研
究
だ
っ
た
り
、
学
芸
員
実

習
だ
っ
た
り
と
多
岐
に
わ
た
る
。
専
門
学

校
や
大
学
が
な
い
室
戸
に
学
生
と
い
う
身

分
の
人
々
が
集
う
。
３
年
連
続
で
実
習
に

訪
れ
た
若
者
が
室
戸
へ
引
っ
越
し
、
漁
師

と
な
っ
て
い
る
。
室
戸
に
魅
力
を
感
じ
て

引
っ
越
し
て
き
た
我
々
は
、
彼
ら
と
室
戸

の
魅
力
を
共
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

喜
ん
で
い
る
。

ま
た
一
人
、
当
館
の
実
習
生
が
室
戸
で

漁
師
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
を
検
討
し
始

め
た
。
そ
の
実
習
生
に
対
し
、
か
つ
て
同

じ
よ
う
に
実
習
生
だ
っ
た
漁
師
が
、「
毎
朝
、

海
に
出
て
漁
を
し
て
い
て
も
、
実
習
生
の

時
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
漁
の
光
景
は
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
ぜ
ひ
漁
の
様
子

を
見
て
」
と
海
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
。

我
々
が
室
戸
に
感
じ
て
い
た
魅
力
は
、

新
た
に
共
有
さ
れ
、
拡
散
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
後
も
室
戸
の
魅
力
を
発
信
し
、

伝
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

室
戸
の
海
の
魅
力
発
信

―
廃
校
活
用
に
共
感
、
全
国
区
の
知
名
度
に
―

●

若
月
　
元
樹

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
館
長

漁船に乗って定置網漁を見学する水族館実習生

25メートルプールにサメが泳ぐ

団
体
表
彰

高
知
県
室
戸
市

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
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信
州
発
の
ブ
ラ
ン
ド
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

長
野
県
に
は
、豊
か
な
自
然
や
農
産
物
、

伝
統
的
工
芸
品
な
ど
の
地
域
資
源
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
優
位
性
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
２
０
０
８
年
に
商
品
の
企
画
か
ら

製
造
・
販
売
ま
で
一
貫
支
援
す
る
「
地
域

資
源
製
品
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
長

野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
環
境
・
情

報
技
術
部
門
内
（
松
本
市
）
に
創
設
し
ま

し
た
。

当
時
、
長
野
県
の
地
域
産
業
を
活
性
化

し
、
国
内
外
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
力
強

い
戦
略
と
し
て
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
世
界
へ
」
を
合
言
葉
に
、

県
が
策
定
し
た
長
野
県
産
業
振
興
戦
略
プ

ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

信
州
の
豊
か
な
地
域
資
源
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
他
に
は
な
い
地
域
な
ら
で
は
の

魅
力
を
持
っ
た
商
品
、
そ
し
て
強
い
ブ
ラ

ン
ド
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
は「
つ

く
る
」「
伝
え
る
」「
届
け
る
」
の
ビ
ジ
ネ

ス
全
体
を
動
か
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
等
の
専
門
家
と
力
を
合
わ
せ
て

共
創
す
る
場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
民
間
経
験
を
有
す
る
「
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
も
と
、
商
品
や
販
売
促

進
の
デ
ザ
イ
ン
実
務
が
で
き
る
「
デ
ザ
イ

ン
専
門
支
援
員
」
と
、
長
野
県
工
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
と
も
に
、
専
門

家
と
連
携
し
て
、
各
事
業
主
の
目
的
や
状

況
に
応
じ
て
、
最
適
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編

成
し
、
事
業
主
の
想
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
商
品
化
の
道
筋
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

信
州
か
ら
発
す
る
商
品
の
付
加
価
値
向

上
と
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
推
進
し
て
、
長

野
県
の
地
域
産
業
の
強
化
・
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を

「
喜
ば
れ
る
商
品・
ブ
ラ
ン
ド
」
に
！

活
動
開
始
後
の
12
年
間
に
４
２
０
件
の

商
品
化
を
支
援
し
、
長
野
県
の
新
た
な
商

品
・
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
３
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・
農
産
物
を
活
用
し
た

「
天
龍
村
の
農
産
加
工
品
シ
リ
ー
ズ
」

天
龍
村
は
長
野
県
最
南
端
の
村
で
、
同

村
で
栽
培
し
た
お
茶
や
ゆ
ず
な
ど
の
特
産

品
を
活
か
し
、「
ゆ
ず
果
汁
」「
ゆ
ず
胡
椒
」

な
ど
の
ゆ
ず
加
工
品
、「
若
蒸
し
茶
」「
焙

煎
茶
」
な
ど
の
お
茶
シ
リ
ー
ズ
、
さ
ら
に

ゆ
ず
や
お
茶
を
練
り
込
ん
だ
「
そ
ば
」「
う

ど
ん
」
な
ど
15
品
に
広
が
り
ま
し
た
。
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
販
売

も
始
ま
り
販
路
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

・
伝
統
的
工
芸
品
の
技
か
ら

新
た
な
価
値
を
創
造
し
た

「
南
木
曽
ろ
く
ろ
ス
ピ
ー
カ
ー
」

南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
は
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ろ
く
ろ
細

工
技
術
に
よ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

開
発
支
援
と
高
音
域
を
分
担
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
と
低
音
域
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
大
型

の
金
属
フ
レ
ー
ム
で
接
合
す
る
構
造
を
考

案
し
て
商
品
化
し
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
オ

マ
ニ
ア
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
観
光
資
源
を
活
か
し
た

「
ハ
サ
イ
ダ
ー
」

映
画
「
黒
部
の
太
陽
」
の
舞
台
・
大
町

市
か
ら
の
相
談
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同

市
か
ら
黒
四
ダ
ム
に
通
じ
る
関
電
ト
ン
ネ

ル
内
の
破
砕
帯
か
ら
出
る
湧
き
水
で
作
っ

た
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
で
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
喜
ば
れ
る
商
品
・
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１

５
年
３
月
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
、
２
０
１
９
年
10
月
に

は
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
伝
統
的
工
芸

品
産
業
功
労
者
等
「
関
東
経
済
産
業
局
長

賞
」、
２
０
２
１
年
１
月
に
は
ふ
る
さ
と

づ
く
り
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

信
州
発
の
新
た
な
商
品
づ
く
り
を
支
援

―
原
点
は
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
世
界
へ
」―

●

五
味
　
英
紀

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
資
源
製
品
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

破砕帯からの湧き水で
作ったご当地サイダー

デスクトップ型ろくろスピーカー

天龍村特産加工品シリーズ

地
方
自
治
体
表
彰

長
野
県

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
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奈
良
県
生
駒
市
は
、
大
都
市
近
郊
の
住

宅
都
市
と
し
て
、
市
民
の
高
い
参
画
意
識

（
＝
市
民
力
）
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
平
成
26
年
３
月
に
は
環
境
モ

デ
ル
都
市
に
、
令
和
元
年
７
月
に
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
核
と
な
る
施
策
と
し
て
、
自
治
体

新
電
力
「
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
）」
に
よ
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
は
、
平
成
29
年
７

月
の
設
立
以
来
、
着
実
に
事
業
を
拡
大
。

令
和
２
年
11
月
に
は
「
い
こ
ま
市
民
パ
ワ

ー
中
長
期
計
画
２
０
２
１
」
を
策
定
し
、

電
力
事
業
の
安
定
収
益
を
ベ
ー
ス
に
地
域

課
題
解
決
と
市
民
活
躍
の
受
け
皿
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
を
目
指
す
こ
と
を

掲
げ
ま
し
た
。

電
力
供
給
の
拡
大
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
獲
得

自
治
体
新
電
力
の
主
た
る
意
義
と
し

て
、
地
域
内
資
金
循
環

に
よ
る
経
済
効
果
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
い
こ
ま

市
民
パ
ワ
ー
は
、
地
域

の
電
力
会
社
と
し
て
着

実
に
供
給
先
を
拡
大

し
、
令
和
２
年
９
月
に

は
家
庭
へ
の
供
給
も
開

始
し
ま
し
た
。
令
和
２

年
度
に
は
年
間
約
４
・
４
億
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
む
な
ど
、
そ
の
地
域
経
済
付
加

価
値
は
大
き
く
、
今
後
の
事
業
継
続
・
拡

大
と
と
も
に
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

電
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
太
陽
光
発

電
な
ど
の
電
力
を
優
先
的
に
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
出
資
団
体
で

も
あ
る
一
般
社
団
法
人
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
駒
が
１
０
０
％
市
民
出
資
で
設
置
・
運

営
す
る
太
陽
光
発
電
等
の
電
力
に
加
え
、

令
和
元
年
度
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

か
ら
の
電
力
調
達
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
約
10

％
に
向
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
駒
市
内
に
民
間
主
導
で
非

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
が
新
設
さ
れ
る
計
画
が
あ

り
、
実
現
す
れ
ば
、
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
約
40
％

に
向
上
す
る
見
込
み
で
す
。
電
力
の
地
産

地
消
が
進
む
こ
と
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
災
害
へ
の
対
応
力
）
向
上
に
も
資
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
の
複
合
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
連
携

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
の
電
力
小
売
事
業

の
収
益
は
、
株
主
へ
配
当
せ
ず
、
す
べ
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
地
域
に

還
元
し
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
に
は
、
市

内
全
小
学
校
に
登
下
校
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
後
、
新
１
年
生
を
対
象
に
１

学
期
間
の
利
用
料
を
補
助
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
安
全
安
心

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
駒
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

中
核
と
な
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
自
治

会
館
な
ど
の
地
域
拠
点
に
移
動
販
売
、
不

用
品
の
交
換
・
共
有
、
資
源
ご
み
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
、
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
機

能
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
「
１
０
０

の
複
合
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
お
り
、
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
と
も

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生

駒
市
の
地
形
は
坂
が
多
く
、
高
齢
化
と
と

も
に
車
の
運
転
も
困
難
な
人
が
増
え
る
中

で
、
徒
歩
圏
に
便
利
な
生
活
拠
点
を
整
備

す
る
と
い
う
、
根
本
的
な
移
動
支
援
と
な

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〝
選
ば
れ
る
電
力
会
社
〞

〝
ま
ち
づ
く
り
会
社
〞
へ
の
展
望

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
と
し
て
は
、
電
気

料
金
の
価
格
設
定
だ
け
で
な
く
、
環
境
価

値
の
高
い
電
力
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
収
益
還
元
す
る
電
力
会
社
と
し
て

認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、「
ま
ち
づ
く
り
力
」

「
環
境
価
値
」
で
広
く
市
民
に
〝
選
ば
れ

る
電
力
会
社
〞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
展
望
と
し
て
、
い

こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
が
市
民
参
画
の
場
づ
く

り
な
ど
も
担
う
〝
ま
ち
づ
く
り
会
社
〞
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
治
体
新
電
力
で
資
金
循
環
を
促
進

―
地
域
課
題
解
決
、
市
民
活
躍
の
受
け
皿
に
―

●

木
口
　
昌
幸

奈
良
県
生
駒
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課
主
幹

市民共同発電所 4号機
（市民エネルギー生駒）

100の複合型コミュニティ

地
方
自
治
体
表
彰

奈
良
県
生
駒
市

奈
良
県
生
駒
市
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イ
ベ
ン
ト
は
続
け
る
こ
と
が
重
要

「
い
い
街
っ
て
ど
ん
な
街
？　

そ
れ
は

『
自
分
の
住
む
街
が
好
き
だ
』
と
言
え
る

人
が
た
く
さ
ん
住
む
街
」

私
の
原
点
は
「
秩
父
が
大
好
き
」
な
こ

と
。
こ
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
行

っ
て
き
た
街
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
私
の
中
に
ず
っ
と
あ
り
続
け
て
き
た
。

約
40
年
前
、
商
店
街
が
疲
弊
し
始
め
、

何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
を
強
く
感
じ

始
め
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
あ
る
勉
強

会
や
地
域
の
商
店
街
と
の
人
た
ち
と
の
交

流
の
中
で
、
そ
の
何
か
を
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
中
、

「
よ
し
！　

夜
市
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
「
み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ

ー
ル
」
が
始
ま
っ
た
。
結
論
を
言
え
ば
、

そ
れ
か
ら
三
十
数
年
、
２
９
２
回
も
開
催

し
続
け
、
そ
の
結
果
、
み
や
の
か
わ
商
店

街
に
は
「
空
き
店
舗
」
や
「
後
継
者
不
足
」

と
い
う
問
題
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い

る
。
も
し
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い

な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
き
っ
と
今
ご

ろ
は
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

多
く
の
人
か
ら
よ
く
受
け
る
質
問
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
く
継
続

で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
考

え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
「
イ
ベ
ン
ト
は
手

段
で
あ
る
」
と
い
ち
早
く
知
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
を
５
年
間
毎
月
続
け
て

い
た
ら
、
地
域
の
人
々
、
全
国
か
ら
の
視

察
者
、
行
政
関
連
の
方
々
な
ど
、
私
た
ち

に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
現
れ
、
私
た
ち
が
作
っ
た
「
み
や
の
か

わ
商
店
街
将
来
構
想
」
の
一
部
が
実
現
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
た
ら
私
た
ち

の
夢
の
将
来
構
想
に
近
づ
け

る
」。
つ
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
は

手
段
で
、
目
的
は
将
来
構
想

の
実
現
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら

ば
、
イ
ベ
ン
ト
は
や
り
続
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
悟
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
同

じ
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
を
絶
対
に
行
わ
な
い
」

と
仲
間
と
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
企
画
は
毎
回
変
え

る
。
私
た
ち
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
一
度
や
っ

た
こ
と
は
二
度
と
や
ら
な
い
。
だ
か
ら
毎

回
内
容
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
ン

ネ
リ
化
を
防
ぎ
地
域
の
人
た
ち
を
飽
き
さ

せ
な
い
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で

私
た
ち
が
考
え
て
実
行
し
て
き
た
イ
ベ
ン

ト
は
８
０
０
を
超
え
、
今
で
も
ア
イ
デ
ア

は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

前
例
踏
襲
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
い
つ

で
も
新
し
い
こ
と
を
考
え
行
動
す
る
こ
と

が
日
常
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
日
本

初
の
「
コ
イ
ン
型
商
品
券
和
同
開
珎
」
を

生
み
出
し
、
商
店
街
の
高
齢
者
対
策
と
し

て
の
出
張
商
店
街
「
楽
楽
屋
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
お
助
け
隊
」
事
業
な
ど
へ

と
結
び
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

街
づ
く
り
は

地
域
連
携
が
ポ
イ
ン
ト
に

３
年
ほ
ど
前
、
静
岡
県
下
田
市
に
講
師

と
し
て
招
か
れ
商
店
街
活
性
化
の
話
を
し

た
。
そ
の
中
で
私
は
、
秩
父
に
は
酒
の
５

種
類
（
日
本
酒
・
ビ
ー
ル
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・

ワ
イ
ン
・
焼
酎
）
が
全
て
地
酒
で
有
る
こ

と
を
自
慢
し
た
。
す
る
と
下
田
の
人
た
ち

に
「
う
ら
や
ま
し
い
、
残
念
な
が
ら
下
田

に
は
ほ
と
ん
ど
酒
造
が
無
い
」
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
と
き
思
っ
た
こ
と
は
「
い
や
、

下
田
に
は
き
れ
い
な
海
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
」。
そ
の
海
に
秩
父
の
酒
を
沈
め
、
海

中
熟
成
を
さ
せ
て
両
地
域
の
特
産
品
の
一

つ
に
す
れ
ば
面
白
い
と
考
え
た
。す
る
と
、

そ
の
話
が
す
ぐ
に
実
現
し
、
１
年
目
は
約

４
０
０
本
、
２
年
目
は
約
６
０
０
本
、
３

年
目
は
約
１
０
０
０
本
を
下
田
の
海
に
沈

め
て
い
る
。
ま
さ
に「
海
と
山
の
恋
物
語
」

の
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
現
在
で
は
イ
ベ
ン
ト
交

流
、
文
化
交
流
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
が

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

互
い
に
無
い
も
の
を
補
い
合
う
、
両
地

域
の
持
つ
良
い
所
や
特
産
品
を
利
用
し
合

う
、
地
域
同
士
が
結
び
つ
く
今
ま
で
と
は

違
う
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
る
。

全
国
で
こ
の
よ
う
な
連
携
が
生
ま
れ
る

と
、
地
域
づ
く
り
が
面
白
く
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
や
は
り
面
白
く

な
い
と
何
事
も
継
続
は
難
し
い
。

本
当
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
苦
労
が

あ
っ
て
も
楽
し
い
こ
と
な
の
だ
！

原
点
は
「
秩
父
が
大
好
き
」

―
苦
労
で
も
楽
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―

●

島
田
　
憲
一

秩父・下田連携
プロジェクト

「海と山の恋物語」

ナイトバザールの風景

個
人
表
彰

埼
玉
県
秩
父
市

島
田
　
憲
一
氏
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失
わ
れ
た
未
来
へ
の
信
頼

私
は
54
歳
で
町
役
場
（
宮
崎
県
高
千
穂

町
）
を
早
期
退
職
し
、
若
者
た
ち
と
農
山

村
の
未
来
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

挑
戦
の
背
景
に
は
、
い
ま
全
国
で
進
行
し

て
い
る
地
域
社
会
の
衰
退
問
題
が
あ
る
。

経
済
構
造
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
た
農

山
村
の
衰
退
は
顕
著
で
、
多
く
の
集
落
が

や
が
て
は
消
滅
す
る
運
命
に
あ
る
と
ま
で

言
わ
れ
る
。

人
類
史
、
特
に
19
世
紀
以
降
の
近
代
史

を
学
ぶ
と
、
科
学
の
進
歩
を
背
景
と
し
た

産
業
と
経
済
の
革
命
、
都
市
化
社
会
の
繁

栄
が
、農
山
村
社
会
の
「
未
来
へ
の
信
頼
」

を
失
わ
せ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

「
失
わ
れ
た
信
頼
」
と
は
、
農
山
村
で

は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
と
判
断
す
る
経
済

価
値
の
失
墜
で
あ
る
（
も
と
も
と
、
豊
か

で
は
な
い
が
）。
ま
だ
あ
る
。
都
市
と
農

山
村
の
比
較
か
ら
生
ま
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
選
択
や
生
活
欲
望
と
し
て
の
利
便

性
な
ど
、
人
間
が
何
を
望
み
、
な
ぜ
文
明

を
発
達
さ
せ
て
き
た
か
を
探
求
す
る
と
、

農
山
村
の
衰
退
に
も
合
点
が
い
く
。
役
場

に
勤
め
て
10
年
近
く
た
つ
頃
、
そ
の
根
本

要
因
を
発
見
し
、
対
策
を
創
造
す
る
こ
と

が
、
事
態
打
開
の
本
筋
で
は
な
い
か
と
思

い
始
め
た
。

現
代
社
会
は
、
科
学
的
な
研
究
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
生
産
性
を
高
め
経
済

を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
田
舎
に
は
こ
れ
が

な
い
。昔
の
ま
ま
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
変

革
）
を
起
こ
し
て
い
な
い
の
だ
。
実
態
を

理
解
し
社
会
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
こ

と
。
田
舎
暮
ら
し
の
幸
福
を
担
保
す
る
信

頼
の
種
を
ま
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
気
付

く
に
至
っ
た
。

こ
こ
が
、
私
た
ち
の
出
発
点

と
い
っ
て
も
、
田
舎
の
経
済
資
源
は
乏

し
い
。
夢
の
産
物
を
生
み
出
し
て
く
れ
そ

う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
田
舎
に
は
な
い
。

私
は
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
手
掛

か
り
が
世
界
の
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
だ
と

思
い
、
自
分
の
目
で
世
界
各
地
を
探
索
し

続
け
た
。
発
見
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
先

進
的
な
人
々
は
、
農
山
村
の
未
来
に
信
頼

を
取
り
戻
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な

か
っ
た
。

内
に
こ
も
ら
ず
、
広
く
世
界
の
隅
々
ま

で
社
会
の
動
き
を
見
て
、
考
え
、
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
つ

つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
得
た
大
い
な
る
発
見

は
、
私
た
ち
の
活
動
計
画
を
組
み
立
て
る

骨
格
に
な
り
、
そ
こ
に
独
自
の
プ
ラ
ン
を

肉
付
け
し
て
い
っ
た
。

「
世
界
に
通
用
す
る
も
の
」
を
理
念
に

掲
げ
た「
ど
ぶ
ろ
く
」や「
あ
ま
ざ
け
」「
焼

菓
子
」
な
ど
の
現
代
版
特
産
品
づ
く
り
、

旅
の
目
的
地
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
を
活

動
の
軸
に
据
え
、
農
山
村
の
競
争
力
・
発

信
力
を
高
め
、
信
頼
あ
る
未
来
に
つ
な
げ

る
。
私
た
ち
は
各
分
野
の
多
く
の
外
部
専

門
家
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
こ
の
原
動
力

を
得
る
努
力
を
重
ね
、
む
ら
人
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
（
加
工
品
原
料
米
の

生
産
、
直
売
所
で
売
る
野
菜
等
の
栽
培
、

農
家
民
宿
、
む
ら
の
食
堂
、
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
）
を
活
か
し
、

分
業
体
制
を
作
る
こ
と
で
、
む
ら
人
の
や

る
気
を
引
き
出
し
て
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
る
信
仰
、
伝

統
文
化
の
夜
神
楽
、
自
然
環
境
な
ど
経
済

活
動
に
取
り
残
し
て
い
か
れ
そ
う
な
「
む

ら
の
宝
」
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
異
文

化
圏
か
ら
旅
行
者
を
招
く
と
価
値
の
再
評

価
が
起
こ
り
、
大
い
な
る
未
来
へ
の
宝
と

し
て
輝
き
始
め
た
。

高
千
穂
は
観
光
の
ま
ち
で
も
あ
る
。
私

は
産
業
や
文
化
の
中
に
観
光
の
可
能
性
を

も
っ
と
大
き
く
広
げ
、
人
々
が
生
き
生
き

と
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と

思
う
。

若
者
と
共
に
農
山
村
の
未
来
づ
く
り

―
特
産
品
・
旅
の
魅
力
づ
く
り
軸
に
―

むらの伝統文化「夜神楽」を観覧するヨーロッパの人々

飯干氏が代表を務める「高千穂ムラたび」の集合写真

外国にも出かけて販路を広げる

●

飯
干
　
淳
志

個
人
表
彰

宮
崎
県
高
千
穂
町

飯
干
　
淳
志
氏
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今
回
で
３
回
目
と
な
る
「
地
方
創
生
実

践
塾 

㏌ 

海
士
」。
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
日

常
を
誇
れ
る
幸
せ
な
地
域
づ
く
り
へ
〜

「
な
い
も
の
は
な
い
」
海
士
町
か
ら
繋つ

な

げ

る
『
わ
た
し
た
ち
』
の
実
践
」
だ
が
、
今

回
は
海
士
町
の
挑
戦
そ
の
も
の
を
学
ぶ
と

い
う
よ
り
は
、
そ
の
裏
側
に
あ
る
苦
労
話

や
失
敗
談
な
ど
日
常
で
の
小
さ
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
（
小
ネ
タ
）
に
触
れ
つ
つ
、
そ
う

し
た
積
み
重
ね
が
今
の
挑
戦
や
実
践
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る

よ
う
な
研
修
の
あ
り
方
を
考
え
た
。

産
業
振
興
策
や
教
育
魅
力
化
な
ど
、
海

士
町
の
挑
戦
事
例
（
大
ネ
タ
）
を
紹
介
す

る
だ
け
だ
と
、「
海
士
町
だ
か
ら
で
き
た

こ
と
で
自
分
た
ち
に
は
無
理
」
と
い
う
感

想
に
な
り
が
ち
と
な
る
。
大
ネ
タ
の
裏
側

に
あ
る
小
ネ
タ
を
探
っ
て
い
く
こ
と
で
、

「
海
士
町
で
も
同
じ
な
ん
だ
」
と
、
受
講

生
の
共
感
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
、
受
講

生
自
ら
の
実
践
に
も
繋
げ
て
い
け
る
よ
う

工
夫
を
凝
ら
し
た
。

̍
೔
໨
લ
൒
⽅ 
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࢜
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·
ͪ
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研
修
１
日
目
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
時
間

と
い
う
こ
と
で
、
以
下
の
二
つ
の
講
義
を

行
っ
た
。

講
義
１
「
意
志
あ
る
未
来
に
向
か
っ
て　

〜
な
い
も
の
は
な
い
離
島
か
ら
の
挑
戦
〜
」　

講
義
２「
海
士
町
の
Ｋ
Ｎ
Ｔ（
小
ネ
タ
）」

講
義
１
で
は
、
筆
者
が
海
士
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
一
通
り
説
明
し
、
海
士
町
で
の

基
本
的
な
考
え
方
を
共
有
し
た
。
町
の
財

政
難
を
立
て
直
す
た
め
、
役
場
職
員
の
給

料
カ
ッ
ト
を
含
め
た
行
財
政
改
革
の
断
行

や
、
島
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振

興
策
の
推
進
、
廃
校
の
危
機
か
ら
復
活
を

果
た
し
た
隠
岐
島
前
高
校
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
大
ネ
タ
を
紹

介
し
な
が
ら
、
そ
の
裏
側
に
は
島
民
が
弱

み
だ
と
思
っ
て
い
る
地
域
課
題
や
日
常
を

見
つ
め
直
し
、
外
部
と
の
交
流
に
よ
り
そ

の
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
む
し
ろ
強
み
に

変
え
て
い
く
と
い
う
「
発
想
の
転
換
」
を

行
い
な
が
ら
進
め
て
き
た
こ
と
を
話
し
た
。

講
義
２
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
海
士
町

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
高
田
健
二
氏
に
、
海

士
町
の
挑
戦
の
裏
側
に
あ
る
小
ネ
タ
を

テ
ー
マ
に
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。
高
田
氏

と
親
交
の
深
い
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

所
の
玄
田
有
史
教
授
が
提
唱
す
る
「
Ｋ
Ｎ

Ｔ
理
論
」
で
は
、
人
が
減
っ
て
も
す
ぐ
に

は
地
域
は
衰
退
し
な
い
が
、
小
ネ
タ
が
尽

き
る
と
地
域
は
す
ぐ
に
衰
退
す
る
の
だ
と

い
う
。
高
田
氏
な
ら
で
は
の
視
点
で
海
士

町
に
見
ら
れ
る
小
ネ
タ
を
紹
介
し
な
が

ら
、
そ
う
し
た
小
ネ
タ
を
う
ま
く
原
動
力

に
し
な
が
ら
挑
戦
を
重
ね
る
海
士
町
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

講
義
後
は
大
江
和
彦
海
士
町
長
に
も

入
っ
て
も
ら
い
、
受
講
生
か
ら
の
質
問
な

ど
を
受
け
て
意
見
交
換
し
た
。

「
海
士
町
で
は
い
ろ
い
ろ
な
挑
戦
が
な

ぜ
で
き
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
若
者
た
ち
と
膝
を
突
き
合
わ
せ

な
が
ら
日
常
的
に
話
を
し
た
り
相
談
に

乗
っ
た
り
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
挑
戦
や
次
の
若
者
の
移
住
な
ど
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
大
江
町
長
の
話
や
、

職
場
の
先
輩
や
意
欲
あ
る
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の

影
響
を
受
け
る
中
で
志
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
段
々
と
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
筆

者
の
話
を
通
じ
て
、
海
士
町
に
ゴ
リ
ゴ
リ

の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
た
受
講
生
に

「
自
分
た
ち
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
ん
だ
な
」

と
思
っ
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
。

̍
೔
໨
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町
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
車
で

町
内
を
巡
り
な
が
ら
住
民
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
最
初
に
伺
っ
た
の

は
、
後
鳥
羽
上
皇
を
お
祀
り
す
る
隠
岐
神

社
に
て
禰ね

宜ぎ

を
務
め
る
村
尾
茂
樹
氏
。

２
０
２
１
年
は
後
鳥
羽
上
皇
が
島
に
配
流

さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
８
０
０
年
と
い
う

記
念
の
年
で
あ
り
、
そ
れ
を
祝
う
顕
彰
事

業
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

計
画
を
進
め
る
中
で
次
代
を
見
据
え
島
の

伝
統
文
化
の
継
承
に
お
け
る
自
分
の
立
ち

位
置
を
意
識
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

次
い
で
、
十
数
年
前
に
群
馬
県
か
ら
移

住
し
て
き
た
宮
崎
雅
也
氏
。
海
士
町
と
一

体
と
な
っ
て
挑
戦
し
た
干
し
ナ
マ
コ
加
工

事
業
の
裏
話
の
ほ
か
、
長
年
か
け
て
日
常

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
自
然
農
法
の
魅

力
・
可
能
性
、
さ
ら
に
島
で
暮
ら
す
こ
と

の
豊
か
さ
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

最
後
に
伺
っ
た
の
は
、
数
年
前
に
栃
木

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
11
月
28
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）
に

島
根
県
海
士
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
で
海
士
町
人
づ
く
り

特
命
担
当
課
長
の
濱
中
香
理
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

 

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

日
常
を
誇
れ
る
幸
せ
な
地
域
づ
く
り
へ

―
「
な
い
も
の
は
な
い
」

 
海
士
町
か
ら
繋
げ
る
「
わ
た
し
た
ち
」
の
実
践
―

地
方
創
生
実
践
塾

島
根
県
海
士
町

●

島
根
県
海
士
町
人
づ
く
り
特
命
担
当
課
長

濱
中
　
香
理
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県
か
ら
移
住
し
て
き
た
佐
藤
賢
一
氏
と
、

東
京
都
か
ら
移
住
し
て
ま
だ
半
年
の
大
村

浩
之
氏
。
海
士
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
地

域
デ
ー
タ
の
可
視
化
を
目
指
す
「
海
士
町

版
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
開
発
事
業
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
実
際
に
島
に
移
住
し
集
落
に

住
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
課
題
や
そ
の
可
視
化

に
必
要
な
デ
ー
タ
整
理
の
方
法
な
ど
が
見

え
て
き
て
、
そ
れ
が
今
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に

非
常
に
役
立
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

４
人
の
話
に
共
通
す
る
の
は
、
今
の
取

り
組
み
は
一
朝
一
夕
に
で
き
た
も
の
で
は

な
く
、
日
々
の
積
み
重
ね
か
ら
日
常
的
に

見
え
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
真
摯
に
取
り

組
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
そ
の
間
に
島
に
対

す
る
誇
り
や
愛
着
も
醸
成
さ
れ
て
き
た
と

い
う
と
こ
ろ
だ
。
そ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
語
る
住
民
の
生
き
生
き
し
た
姿
に
受
講

生
た
ち
も
刺
激
を
受
け
て
い
た
。
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研
修
２
日
目
の
前
半
は
、
海
士
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
４
期
16
年
も
の
間
先
導
し
て

き
た
前
海
士
町
長
の
山
内
道
雄
氏
と
そ
の

当
時
の
副
町
長
を
務
め
た
澤
田
恭
一
氏
を

招
い
て
対
談
を
行
っ
た
。

山
内
氏
か
ら
は
、
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
覚
悟
や
、
就
任
当
時
か
ら
給
料
カ
ッ

ト
や
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
断
行
し
た

苦
労
話
、
移
住
政
策
や
年
功
序
列
廃
止
に

対
す
る
考
え
方
、
次
世
代
へ
の
期
待
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
副
町
長
と
し
て
そ
れ
を

ず
っ
と
陰
で
支
え
て
き
た
澤
田
氏
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
裏

方
に
徹
し
な
が
ら
山
内
氏
を
日
常
的
に
支

え
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
澤
田
氏
の
話
を

聞
く
機
会
は
と
て
も
貴
重
で
あ
り
、
山
内

氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
る
澤
田
氏

の
存
在
の
大
き
さ
に
、
筆
者
自
身
も
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

「
大
き
な
挑
戦
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
け

ど
、
与
え
ら
れ
た
普
段
の
仕
事
の
中
で
で

き
る
こ
と
を
や
っ
た
ら
良
い
と
も
思
う
」
と

い
う
澤
田
氏
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
、

そ
れ
に
救
わ
れ
た
受
講
生
も
い
た
よ
う
だ
。
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೔
໨
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対
談
の
後
は
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
２
日
間
の
研
修

を
振
り
返
っ
た
。
研
修
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
が
感
じ
た
こ
と
を
チ
ー
ム
で
共
有
し
、

最
後
に
「
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
」
を

実
現
す
る
た
め
の
決
意
を
そ
れ
ぞ
れ
が

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
し
て
紙
に
書
き
、
そ

の
想
い
を
語
り
合
っ
た
。

受
講
生
に
は
、
ぜ
ひ
海
士
町
で
得
た
学

び
を
大
切
に
し
つ
つ
、
自
分
の
町
や
地
域

な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
小
ネ
タ
と
し
て

活
か
し
な
が
ら
、
挑
戦
に
つ
な
が
る
原
動

力
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

地方創生実践塾（島根県海士町）の概要

テーマ： 日常を誇れる幸せな地域づくりへ 
～「ないものはない」 海士町から繋げる 「わたしたち」の実践～

主任講師：海士町人づくり特命担当課長　濱中 香理 氏

１日目　11月 28日（土）
講義Ⅰ「意思ある未来に向かって ないものはない離島からの挑戦」
主任講師：濱中 香理 氏

講義Ⅱ「海士町のKNT（小ネタ）」
特別講師：海士町グローカルフロンティア大使　高田 健二 氏

グループワーク「質問や意見の共有」
質疑応答及びトークセッション
主任講師：濱中 香理 氏
特別講師：海士町長　大江 和彦 氏
特別講師：海士町グローカルフロンティア大使　高田 健二 氏

フィールドワーク「海士町の小ネタに出会う旅」
特別講師：海士町議会議員・隠岐神社禰宜　村尾 茂樹 氏
特別講師：株式会社たじまや代表取締役　宮崎 雅也 氏
特別講師： 隠岐國商工会事務局長　佐藤 賢一 氏　ほか

グループワーク「フィールドワークのまとめ」

２日目　11月 29日（日）
対談「2002 年から 4期 16 年、山内・澤田町政の小ネタ」
特別講師：前町長　山内 道雄 氏
特別講師：前副町長　澤田 恭一 氏

グループワーク「2日間のまとめ」

参加者の集合写真（「やりたいこと」のキーワードを胸に）

海士町の山内前町長（中央）と澤田前副町長（右）の対談
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⑴
邑
南
町
の
概
要

島
根
県
邑
南
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
令
和
２
年
12
月
31
日
現

在
の
人
口
は
１
万
３
６
０
人
、
高
齢
化
率

は
44
・６
％
で
あ
る
。
他
方
、「
Ａ
級
グ
ル

メ
構
想
」
や
「
日
本
一
の
子
育
て
村
構
想
」

と
い
っ
た
定
住
推
進
政
策
に
先
駆
的
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
に
は
人

口
の
社
会
増
に
転
じ
た
町
で
も
あ
る
。

邑
南
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
と
、
平
成
16
年
ご
ろ
か
ら
「
夢
づ
く

り
プ
ラ
ン
策
定
事
業
」
や
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
事
業
」
な
ど
、
集
落
や
自
治

会
と
い
っ
た
地
域
レ
ベ
ル
で
の
活
動
を
推

進
し
、
今
に
つ
な
が
る
事
業
が
展
開
さ
れ

て
き
た
。

⑵
邑
南
町
地
区
別
戦
略
と
は

邑
南
町
で
は
平
成
27
年
に
「
邑
南
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
た
。
さ
ら
に
、
12
の
公
民
館
区
ご

と
に
住
民
主
体
で「
地
区
別
戦
略
」（
以
下
、

「
ち
く
せ
ん
」）
を
策
定
し
て
も
ら
い
、
行

政
計
画
と
し
て
の
総
合
戦
略
の
中
に
取
り

込
ん
だ
。
こ
の
「
ち
く
せ
ん
」
が
邑
南
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

な
お
、
ち
く
せ
ん
で
計
画
し
た
事
業
は

平
成
28
〜
令
和
元
年
の
４
年
間
、「
地
区

別
戦
略
実
現
事
業
」
と
し
て
、
各
地
区
に

毎
年
最
大
３
０
０
万
円
の
補
助
を
実
施

し
、
地
区
が
主
体
的
に
描
い
た
戦
略
の
実

現
を
後
押
し
し
た
（
図
参
照
）。

そ
の
成
果
と
し
て
、
地
域
で
は
多
様
な

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
経
済
事
業
、
観
光

交
流
事
業
に
注
力
し
て
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
た
取
り
組
み
や
、
住

民
の
満
足
度
を
高
め
る
こ

と
に
重
要
性
を
感
じ
て
福

祉
や
子
育
て
に
関
す
る
取

り
組
み
も
あ
る
。中
に
は
、

住
民
主
体
で
検
討
し
て
法

人
を
設
立
し
た
地
区
も
あ

る
。も

う
一
点
の
特
徴
と
し

て
は
、
本
事
業
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
中
間
支
援

組
織
に
よ
る
伴
走
支
援
を

導
入
し
た
点
が
あ
る
。

࣮
ફ
क़
Ͱ
の
ֶ
ͼ

⑴
実
践
塾
の
概
要

「
令
和
２
年
度
地
方
創

生
実
践
塾
㏌ 

島
根
県
邑

南
町
〜
12
の
地
域
力
で
描

く
地
方
創
生
〜
」
と
題
し

て
実
施
し
た
。

邑
南
町
に
お
け
る
地
区
別
戦
略
を
柱
と

し
て
、
地
域
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
幅

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
中
山
間

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
を
知
り
尽
く

し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
域
分
析
の
重
要

性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
持
続
可
能
な
地
域

社
会
総
合
研
究
所
長
の
藤
山
浩
氏
に
基
調

講
演
を
依
頼
し
た
。
こ
の
他
、
行
政
と
し

て
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

邑
南
町
地
域
み
ら
い
課
の
田
村
哲
課
長
と

同
商
工
観
光
課
の
寺
本
英
仁
課
長
の
講
義

を
組
み
込
ん
だ
。
ま
た
、
ち
く
せ
ん
の
現

場
を
よ
り
多
く
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
４
地
区
の
協
力
を
得
て

事
例
報
告
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
た
。

⑵�

実
践
塾
の
内
容

【
１
日
目
】

ま
ず
藤
山
氏
が
「
地
域
診
断
か
ら
始
ま

る
人
口
と
所
得
の
取
戻
し
戦
略
」
と
題
し

て
講
演
し
、
そ
の
後
に
邑
南
町
の
田
村
、

寺
本
両
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
「
日
本
一
の
子

育
て
村
構
想
」「
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想
」
に

つ
い
て
講
義
し
た
。

藤
山
氏
か
ら
は
、
人
口
と
所
得
の
取
り

戻
し
戦
略
に
つ
い
て
、
近
年
、
都
市
か
ら 図　地区別戦略実現事業

地
方
創
生
実
践
塾

島
根
県
邑
南
町

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に「
地

方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
12
月
４
日
（
金
）
〜
５
日
（
土
）
に
島
根

県
邑
南
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
で
小
さ
な
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
所
監
事
の
白
石
絢
也
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。 

 

（
地
域
創
生
グ
ル
ー
プ
）

「
ち
く
せ
ん
」
に
よ
る

 

地
域
自
治
力
の
向
上

―
住
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
現
場
を
訪
れ
る
―●

一
般
社
団
法
人
小
さ
な
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
所
監
事

白
石
　
絢
也
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地
方
へ
の
人
口
還
流
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
継
続
的
な
取
り
組
み
の
た

め
に
は
地
域
診
断
に
よ
る
現
状
の
把
握
と

分
析
が
大
事
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

田
村
、
寺
本
両
課
長
は
社
会
増
を
達
成

し
た
定
住
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
。
田
村
課
長
は
日
本
一
の
子
育
て
村
構

想
、
地
区
別
戦
略
な
ど
で
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
、
寺
本
課
長
は
ス
ー
パ
ー
公
務

員
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
多
く
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
町

の
取
り
組
み
基
盤
を
作
っ
て
来
た
の
が
こ

の
２
人
で
あ
る
。

１
日
目
の
最
後
に
は
、
ち
く
せ
ん
実
施

地
域
か
ら
日
貫
地
区
の
德
田
秀
嗣
氏
と
田

所
地
区
の
岩
本
和
敏
氏
が
事
例
報
告
し
、

そ
の
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

４
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
が

両
地
区
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
て
改
善

案
を
提
案
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
地

区
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
報
告
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
で
、
よ
り
能
動

的
に
参
加
し
て
具
体
的
な
改
善
策
を
考
え

て
も
ら
う
実
践
的
な
ワ
ー
ク
を
目
指
し

た
。
当
日
は
時
間
が
足
ら
ず
、
消
化
不
良

だ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
各

グ
ル
ー
プ
と
も
積
極
的
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
問
題
を
掘

り
下
げ
て
い
た
。

発
表
で
は
、
地
区
の
中
に
は

な
か
っ
た
観
点
か
ら
現
状
を
分

析
し
、
新
た
な
提
案
を
し
た
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
、
事
例
報
告
し

た
２
地
区
に
と
っ
て
も
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。
両
地
区
は

後
日
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
得

ら
れ
た
提
案
を
他
の
メ
ン
バ
ー

と
も
共
有
し
、
今
後
の
活
動
の

参
考
に
し
て
い
た
。

【
２
日
目
】

２
日
目
は
口
羽
地
区
に
会
場

を
移
し
、
同
地
区
の
小
田
博
之

氏
が
「
も
う
一
つ
の
役
場
・
集

落
支
援
セ
ン
タ
ー
構
想
の
発
展

と
現
状
」
と
題
し
て
講
義
し
た
。

小
田
氏
は
、
平
成
19
年
ご
ろ
か

ら
「
も
う
一
つ
の
役
場
」
と
し
て
集
落
支

援
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
て
お

り
、
拠
点
と
し
て
い
る
口
羽
地
区
で
は
Ｌ

Ｌ
Ｐ
（
有
限
責
任
事
業
組
合
）
を
設
立
し
、

10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
そ
の
具
体
化
を
推

し
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
に
高
齢
世
帯

を
中
心
と
し
た
調
査
で
ニ
ー
ズ
の
把
握
を

行
い
、
課
題
解
決
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

構
築
し
、
収
益
性
を
確
保
し
た
体
制
を
実

現
し
て
い
る
。
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
は
、

後
継
者
と
な
る
次
世
代
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
担
う
人
材
の
確
保
で
あ
る
と
の
話
が

あ
っ
た
。

講
義
の
後
に
は
、
口
羽
地
区
、
阿
須
那

地
区
、
田
所
地
区
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
。
口
羽
、
阿
須
那
両
地
区
は
島
根

県
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
の

生
活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
の
現
場
担
当
で
あ
る
平
龍

氏
に
地
域
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
た
。
田
所
地
区
で
は
、

ち
く
せ
ん
か
ら
生
ま
れ
た
新

商
品
「
お
お
な
ん
カ
レ
ー
」

を
提
供
し
て
い
る
道
の
駅

「
瑞
穂
」
な
ど
を
視
察
し
た
。

最
後
に
田
所
公
民
館
で
全

日
程
を
振
り
返
っ
て
の
感
想

な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ

た
。
途
中
の
講
義
な
ど
も
含

め
て
活
発
な
質
問
が
あ
り
、

満
足
し
て
も
ら
え
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

͓
Θ
り
ʹ

ち
く
せ
ん
は
、「
地
域
自
治
力
」
を
高

め
る
効
果
が
高
い
事
業
で
あ
る
と
考
え

る
。
町
の
総
合
戦
略
の
一
部
を
地
区
別
戦

略
と
し
て
地
域
に
投
げ
か
け
、
地
域
は
自

分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
将
来
を
考
え
、

必
要
な
事
業
を
組
み
立
て
る
。
事
業
を
実

践
す
る
中
で
小
さ
な
成
功
を
得
た
り
、
新

た
な
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
た
び

に
、
ま
た
考
え
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
ま

さ
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

住
民
の
主
体
性
や
地
域
自
治
力
を
高
め

た
い
と
考
え
る
市
町
村
の
担
当
は
邑
南
町

の
「
地
区
別
戦
略
」
を
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

地方創生実践塾（島根県邑南町）の概要

テーマ：「12の地域力で描く地方創生」

主任講師：小さな拠点ネットワーク研究所監事　白石 絢也 氏
１日目　12月４日（金）
主任講師イントロダクション「地区別戦略会議（ちくせん）の概要」
主任講師：白石 絢也 氏

基調講演「地域診断から始まる人口と所得の取戻し戦略」
講師：持続可能な地域社会総合研究所所長　藤山 浩 氏

講義「邑南町の攻めと守りのプログラム」
講師： 邑南町地域みらい課長　田村 哲 氏 

邑南町商工観光課町　寺本 英仁 氏
地区別戦略事例発表（田所・日貫地区）と
グループワーク「地区別戦略から生まれた経済事業」

２日目　12月５日（土）
講義「もう一つの役場・集落支援センター構想の発展と現状」
特別講師：小田 博之 氏（口羽地区）

フィールドワーク（口羽地区⇒阿須那地区⇒田所地区）
講評

田所地区でのフィードバックの様子
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講
ٛ
Ⅰ　

ܦ
࢈
ল
が
ߟ
え
る 

ߦ
੓
の
σ
δ
λ
ϧ
化

経
済
産
業
省
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長

の
吉
田
泰
己
氏
か
ら
、
企
業
な
ど
が
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
背
景
や
、

そ
れ
を
推
進
す
る
た
め
の
要
件
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
企
業
や
社
会
な
ど
既

存
制
度
を
変
革
し
て
い
く
Ｄ
Ｘ
は
、
住
民

に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
新
た

な
政
策
立
案
に
つ
な
が
り
ま
す
。し
か
し
、

単
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入
す
れ
ば
よ
い

わ
け
で
は
な
く
、
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
（
※
）
を

意
識
し
て
設
計
し
な
い
と
住
民
に
使
っ
て

も
ら
え
ず
、
デ
ー
タ
も
集
ま
り
ま
せ
ん
。

吉
田
氏
は
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
す
る

前
に
、職
員
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
（
考
え
方
）

の
変
革
が
重
要
」
と
述
べ
、
ま
ず
は
今
の

業
務
プ
ロ
セ
ス
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
人
た

ち
を
組
織
化
し
、
そ
の
人
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
組
織
を
変
え
て
い
く
よ
う
指
摘
。
さ

ら
に
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
企

業
と
も
つ
な
が
り
な
が
ら
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

（
※
）
Ｕ
Ｉ
はU

ser Interface

の
略
で
、ユ
ー
ザ
ー

と
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
接
触
面
の
こ
と
。
Ｕ
Ｘ
は

U
ser Experience

の
略
で
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
体
験
」
を
意
味
す
る

講
ٛ
Ⅱ　

こ
れ
か
ら
࢝
Ί
る 

ߦ
੓
の
σ
δ
λ
ϧ
վ
ֵ
Code for Japan

の
市
川
博
之
氏
が

登
壇
し
、
Ｄ
Ｘ
の
本
質
や
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

市
川
氏
は
、
Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

導
入
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
「
も
」
使
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を

図
る
考
え
方
・
方
法
論
で
あ
る
と
定
義
。

変
化
の
激
し
い
今
の
時
代
は
、
①
ス
ピ
ー

ド
感
②
利
用
者
目
線
③
前
例
な
き
社
会
―

の
３
点
を
意
識
し
て
改
善
を
続
け
、
デ
ー

タ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
Ｄ
Ｘ
ま
で
す
べ

て
の
過
程
で
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
を
用

い
、
課
題
や
状
況
に
合
わ
せ
て
変
化
し
対

応
で
き
る
自
治
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

ࣄ
ྫ
঺
հ
Ⅰ　

ฌ
ݿ
ݝ
Ճ
ݹ
઒
市 

�

講
師
・
多
田
功
情
報
政
策
課
副
課
長

加
古
川
市
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を

オ
ー
プ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
市
民

の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
お

り
、
そ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
「
Ｇ

20
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
都
市
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

多
田
氏
は
、
将
来
の
職
員
数
の
減
少
も

想
定
し
て
業
務
を
可
視
化
し
、
公
務
員
が

苦
手
な
「
業
務
を
無
く
す
、
減
ら
す
、
変

え
る
こ
と
」
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
話
し
ま
し
た
。

ࣄ
ྫ
঺
հ
Ⅱ　

੩
Ԭ
ݝ
ା
Ҫ
市 

講
師
・
小
柳
津
和
彦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
課
長

袋
井
市
で
は
、
日
本
の
高
齢
者
人
口
が

最
大
と
な
る
２
０
４
０
年
ご
ろ
を
起
点
に

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
課
題
を
整
理

し
、「
第
３
次
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
計
画・官
民
デ
ー

タ
活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
が
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
自
治

体
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
令
和
５

年
度
ま
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
デ
ー
タ
に
携
わ
れ

る
職
員
を
96
人
育
成
し
、
12
業
務
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
職
員
講
習
会
や
Ｂ
Ｐ
Ｒ
研
修
も

実
施
し
て
お
り
、
小
柳
津
氏
が
人
事
課
と

調
整
し
、
研
修
成
果
を
職
員
の
人
事
評
価

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ά
ϧ
ー
ϓ
ϫ
ー
ク

個
人
ワ
ー
ク
と
し
て
、
過
去
・
現
在
で

携
わ
っ
た
業
務
を
三
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
分

け
、
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
担
当
職
員
と
住
民

（
利
用
者
）
の
立
場
か
ら
要
求
や
不
満
を
洗

い
出
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ

内
で
発
表
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
評
で
は
、
吉
田
氏
か
ら
「
問
い
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
や
り
方
を
前

提
に
し
な
い
」、
市
川
氏
か
ら
は
「
最
善

は
変
化
す
る
の
で
、
常
に
何
が
最
善
か
を

考
え
る
」と
い
っ
た
提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
て
も
、
そ
の
結
果
、
利
用
者

の
行
動
変
容
が
起
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
の
で
、「
誰
に
」「
ど
う
し
て
ほ
し
い
の

か
」
を
し
っ
か
り
意
識
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局 

 

情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
長 

吉
田 

泰
己 

氏

Code for Japan

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、 

シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
ラ
ボ
代
表
理
事
、 

市
川
電
産
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

市
川 

博
之 

氏

加
古
川
市
企
画
部
情
報
政
策
課
副
課
長 

兼 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
ち
づ
く
り
担
当
副
課
長 

兼 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
生
活
支
援
課 

事
務
担
当
副
課
長 

多
田 

功 

氏

袋
井
市
企
画
財
政
部
Ｉ
Ｃ
Ｔ
政
策
課
長 

 

小
柳
津 

和
彦 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

地
域
創
生
グ
ル
ー
プ

 

●
戸
井 

大
輝
（
広
島
県
よ
り
派
遣
）

２
０
２
０
年
度
　
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
の
価
値
を
生
む
秘
訣
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
「
新

た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
28
日

に
「
こ
れ
か
ら
始
め
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
同
セ
ミ
ナ
ー
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
自
治
体
職
員
な
ど
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
め
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

〜【
人
が
や
る
】か
ら【
デ
ジ
タ
ル
で
で
き
る
】に
意
識
変
革
〜
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講
演
Ⅰ
「
リ
モ
ー
ト
」
が
変
え
る

～
地
域
活
性
化
の
新
し
い
形
～

総
務
省
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情

報
化
審
議
官
の
箕
浦
龍
一
氏
が
、
リ
モ
ー

ト
で
働
く
こ
と
は
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
も
た
ら
す
の
か
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
し
た
。

日
本
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に

比
べ
る
と
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
率
は
低
い

も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

も
あ
っ
て
リ
モ
ー
ト
で
働
く
人
が
増
え
て

い
る
と
指
摘
。
自
宅
に
限
ら
ず
カ
フ
ェ
や

新
幹
線
の
中
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
ど
こ
で
も
働
く
こ

と
が
で
き
、
最

近
で
は
旅
行
先

で
仕
事
を
す
る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
も
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
述

べ
、
リ
モ
ー
ト

で
働
く
環
境
を

企
業
と
自
治
体
が
協
力
し
て
整
え
て
い
る

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
に
よ
り「
人

の
シ
ェ
ア
」
が
し
や
す
く
な
る
と
し
、
外

部
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た
自
治
体
の

事
例
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

講
演
Ⅱ　

北
見
市
の
取
り
組
み

北
海
道
北
見
市
の
松
本
武
氏
が
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
地
域
創
生
に
取
り
組

む
北
見
市
の
施
策
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し

た
。北

見
市
は
、
北
見
工
業
大
学
の
学
生
と

Ｉ
Ｔ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
そ
れ

を
企
業
誘
致
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
若
者
の

流
出
を
抑
制
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
企
業
側
に
と
っ
て
新
卒
者
の
み
で
北

見
市
に
支
社
を
構
え
る
こ
と
は
困
難
だ
っ

た
た
め
、
東
京
の
本
社
で
数
年
間
経
験
を

積
ん
だ
あ
と
に
北
見
市
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
と
い
う
人
材
回
帰
モ
デ
ル
「
サ
ケ
モ

デ
ル
」
へ
と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

松
本
氏
は
、
サ
ケ
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
首
都
圏
の
仕
事
を
地
方
で
テ

レ
ワ
ー
ク
す
る「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」

を
推
進
し
た
と
こ
ろ
、
企
業
だ
け
で
は
な

く
首
都
圏
の
移
住
者
が
増
加
し
た
事
例
を

挙
げ
、
今
後
は
よ
り
個
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
見
市
は
現
在
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

数
社
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
新
た
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
産
業
の
創
出
を
図
っ
て
お
り
、
今
後

の
対
策
と
し
て
松
本
氏
は
、
社
員
が
北
見

市
に
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
補
助
制

度
の
拡
充
や
企
業
へ
の
働
き
か
け
を
し
て

い
く
と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

講
演
Ⅲ　

こ
れ
か
ら
の
働
き
方

ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
社
長
室
兼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
千
葉
憲
子
氏
が
、

自
身
の
経
験
を
交
え
て
こ
れ
か
ら
の
働
き

方
に
つ
い
て
講
演
。
千
葉
氏
は
、
前
の
会

社
で
育
休
か
ら
復
帰
し
た
と
き
に
「
労
働

時
間
＝
貢
献
度
」
と
い
う
社
風
に
疑
問
を

感
じ
、
副
業
・
起
業
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
可
能
な
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
に
転
職
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
人
や
モ
ノ
の

資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
場
所
・

人
・
モ
ノ
な
ど
を
共
有
し
て
活
用
す
る

「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
や
、
単

発
の
仕
事
を
そ
の
都
度
受
け
る
「
ギ
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
」
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必

要
だ
と
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
＆
質
疑
応
答

講
師
３
人
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
、

そ
の
後
に
受
講
者
か
ら
質
疑
応
答
が
あ
り

ま
し
た
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
特
に
印
象
に

残
っ
た
言
葉
は
、「
地
方
の
魅
力
よ
り
課

題
を
発
信
し
た
方
が
人
材
は
集
ま
る
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
地
域
・
社
会
貢
献
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
く
、
そ
の
人

た
ち
に
直
接
訴
え
か
け
た
方
が
協
力
を
得

ら
れ
や
す
い
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

地
方
か
ら
人
が
出
て
行
っ
て
し
ま
う
大

き
な
理
由
と
し
て
「
仕
事
が
な
い
」
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
こ

の
課
題
を
解
決
す
る
手
段
と
な
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面

も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る

企
業
が
多
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
企
業
に

と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
企
業
と
地
方
が

協
力
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま

し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

総
務
省
大
臣
官
房
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・

情
報
化
審
議
官 

箕
浦 

龍
一 

氏

北
海
道
北
見
市
商
工
観
光
部
工
業
振
興
課 

工
業
係
長 

松
本 

武 

氏

株
式
会
社
ガ
イ
ア
ッ
ク
ス
社
長
室 

兼 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

 

千
葉 

憲
子 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

人
口
・
地
域
経
済
研
究
室

 

●
浦 

達
也
（
富
山
県
氷
見
市
よ
り
派
遣
）

２
０
２
０
年
度
　
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
の
価
値
を
生
む
秘
訣
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
「
新

た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
20

日
に
「『
テ
レ
ワ
ー
ク
』
で
地
方
創
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
同
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ

ン
と
の
併
用
で
開
催
し
、
自
治
体
職
員
な
ど
57
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講師３人がトークセッション

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
で
地
方
創
生

〜
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
×
移
住
×
働
き
方
改
革
〜
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大
館
市
と
い
う
と
こ
ろ

秋
田
県
北
部
に
位
置
す
る
大
館
市
は
、

周
辺
に
世
界
遺
産
の
白
神
山
地
や
十
和
田

八
幡
平
国
立
公
園
な
ど
豊
か
な
自
然
が
広

が
り
、日
本
三
大
美
味
鶏
の「
比
内
地
鶏
」、

本
場
の
き
り
た
ん
ぽ
な
ど
食
材
や
食
文
化

が
豊
富
で
す
。

ま
た
、
大
館
市
は
和
犬
の
代
表
種
で
あ

る
秋
田
犬
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
映
画
「
ハ
チ
公

物
語
」
を
は
じ
め
と
し
て
何
度
も
映
画
や

ド
ラ
マ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
東
京
・
渋
谷

駅
前
の
銅
像
に
も
な
っ
て
い
る
秋
田
犬

「
忠
犬
ハ
チ
公
」
は
、
大
館
市
で
誕
生
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の
初
夏
に
日
本

で
も
公
開
予
定
の
日
露
国
際
共
同
製
作
の

話
題
映
画
「
ハ
チ
と
パ
ル
マ
の
物
語
」
で

は
、令
和
元
年
５
月
８
（
ハ
チ
）
日
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
秋
田
犬
の
里
」
や
秋
田
犬
会

館
な
ど
、
秋
田
犬
に
出
会
え
る
場
所
も
舞

台
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
多
く
の
観
光
客
が
、
本
場
の
き
り

た
ん
ぽ
の
味
や
秋
田
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
大
館
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

移
住
・
交
流
促
進
に
立
ち
上
が
る

人
口
７
万
人
ほ
ど
の
大
館
市
は
、
水
田

型
農
業
が
盛
ん
で
、
森
林
資
源
、
鉱
山
資

源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
が
、
過
疎
・
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
限
界
集
落
が
増
え
続

け
る
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
に
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支

援
事
業
を
活
用
し
、「
お
試
し
ス
テ
イ
＆
Ｓ

Ｎ
Ｓ
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
学
生
定

住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

お
試
し
ス
テ
イ
＆ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
試
し
ス
テ
イ
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
レ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
参
加
者
に
農
家
民
宿
の

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
を
通
じ
て
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
・
風

土
を
体
感
し
て
も
ら
い
、
ま
ず
は
大
館
市

の
フ
ァ
ン
に
、
そ
の
後
の
再
訪
、
そ
し
て

移
住
へ
と
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
宿
泊
体
験
者
に

つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
能
力

が
あ
る
人
を
対
象
に
募
集
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
農
家
民
宿
に
最
長
２
泊
し
、
民
宿

の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
ほ
っ
こ
り
す

る
秋
田
弁
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
昼
は
農
家

民
宿
の
周
り
に
あ
る
畑
や
田
園
風
景
を
眺

め
な
が
ら
散
策
し
た
り
、
農
業
を
手
伝
っ

た
り
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
な

温
も
り
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
夕
方

に
な
る
と
、
大
館
市
は
温
泉
が
豊
か
な
地

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、農
家
の
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
温
泉
に
行
き
、
そ
の

日
の
汗
や
疲
れ
を
流
す
な
ど
、
大
館
暮
ら

し
を
満
喫
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

温
泉
の
後
は
、
お
客
様
が
一
番
の
楽
し

み
に
し
て
い
る
夕
食
の
き
り
た
ん
ぽ
鍋
づ

く
り
で
す
。

秋
田
県
内
に
は
、
多
彩
な
食
文
化
が
地

域
に
根
付
い
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
も
き

り
た
ん
ぽ
鍋
は
秋
田
名
物
と
し
て
有
名
で

す
。そ
の
本
場
と
い
え
る
の
が
大
館
市
で
、

き
り
た
ん
ぽ
鍋
の
出
汁
や
具
材
に
欠
か
せ

な
い
比
内
地
鶏
は
、
大
館
市
が
日
本
一
の

産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ク
の
あ
る
お

本
場
の
き
り
た
ん
ぽ
で
ふ
れ
あ
い
交
流

―
フ
ァ
ン
づ
く
り
か
ら
移
住
促
進
へ
―

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策

の
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
定
住
・
交
流
推

進
支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実

施
す
る
、
都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。

今
回
、
令
和
元
年
度
に
同
事
業
を
活
用
し
た
秋
田
県
大
館
市
の
「
お
試
し
ス
テ
イ

＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
学
生
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、

大
館
市
ま
る
ご
と
体
験
推
進
協
議
会
の
石
垣
一
子
会
長
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

 

（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

移
住
・
定
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

（
秋
田
県
大
館
市
）

石
垣
　
一
子

大
館
市
ま
る
ご
と
体
験
推
進
協
議
会 

会
長
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い
し
い
比
内
地
鶏
を
使
っ
た
鍋
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
場
の
味
か
ら
地
域

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

大
館
市
な
ら
で
は
で
す
。

き
り
た
ん
ぽ
鍋
づ
く
り
は
、
ご
飯
を
つ

ぶ
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
炭
火
で
焼
き

上
げ
、
脂
の
の
っ
た
比
内
地
鶏
の
出
汁
で

仕
上
げ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
者
の
多
く

が
、
本
場
の
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
農
家
民
宿

の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
つ
く

る
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
滞
在
中
に
出
会
っ
た
秋
田

犬
、
地
域
散
策
中
に
目
に
し
た
風
景
な
ど

地
域
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
発
信
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
参
加
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

投
稿
を
見
た
人
が
、
新
た
に
大
館
市
に
興

味
を
持
ち
、
自
分
も
大
館
市
に
行
っ
て
み

た
い
と
申
し
込
ん
で
く
る
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
大
館
の
情
報
リ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、多
く
の
来
訪
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

学
生
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
生
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、

市
内
の
学
生
に
農
家
民
宿
を
通
じ
て
、
地

域
の
伝
統
・
文
化
・
風
土
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
こ
と
で
、

定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
は
、
市
内

の
小
学
校
高
学
年
の
生
徒
を
対
象
に
募
集

し
ま
し
た
。
農
家
民
宿
で
の
農
業
体
験
で

は
、
地
域
で
つ
く
ら
れ
る
農
産
品
を
知
る
と

と
も
に
、
食
の
礎
と
な
る
農
業
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
将
来
の
大
館
暮
ら
し
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、「
知
っ
て
る
？

大
館
の
し
ご
と
〜
お
も
し
ろ
カ
ン
パ
ニ
ー

〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
域
に
あ
る
職

業
、
そ
こ
で
働
く
人
々
の
仕
事
へ
の
情
熱

や
夢
な
ど
を
紹
介
す
る
時
間
も
取
り
入
れ

ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
企
業
紹
介
も

取
り
入
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
、
地
域
の
食
や
文
化
、

風
土
な
ど
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
き
た
な
か
で
、「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た

大
館
市
で
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て

も
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
か
な
え
る
た
め

の
仕
事
が
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
子
ど
も
が
多
い
よ
う
に
感
じ
た
か

ら
で
す
。
ま
ず
は
、
大
館
市
に
も
多
く
の

魅
力
的
な
企
業
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
大
館
市
へ
の
郷
土

愛
が
さ
ら
に
深
ま
る
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
農
家
民
宿
に
泊
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
、「
大
館
市
に
も
い
ろ
ん
な
会

社
が
あ
る
こ
と
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、

大
館
暮
ら
し
の
可
能
性
や
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
子
ど
も
た
ち
に
持
っ
て
も
ら
え
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
農
家
民
宿
で
の
受
け
入
れ

を
秋
田
県
内
な
ど
近
隣
に
限
定
し
て
行
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
お
試

し
ス
テ
イ
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
リ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
縁
と
し
て
つ
な
が
っ
た
お
客
様
か

ら
は
、「
ま
た
宿
泊
に
行
き
た
い
」
と
い
う

声
や
励
ま
し
の
メ
ー
ル
を
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
皆
様
と
笑
顔
で
再
会
で
き
る
よ
う

に
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
こ
の
時
間
を
使
い
、

非
接
触
式
検
温
器
や
ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス

ペ
ン
サ
ー
の
導
入
、
調
理
体
験
時
の
使
い

捨
て
手
袋
使
用
な
ど
、
安
心
し
て
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
「
地
域
づ
く
り
」
を
愛
読
さ
れ
、

こ
の
寄
稿
を
お
読
み
に
な
っ
た
皆
様
に
も
、

今
回
を
ご
縁
と
し
て
、
秋
田
県
に
大
館
市

と
い
う
地
域
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
ほ
っ

こ
り
と
し
た
時
間
の
な
か
で
「
第
２
の
ふ

る
さ
と
」
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
農
家

民
宿
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
収
束
し
た
際
に
は
、
き
り
た
ん
ぽ
の

本
場
で
あ
り
、
忠
犬
ハ
チ
公
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
大
館
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
館
の
陽
気
な
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
忠

犬
ハ
チ
公
の
よ
う
に
、
皆
様
の
お
越
し
を

待
っ
て
る
ワ
ン
♪

農家民宿での語らい

きりたんぽづくり

SNSリレープロジェクト　参加者の投稿
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六
ヶ
所
村
は
、
本
州
最
北
の
青
森
県
・
下
北
半
島
の
付
け
根
に

位
置
し
、
東
は
太
平
洋
、
南
は
小
川
原
湖
を
望
む
東
西
14
㌔
、
南

北
33
㌔
と
、
縦
長
の
形
を
し
た
人
口
約
１
万
３
０
０
人
の
自
然
豊

か
な
村
で
す
。

多
く
の
湖
沼
に
恵
ま
れ
、
川
や
沼
で
は
シ
ジ
ミ
漁
や
ワ
カ
サ
ギ

漁
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
村
の
中
央
に
位
置
す
る
尾お

駮ぶ
ち

沼
で
は
、
産

卵
の
た
め
淡
水
域
ま
で
遡そ

上じ
ょ
う

す
る
ニ
シ
ン
と
し
て
全
国
的
に
珍
し

い
「
尾
駮
ニ
シ
ン
」
が
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
ヶ
所
村
と
い
え
ば
、
原
子
力
発
電
所
で
使
用
さ
れ
た
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、再
び
燃
料
と
し
て
原
発
で
使
用
す
る「
原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」
の
立
地
す
る
自
治
体
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
原
子
力
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
村

は
我
が
国
の
第
１
号
と
な
る
「
国
家
石
油
備
蓄
基
地
」
の
ほ
か
、

大
型
風
力
発
電
や
大
規
模
太
陽
光
発
電
に
お
い
て
国
内
最
大
ク
ラ

ス
の
設
備
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
わ
れ
て
い
る
核
融
合
研
究
で

も
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
世
界
７
極
が
参
加
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
核
融
合
実
験
炉
「
イ
ー
タ
ー
」
の
補
完
・
支

援
活
動
を
行
う
研
究
拠
点
が
立
地
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
も
類

の
な
い
多
種
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
を
軸
と
し
た
産
業
展
開

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
自
治
体
同
様
に
人
口
減
少
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向

な
ど
を
大
幅
に
更
新
し
た
第
２
期
計
画
の
創
生
総
合
戦
略
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
２
期
創
生
総
合
戦
略
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

「
し
ご
と
」
を
つ
く
り
、
そ
の
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、

そ
し
て
「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
よ
う
な
好
循
環
を

確
立
し
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
な
か
で
、「
安
心
し
て

生
活
を
営
み
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
環
境
を
つ
く
り

出
す
」
こ
と
を
施
策
の
基
本
的
方
向
と
し
て
い
ま
す
。

施
策
は
、
人
生
の
節
目
と
な
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て

構
築
さ
れ
て
お
り
、
節
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
仕
事
（
に
就
く
）」

に
関
す
る
事
業
と
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
六
ヶ
所
村
は
も
と
よ
り
第
一
次
産
業
の
村
で
す
か
ら
、
農

家
の
担
い
手
育
成
や
就
農
の
し
や
す
さ
、
ま
た
、
農
労
働
の
軽
減

に
つ
い
て
は
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
全
国
各
地
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
村
と
し
て
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
公
的
基

準
局
を
設
置
・
運
営
す
る
と
と
も
に
、
自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
の

導
入
を
強
力
に
後
押
し
し
、
労
働
力
の
軽
減
、
労
働
時
間
の
短
縮

に
よ
り
耕
作
規
模
拡
大
を
図
る
な
ど
、
第
一
次
産
業
従
事
者
の
所

得
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
子
育
て
（
を
す
る
）」
の
節
目
に
対
し
て
は
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、「
子
育
て
応
援
タ
ク
シ
ー
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

村
は
前
述
の
と
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
や
研
究
開
発
施

設
な
ど
が
多
数
立
地
し
て
お
り
、
中
に
は
転
勤
等
の
関
係
で
慣
れ

な
い
雪
国
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
冬

道
の
自
動
車
運
転
は
、
雪
の
降
ら
な
い
地
域
の
方
に
は
想
像
も
で

き
な
い
ほ
ど
過
酷
な
も
の
で
す
。
子
ど
も
の
急
な
発
熱
や
体
調
不

良
、
ま
た
、
妊
婦
の
健
診
な
ど
の
際
に
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
雪
道
運
転
の
不
安
や
経
済
的
負
担
が
軽
減
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
安
心
し

て
暮
す
一
助
と
し
て
一
時
預
か
り
保
育
や
病
後
児
保
育
を
、ま
た
、

教
育
に
お
い
て
も
費
用
・
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

都
市
部
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
の「
関
係
人
口
づ
く
り
」

で
は
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー

ク
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
作
業
な
ど
が
体

験
で
き
る
「
お
試
し
移
住
」
も
実
施
し
、
移
住
希
望
者
の
移
住
先

と
し
て
の
認
知
度
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
は
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
共

通
の
課
題
で
あ
り
、村
の
創
生
総
合
戦
略
で
は
「
数
十
年
後
に
は
、

人
口
減
少
を
克
服
し
て
い
く
」
と
い
う
長
期
的
な
目
標
を
掲
げ
推

進
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
の
世
代
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
今
、
我
々
が
ど
れ

だ
け
の
「
危
機
感
」
を
持
っ
て
臨
め
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
施
策
や
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

青森県六ヶ所村長 戸田　衛

࿡ϲॴଜͷະདྷ૑ੜΛ໨ͯ͠ࢦ
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ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
へ
の
経
緯

群
馬
県
は
、
北
西
部
を
中
心
に
森
林
が

広
が
り
、
そ
の
面
積
が
県
土
の
３
分
の
２

を
占
め
る
関
東
一
の
「
森
林
県
」
で
す
。

森
林
は
災
害
の
防
止
な
ど
県
土
の
保
全

を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、
本
県
は
利
根
川
の

上
流
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
首
都
圏
の

水
が
め
と
し
て
も
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
の
多
く
は
利
用
適
期
に
あ
り

ま
す
が
、
充
実
し
た
資
源
の
有
効
活
用
と

高
齢
化
し
た
人
工
林
の
更
新
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

県
産
材
の
需
要
拡
大
と
新
た
な
需
要
を

創
出
す
る
た
め
に
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
て
の
世
代
に
木
材
を
積
極
的

に
利
用
し
て
も
ら
い
、
森
林
の
重
要
性
や

木
材
利
用
の
意
義
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
こ
で
、
群
馬
県
は
都
道

府
県
と
し
て
全
国
で
３
番
目
、

東
日
本
で
は
初
め
て
と
な
る

「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を

令
和
２
年
12
月
16
日
に
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
調
印
式
に
続

い
て
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の

多
田
千
尋
館
長
に
よ
る
記
念
講

演
会
も
開
催
し
ま
し
た
（
※
）。

（
※
）
調
印
式
お
よ
び
記
念
講

演
会
の
様
子
は
、
群
馬
県
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

「tsulunos

」
で
公
開
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

県
外
自
治
体
と
の
連
携
支
援
も

県
内
で
は
、
上
野
村
、
み
な
か
み
町
、

川
場
村
、
沼
田
市
の
４
市
町
村
が
ウ
ッ
ド

ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

渋
川
市
で
は
地
域
材
を
使
用
し
た
積
み
木

を
新
生
児
誕
生
祝
い
品
と
し
て
贈
呈
す
る

な
ど
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
35
市
町
村
の
う
ち
、
木
育
に
取
り

組
ん
で
い
る
市
町
村
は
山
間
部
が
中
心
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
の
半
数
は
森

林
が
少
な
い
平
野
部
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
宣
言
を
契
機
に
木
育
活
動
の
輪
を
平

野
部
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
県
内
の
市
町
村
全
て
に
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
を
は
じ
め
と
し
た
木
育
の
説
明
や

活
動
参
加
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
木
育
を
介
し
た
県
内
市
町
村
同

士
の
連
携
や
県
外
自
治
体
と
の
連
携
・

マ
ッ
チ
ン
グ
を
県
が
支
援
し
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
木
育
に
使
用
す
る
木
製
玩
具
等

や
そ
の
材
料
を
調
達
す
る
た
め
、
都
市
部

と
山
間
部
の
市
町
村
の
連
携
支
援
や
、
木

材
玩
具
等
製
造
業
者
と
県
内
市
町
村
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
木
育
や
木

材
利
用
に
関
す
る
市
町
村
の
情
報
交
換
会

も
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
内
市
町
村
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
東
京
圏
の
市
区
町
村
と
の
連
携

を
支
援
し
、
当
該
市
区
町
村
に
対
し
て
、

各
市
町
村
産
の
木
製
品
使
用
の
提
案
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

東
京
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
群
馬
県

産
材
を
使
用
し
た
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
、
親

し
み
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
そ
の
木
が
生
き

て
い
た
森
に
つ
い
て
も
学
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
森
林
・
林
業
学
習
ま
で
視
野
に
入

れ
た
木
育
を
市
町
村
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
の
利
活
用
を
推
進

県
の
木
材
利
用
施
策
は
針
葉
樹
を
中
心

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
の
森
林
面

積
の
約
半
分
は
広
葉
樹
で
あ
り
、
木
製
玩

具
に
は
広
葉
樹
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
広
葉
樹
の
利
活
用
に
も
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。　

本
県
の
広
葉
樹
は
、
か
つ
て
は
薪
や
炭

キ
ノ
コ
栽
培
の
ほ
だ
木
、
家
具
や
生
活
用

品
の
材
料
と
し
て
流
通
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
需
要
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
家
具
や
内
装
で
使
わ

れ
て
い
る
広
葉
樹
原
材
料
の
約
８
割
は
海

外
産
と
い
わ
れ
、
用
途
に
よ
っ
て
は
針
葉

樹
よ
り
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

こ
の
た
め
、
地
域
の
広
葉
樹
を
積
極
的

に
使
い
、地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
ほ
か
、

地
域
材
の
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
ま

す
。
ま
ず
広
葉
樹
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た

う
え
で
、
広
葉
樹
の
伐
採
・
搬
出
、
製
材

加
工
の
体
制
強
化
を
図
る
ほ
か
、
木
工
製

品
の
製
造
事
業
者
育
成
と
販
路
開
拓
を
支

援
し
ま
す
。

木
材
は
再
生
可
能
で
持
続
可
能
な
資
源

で
す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
き
っ
か

け
に
木
材
の
有
効
利
用
に
よ
る
循
環
型
社

会
の
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

深
町
　
尚
子

―
木
材
利
用
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
―

県
内
全
て
の
市
町
村
で
「
木
育
」
を

　
地
方
創
生
へ
〜
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

群
馬
県

群
馬
県
環
境
森
林
部
森
林
局
林
業
振
興
課

県
産
木
材
振
興
係
主
幹

ウッドスタート宣言調印式（山本一太知事＝右と多田千尋氏）
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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

1 巻頭エッセー／「超感染症社会」の実現に向けて 長崎幸太郎（山梨県知事）

特　ू ྩ࿨̎೥౓	;Δ͞ ͱͮ Γ͘大賞

表
紙

国
宝
瑞
巌
寺
の
臥
龍
梅

（
宮
城
県
松
島
町
）

宮
城
県
の
中
央
沿
岸
部
に
位
置
す
る
松
島
町
は
、

２
６
０
余
り
の
島
々
か
ら
な
る
松
島
湾
を
望
み
、
そ
の

絶
景
は
丹
後
の
天
橋
立
（
京
都
府
宮
津
市
）、
安
芸
の

宮
島
（
広
島
県
廿
日
市
市
）
と
並
び
、
陸む

奥つ

松
島
と
し

て
日
本
三
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
松
島
町
に
あ
る
国
宝
瑞ず

い

巌が
ん

寺じ

は
、
伊
達
政
宗
公

が
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
伊
達
家
の
菩
提

寺
で
、
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な
襖
絵
や
欄
間
の
彫
刻
な
ど
、
桃
山

美
術
を
現
在
に
伝
え
る
荘
厳
な
建
物
で
す
。
境
内
に
は

政
宗
公
が
朝
鮮
出
兵
の
際
に
持
ち
帰
り
、
瑞
巌
寺
の
上

棟
祝
い
に
お
手
植
え
し
た
と
伝
わ
る
紅
白
の
梅
が
あ
り

ま
す
。

地
上
を
這は

い
う
ね
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
す
樹
の
姿
が

「
臥ふ

せ
た
龍
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
臥が

龍り
ゅ
う

梅ば
い

」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
紅
白
と
も
に
八
重
咲
き
で
、
実
を

７
〜
８
個
鈴
な
り
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
、「
臥
龍
八
ツ

房
」
と
い
う
異
称
も
あ
り
ま
す
。

開
花
状
況
は
瑞
巌
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
瑞
巌
寺

（
０
２
２
‐
３
５
４
‐
２
０
２
３
）

（
写
真
提
供
＝
表
紙
は
瑞
巌
寺
、
左
は
松
島
観
光
協
会
）

２０２１- 3

美しく咲く臥龍梅

ྩ࿨̎೥౓ɹ;Δ͞ͱͮ͘Γ大賞 ２
　　　　　  最優秀賞に松場登美氏（島根県大田市）　―29の団体と個人の功績をたたえる―
最優秀賞〈１名〉 ˔দ৔�ొඒ�̡ࢯ ౡࠜݝେాࢢ ɹr4

優秀賞〈２団体〉 ಈ๏ਓஐ಄の৿こͦだち̡ࣷ׆೾ொɹ6ɹɹ˔ಛఆඇӦརࢵݝखؠ˔ ௗऔݝஐ಄ொ ɹr8

  団体表彰 ˔γΣΞϏϨοδɾϓϩδΣΫτ̡ ळాޒݝ৓໨ொ ɹr10
˔ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓ;るさと෱Ҫαϙʔτηϯλʔʲ෱Ҫݝඒ඿ொ ɹr11
˔݁いのཬɾໆ઒̡ ࣎լߴݝౡࢢ ɹr12ɹɹ˔むろとഇߍਫ଒̡ؗ ࢢށࣨݝ஌ߴ ɹr13

地方自治体表彰 ●௕໺ٕۀ޻ݝज़૯߹ηϯλʔɹ14ɹɹ●ಸྑݝੜۨࢢɹ15

個人表彰 ●ౡాݑ�Ұ�̡ࢯ ࢢட෕ݝۄ࡛ ɹr16ɹɹ●൧ׯ�३ࢯ̡�ࢤ ઍึொߴݝ࡚ٶ ɹr17

【特集編のみに掲載される表彰は以下の通り】

レΪϡϥーϦポート

首長の思い

六ヶ所村の未来創生を目指して
 戸田　衛（青森県六ヶ所村長）

地方創生へ―ウッドスタート宣言　群馬県
県内全ての市町村で「木育」を

深町尚子

地方創生実践塾　島根県海士町
日常を誇れる幸せな地域づくりへ 濱中香理

地方創生実践塾　島根県邑南町
「ちくせん」による地域自治力の向上 白石絢也
2020年度 地方創生セミナー
これから始める行政のデジタル変革
2020年度 地方創生セミナー
「テレワーク」で地方創生
移住・定住・交流推進支援事業　秋田県大館市
本場のきりたんぽでふれあい交流

石垣一子

18

20

22

23

24

26

27

� � άϥビア

 28 都道府県漫遊 【鳥取県】
表3手前みそですが… 【徳島県佐那河内村】

˔��ஂ ମදজɿಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓԞೖ੉ࣗવڀݚݯࢿޫ؍ձ【੨৿ेݝ࿨ాࢢ ɺrಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓૉ޿ࡐ৔【෱ౡݝ
ձ௡एদࢢ ɺrཅ໺;るさとిྗࣜגձ ࢢட෕ݝۄ࡛ࣾ】 ɺrಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓܳज़と༡ͼ૑଄ڠձ【౦ژ౎৽॓۠ ɺr
ࢢ৽ׁݝձࣾΧʔϒυον【৽ׁࣜג ɺrେ೔ͦ޲ばੑ׆Խ૊߹【௕໺ࢢా্ݝ ɺrαϫσΟʔࠤլ【ࠤլࠤݝլࢢ ɺrࡾ
Ҫࡾ஑୸߭ສా޵ϑΝϯ۞ָ෦【۽ຊߥݝඌࢢ ɺrながたにৼٞڠڵձ【େ෼ݝ๛ޙେ໺ࢢʳ
●஍ํ࣏ࣗମදজɿ๺ւಓ๺ཽொɺࡾॏݝいな΂ࢢɺಙౡݝඒ೾ொɺѪඤݝদࢢࢁ
●� ࢢඌࣣݝੴ઒】ࢯ�ຊ�ਐࢁਓදজɿݸ� ɺrप౻�መࢯ�【ౡࠜݝদࢢߐ ɺrݪࡾ�େ஌ߴ】ࢯ�஌ݝ௡໺ொ ɺr�
ʳࢢਢ࡚ݝ஌ߴ】ࢯ�ߒٛ�؛ࢁ

˔�঑ྭ৆ɿۚࢠ�୓༤ࢯ�【ळాݝ༝རຊ૳ࢢʳ

佐那河内村

徳
島
県

265

佐那河内村は徳島県の北東に位置し
ており、古くから農業を主要産業

とする美しい農村風景が残る村です。主
要な作物として、すだち、みかん、しい
たけ、菜の花に加え、ブランド作物であ
る「さくらももいちご」「大川原ネギ」
「達磨キウイフルーツ」「棚田米」などが
栽培されています。
豊かな自然として大川原高原のあじさ

いや徳円寺のしゃくなげなどの美しい花や、嵯峨峡のホタルや河鹿蛙といった都会にはい
ない生き物を見ることができます。
佐那河内村史によると、佐那河内村という名前の始まりは後一条天皇の治安年間である

1021～1024年であるとされていて、いよいよ村誕生から1000年という大きな節目を迎
えます。
明治以降一度も合併していない徳島県唯一の村であり、今もなお「講中」「常会」「名

中」と呼ばれる地域自治組織が継承されています。これらは佐那河内村の自治の礎であり、
地域の心と絆を紡ぐ独特の組織として大切にされています。

█嵯峨峡
嵯峨川の上流部にある峡谷。初夏
には放流されたアメゴや飛び交う
ホタルを楽しめます

█すだち
すだちは村の木でもあり、徳島県
の顔といえる特産品のひとつです。
美しい緑の外見から「緑の宝石」
とも呼ばれます

█河鹿蛙
万葉集にも登場する「フィー」
という牡鹿に似た美しい鳴き
声のカエル。村では嵯峨峡
周辺に生息します

█しゃくなげ
文政 7年に徳円上人により
開基した徳円寺では、5月上
旬の新緑の中、村の花であ
るシャクナゲが咲き誇ります

█さくらももいちご
さくらももいちごは、爽や
かで上品な甘みが特徴。初
競りでは10万円を超える高
値で取引されます

█半鐘
村の各地にあるシンボル的存在です。自分たちの安全は
自分たちで守るという自警の心を感じさせてくれます

█大川原高原
標高約 900㍍の大川原高原では、平地のあじさいが見頃を終えた 7月上旬に 3万株もの
あじさいが咲きみだれます

█棚田
棚田で作られた棚田米は、その昔
天皇に献上された非常に上質なお
米として有名です

1000年つづくむら
さなごうち
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全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
よ
せ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

（
総
務
省
主
催
）
の
令
和
２
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
、

１
月
21
日
に
発
表
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
た
の
は
、

島
根
県
大
田
市
の
松
場
登
美
氏
。
優
秀
賞
は
岩
手
県
紫

波
町
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎

（
鳥
取
県
智
頭
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
表
彰
式
の
開
催
は
中
止
と
な
っ

た
。令

和
２
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
各
受
賞
者
は

次
の
通
り
。最

優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
、「
群
言
堂
」
ブ
ラ
ン
ド

を
通
し
て
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り
の
良
さ
を

全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
た
若
者
の
移
住
を

呼
び
込
み
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
松
場
登
美
氏
が
受
賞

し
た
。

優
秀
賞

特
に
顕
著
な
業
績
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
▽
町
有
地

の
活
用
な
ど
行
政
課
題
に
公
民
連
携
手
法
を
取
り
入
れ

補
助
金
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
紫
波

町
▽
の
び
の
び
と
子
供
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
移
住

定
住
に
も
貢
献
し
、
か
つ
豊
か
な
森
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
先
進
的
な
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
―
に
優
秀
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

団
体
表
彰

地
方
を
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す

る
。
奥
入
瀬
・
十
和
田
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
自
然
そ
の

も
の
に
加
え
、
歴
史
や
人
物
と
い
っ
た
地
域
性
を
強
く

押
し
出
し
て
魅
力
を
発
信
、
人
材
育
成
や
誘
客
に
も
つ

な
げ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光

資
源
研
究
会
な
ど
13
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

国
内
唯
一
の
高
品
質
か
つ
国
産
ひ
ま
わ
り
油
の
製
品

化
を
実
現
し
、
町
内
全
世
帯
へ
の
配
布
を
通
し
た
健
康

面
へ
の
働
き
か
け
や
農
業
研
修
な
ど
の
移
住
定
住
施
策

実
施
に
よ
る
人
口
減
少
率
低
減
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
北
海
道
北
竜
町
な
ど
の
６
団
体
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を
選

出
し
て
い
る
。
令
和
２
年
10
月
で
２
９
２
回
を
数
え
る

「
み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
で
商
店
街
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
介
護
施
設
へ
の
出
張
販
売
や

買
い
物
代
行
ご
用
聞
き
な
ど
数
々
の
仕
掛
け
を
行
っ
た

島
田
憲
一
氏
ら
６
人
が
受
賞
し
た
。

奨
励
賞

今
後
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
授
与
さ

れ
る
。
地
域
独
自
の
特
産
品
創
出
に
成
功
、
定
着
さ
せ

（
当
時
高
級
品
で
あ
っ
た
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
」）、
事
業
を

通
し
て
過
疎
化
対
策
や
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
金
子
拓
雄
氏
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

最
優
秀
賞
に
松
場
登
美
氏（
島
根
県
大
田
市
）

―
29
の
団
体
と
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
―

フ
ラ
ン
ス
鴨
と

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
づ
く
り

―
高
級
食
材
が
地
域
の
特
産
品
に
―●

金
子

　拓
雄

東
由
利
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
長

由
利
本
荘
市
は
秋
田
県
の
南
部
に
位
置

し
、
秋
田
市
、
横
手
市
、
大
仙
市
に
次
ぐ

７
万
４
０
０
０
人
の
人
口
規
模
だ
が
、
私

の
住
む
東
由
利
地
域
（
旧
東
由
利
町
）
は
、

50
年
前
は
９
０
０
０
人
で
今
は
３
０
０
０

人
余
り
の
過
疎
地
域
だ
。

そ
ん
な
地
域
で
48
年
前
か
ら
複
合
経
営

を
実
践
し
、
32
年
前
か
ら
生
産
を
始
め
た

「
フ
ラ
ン
ス
鴨
」
が
、
お
中
元
や
お
歳
暮

に
加
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
も

好
評
を
頂
き
、
全
国
各
地
か
ら
の
注
文
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
で

ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

私
は
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
入
植
開
拓

者
の
２
世
と
し
て
就
農
し
、
養
豚
、
野
菜
、

稲
作
の
複
合
経
営
を
進
め
な
が
ら
、
平
成

元
年
か
ら
高
級
食
材
と
し
て
の
将
来
性
を

見
込
み
、
フ
ラ
ン
ス
鴨
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
独
自
の
飼
育
方
法
で
規
模
を

拡
大
し
、
薫
製
や
ス
ー
プ
、
つ
み
れ
、
ハ

ム
な
ど
の
製
品
開
発
に
成
功
し
、
食
鳥
処

理
場
の
建
設
な
ど
に
よ
る
自
家
処
理
を
実

現
さ
せ
た
。開
業
当
時
の
２
０
０
羽
か
ら
、

現
在
は
年
間
４
０
０
０
羽
を
生
産
す
る
ま

で
に
至
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き

た
平
成
６
年
か
ら
は
、
近
隣
市
町
と
の
交

流
な
ど
も
兼
ね
て
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
。
平
成
30
年
に

は
第
24
回
を
数
え
、
会
場
収
容
能
力
最
大

限
の
２
５
０
人
が
参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
近
隣
市

町
の
参
加
者
に
地
域
自
慢
の
特
産
品
を
持

ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
「
お
た
の
し

み
抽
選
会
」
で

景
品
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
参

加
者
の
大
き
な

楽
し
み
と
な

り
、
若
者
20
人

の
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
と
共
に
盛

り
上
げ
役
を
担

っ
た
。

事
情
に
よ
り

平
成
31
年
か
ら

休
止
し
て
い
る
が
、
周
囲
か
ら
再
開
を
望

む
声
も
上
が
り
、
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
も

見
据
え
な
が
ら
今
年
は
「
婚
活
カ
モ
ー
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

人
気
の
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験

私
が
農
業
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
交
流
人
口
の
増
大
と
食
育
の
実

践
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
は
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
平
成
16
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
定
番
の

イ
ベ
ン
ト
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
」

「
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
」
だ
が
、
雪

中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
は
人
気
が
高
く
、

２
０
０
人
の
定
員
に
対
し
て
３
０
０
人
近

い
申
し
込
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
が
地
元
で
は
な
く
近
隣
市
町
か
ら
の
参

加
で
あ
る
こ
と
が
、
交
流
人
口
の
増
大
と

い
う
目
的
を
か
な
え
、
イ
ベ
ン
ト
は
成
功

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

食
育
活
動
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
イ
ベ
ン

ト
と
並
行
し
て
保
育
園
児
や
児
童
に
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
枝
豆
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、
フ

ラ
ン
ス
鴨
の
ひ
な
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
も

組
み
入
れ
、
食
物
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
と
収
穫
の
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。

収
穫
体
験
の
あ
と
は
ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
フ
ラ
ン
ス
鴨
汁
、
お
に
ぎ
り
な

ど
、
自
家
製
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
存

分
に
振
る
舞
い
な
が
ら
、
取
り
立
て
の
新

鮮
な
食
感
を
味
わ
う
こ
と
で
農
産
物
、
農

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
、

自
分
な
り
に
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

過
疎
地
で
は
あ
る
が
、
自
然
の
力
を
利

用
し
、
遊
休
地
に
は
ソ
バ
や
菜
の
花
を
植

え
、
道
路
に
は
ス
イ
セ
ン
や
ア
ジ
サ
イ
を

植
え
、
常
に
人
が
喜
ぶ
こ
と
を
考
え
、
交

流
人
口
の
増
大
や
活
性
化
を
め
ざ
し
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
活
動
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
き
た
い
。

雪中キャベツ収穫体験の様子

フランス鴨の飼育場

奨
励
賞

秋
田
県
由
利
本
荘
市

金
子

　拓
雄
氏
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受賞団体・受賞者一覧
� （敬称略）

最優秀賞（内閣総理大臣賞）	 松
まつ

場
ば

　登
と

美
み

【島根県大
おお

田
だ

市
し

】
� 計１名

優秀賞（総務大臣表彰）	 岩手県紫
し

波
わ

町
ちょう

� 特定非営利活動法人智頭の森こそだち舎
しゃ

【鳥
とっ

取
とり

県
けん

智
ち

頭
づ

町
ちょう

】
� 計２団体

団体表彰（総務大臣表彰）	 特定非営利活動法人奥
お

入
いら

瀬
せ

自然観光資源研究会【青森県十
と

和
わ

田
だ

市
し

】
� シェアビレッジ・プロジェクト【秋田県五

ご

城
じょう

目
め

町
まち

】
� 特定非営利活動法人素材広場【福島県会

あい

津
づ

若
わか

松
まつ

市
し

】
� 陽

ひ

野
の

ふるさと電力株式会社【埼玉県秩
ちち

父
ぶ

市
し

】
� 特定非営利活動法人芸術と遊び創造協会【東京都新

しん

宿
じゅく

区
く

】
� 株式会社カーブドッチ【新潟県新

にい

潟
がた

市
し

】
� 特定非営利活動法人ふるさと福井サポートセンター【福井県美

み

浜
はま

町
ちょう

】
� 大

おお

日
ひ

向
なた

そば活性化組合【長野県上
うえ

田
だ

市
し

】
� 結いの里・椋

むく

川
がわ

【滋賀県高
たか

島
しま

市
し

】
� むろと廃校水族館【高知県室

むろ

戸
と

市
し

】
� サワディー佐賀【佐賀県佐

さ

賀
が

市
し

】
� 三

みつ

井
い

三
み

池
いけ

炭
たん

鉱
こう

万
まん

田
だ

坑
こう

ファン倶楽部【熊本県荒
あら

尾
お

市
し

】
� ながたに振興協議会【大分県豊

ぶん

後
ご

大
おお

野
の

市
し

】
� 計 13団体

地方自治体表彰（総務大臣表彰）� 北海道北
ほく

竜
りゅう

町
ちょう

� 長野県工業技術総合センター
� 三重県いなべ市
� 奈良県生

い

駒
こま

市
し

� 徳島県美
み

波
なみ

町
� 愛媛県松

まつ

山
やま

市
し

� 計６団体

個人表彰（総務大臣表彰）� 島
しま

田
だ

　憲
けん

一
いち

【埼玉県秩
ちち

父
ぶ

市
し

】
� 山

やま

本
もと

　　進
すすむ

【石川県七
なな

尾
お

市
し

】
� 周

す

藤
とう

　　實
みのる

【島根県松
まつ

江
え

市
し

】
� 三

み

原
はら

　大
だい

知
ち

【高知県津
つ

野
の

町
ちょう

】
� 山

やま

岸
ぎし

　義
よし

浩
ひろ

【高知県須
す

崎
さき

市
し

】
� 飯

いい

干
ほし

　淳
あつ

志
し

【宮崎県高
たか

千
ち

穂
ほ

町
ちょう

】
� 計６名

奨励賞（総務大臣表彰）� 金
かね

子
こ

　拓
たく

雄
お

【秋田県由
ゆ

利
り

本
ほん

荘
じょう

市
し

】
� 計１名

合計21団体、８名
※【　】内は、受賞者の所在地（住所地）又は表彰の対象となった活動の主な実施地域



大
丈
夫
、

こ
こ
な
ら
や
っ
て
い
け
る

今
か
ら
40
年
前
、
日
本
が
バ
ブ
ル
経
済

に
よ
る
好
景
気
に
向
か
っ
て
い
た
昭
和
56

年
の
春
、
一
家
で
夫
の
故
郷
で
あ
る
島
根

県
大
田
市
大
森
町
（
石
見
銀
山
）
に
帰
郷

し
た
。

今
で
こ
そ
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
指
定
を
受
け
、
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
も
の
の
、
帰
郷
当
時
の

町
は
廃
墟
と
化
し
て
い
た
。
ま
さ
に
閉
山

後
の
鉱
山
町
の
宿
命
を
背
負
っ
た
町
だ
っ

た
。
し
か
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い

里
山
、
歴
史
あ
る
古
い
町
並
み
の
た
た
ず

ま
い
は
魅
力
的
で
「
大
丈
夫
、
こ
こ
な
ら

や
っ
て
い
け
る
」
と
確
信
し
た
。

帰
郷
し
た
直
後
に
、
あ
る
人
か
ら
贈
ら

れ
た
言
葉
は
「
草
の
種
は
、
た
と
え
落
ち

た
と
こ
ろ
が
岩
の
上
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ

に
根
を
下
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
だ

っ
た
。
当
時
の
大
森
町
は
、〝
岩
の
上
〞

の
表
現
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
の
厳
し
い
情

景
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。し
か
し
、

心
持
ち
ひ
と
つ
で
、
た
と
え
岩
の
上
で
あ

っ
て
も
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
る
豊
か
な

土
壌
に
な
る
こ
と
に
、
数
年
後
気
付
か
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
化
51
％
・
経
済
49
％
と
い
う

考
え
方　

帰
郷
か
ら
８
年
後
、
店
を
つ
く
る
た
め

に
身
分
不
相
応
の
大
借
金
を
し
て
、
町
内

に
敷
地
が
二
百
数
十
坪
も
あ
る
古
民
家
を

手
に
入
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
も
通
ら
な
い
、
一
日

数
便
の
バ
ス
し
か
通
ら
な
い
過
疎
化
し
た

こ
の
町
に
店
を
つ
く
る
私
た
ち
は
、
当
時

は
奇
人
変
人
扱
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
に
は
何
の
迷
い
も
な
か
っ
た
。
こ
の

店
は
単
に
モ
ノ
を
売
る
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
人
の
出
会
い
の
場
に
し
た
い
、
私
た

ち
の
考
え
方
を
表
現
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

に
し
た
い
と
考
え
た
。

売
り
上
げ
ゼ
ロ
の
日
も
あ
っ
た
閑
散
と

し
た
店
に
、
夕
刻
と
も
な
る
と
周
辺
の
町

か
ら
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

が
集
う
よ
う
に
な
り
、
夢
を
語
り
合
い
大

森
の
町
を
舞
台
に
遊
び
始
め
た
。当
時「
町

お
こ
し
」
と
い
う
言
葉
が
全
国
的
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
不
思
議
と

こ
の
町
で
は
当
時
も
今
も
「
町
お
こ
し
」

だ
の
「
町
づ
く
り
」
だ
の
と
耳
に
す
る
こ

と
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
個
人
の
夢
を
み

ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
個
人
が
光
れ
ば

町
も
光
る
、
と
い
う
考
え
方
だ
。

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
当
時
、
私
た
ち
の

間
で
よ
く
口
に
し
た
言
葉
は
「
非
効
率
な

こ
と
を
大
切
に
し
よ
う
」
だ
っ
た
。
利
便

性
や
効
率
性
、
つ
ま
り
経
済
性
を
優
先
す

る
が
あ
ま
り
に
捨
て
ら
れ
る
も
の
に
こ

そ
、
地
方
に
お
い
て
は
価
値
が
あ
る
と
信

じ
て
い
た
。
経
済
を
優
先
す
る
こ
と
で
文

化
を
捨
て
る
と
、
結
果
地
域
の
魅
力
は
な

く
な
り
経
済
も
な
く
す
。
後
に
こ
の
考
え

方
は
、
文
化
51
％
・
経
済
49
％
と
い
う
喩た

と

え
と
な
っ
た
。
文
化
と
経
済
の
間
に
志
と

い
う
高
く
厚
い
壁
が
あ
れ
ば
、
経
済
が
文

化
を
侵
す
こ
と
は
な
い
と
い
う
考
え
方
で

あ
る
。

私
た
ち
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
群
言
堂
」

創
出
時
か
ら
、
日
本
の
各
産
地
の
職
人
さ

ん
と
一
緒
に
自
然
素
材
の
生
地
の
開
発
に

力
を
入
れ
て
き
た
。
縫
製
も
国
内
で
行
っ

て
い
る
。
経
済
成
長
を
優
先
し
て
、
海
外

で
の
大
量
生
産
、
過
剰
供
給
に
よ
る
大
量

破
棄
を
前
提
と
し
た
事
業
展
開
は
、
こ
れ

か
ら
の
人
類
に
と
っ
て
大
き
な
罪
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
私
た
ち
は
「
復
古

創
新
（
過
去
か
ら
本
質
を
理
解
し
、
未
来 大森の町並み

「
復
古
創
新
」
の
も
の
づ
く
り

―
持
続
可
能
な
社
会
の
環
境
価
値
を
発
信
―

●

松
場
　
登
美

石
見
銀
山
生
活
文
化
研
究
所
所
長

群
言
堂
デ
ザ
イ
ナ
ー

最
優
秀
賞

島
根
県
大
田
市

松
場
　
登
美
氏
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か
ら
の
視
点
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
創
造
す
る
）」

の
考
え
の
も
と
、
で
き
る
限
り
環
境
に
負

荷
を
か
け
な
い
も
の
づ
く
り
に
今
ま
で
以

上
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
切
に
し
た
い 

開
発
と
発
展
の
か
た
ち

石
見
銀
山
は
鉱
山
遺
跡
と
自
然
と
の
共

生
、
そ
し
て
そ
の
文
化
的
背
景
が
評
価
さ

れ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
銀
に
よ
る
経
済
意
義
よ
り
も
、
こ
の

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
感
慨
深
い
も

の
が
あ
る
。

鉱
山
と
し
て
は
近
代
化
に
乗
り
遅
れ
た

か
ら
こ
そ
、
自
然
と
共
生
で
き
た
。
そ
し

て
文
化
的
背
景
の
古
い
町
並
み
は
、
経
済

実
」
を
大
切
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
私
た

ち
の
「
価
値
観
」
を
深
く
掘
り
下
げ
る
過

程
で
、
会
社
が
存
在
す
る
意
味
や
役
割
、

使
命
を
問
い
続
け
て
き
た
。

現
在
、
大
森
町
で
働
く
社
員
約
65
人
の

う
ち
約
３
分
の
２
は
、
全
国
か
ら
の
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
者
で
あ
る
。
若
者
の
中
に
は
、

働
く
こ
と
は
単
に
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
を
目

的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
人
生
に

お
い
て
稼
ぐ
こ
と
以
上
の
有
意
義
な
こ
と

を
模
索
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
う
。

７
年
前
、
町
内
に
あ
る
大
森
さ
く
ら
保

育
園
の
園
児
数
は
２
人
ま
で
減
少
し
た

が
、
今
は
30
人
近
く
ま
で
増
え
た
。
人
口

４
０
０
人
の
町
に
奇
跡
的
と
も
い
え
る
変

化
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

発
展
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
残
っ
た
。
そ

れ
ら
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
開
発
や
発
展
の
仕
方
が
理
想
で
あ
る

か
を
発
信
で
き
る
世
界
遺
産
の
町
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
に
異
を
唱
え
た
イ

タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
が
世
界
的

な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
、
群
言

堂
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
産
業
、
大
森
は
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
都
市
の
世
界
標
準
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
」。
15
年
ほ
ど
前
に
、
東

京
大
学
教
授
だ
っ
た
西
村
幸
夫
氏
か
ら
頂

い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
を
励
み

に
私
た
ち
は
何
を
成
す
か
よ
り
、
い
か
に

生
き
る
か
を
大
切
に
し
て
き
た
。「
利
」

よ
り
も
「
信
」
を
、「
拡
大
」
よ
り
も
「
充

土
地
や
地
域
の
価
値
基
準
は
、
か
つ
て

は
経
済
価
値
で
計
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し

私
た
ち
は
、
環
境
価
値
、
景
観
価
値
、
感

動
価
値
で
計
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
会

社
の
利
益
は
地
元
の
環
境
や
景
観
保
全
に

極
力
投
じ
て
き
た
。

次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た
い 

暮
ら
し
へ
の
想
い

寛
政
元
年
創
建
の
武
家
屋
敷
を
再
生
し

て
つ
く
っ
た「
暮
ら
す
宿
　
他
郷
阿
部
家
」

に
お
泊
り
に
な
っ
た
ス
ー
・
ヒ
ャ
ン
・
チ

ョ
イ
（Soo-H

yang Choi

）
さ
ん
と
の

出
会
い
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
の
国
際

会
議
が
大
森
町
で
２
度
開
催
さ
れ
た
。
平

成
30
年
に
は
、
バ
ン
コ
ク
で
開
か
れ

た
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
会
議
で
事
例
発

表
の
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
機
会
に
も
恵

ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
の
事
業
の
在
り
方
や
大
森
町

で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在
り
方
に

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
大
き
な
学
び

と
な
っ
た
。

私
は
、
こ
の
町
に
大
き
な
希
望
を

持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
未
来
に
対

し
て
新
し
い
価
値
基
準
に
ふ
さ
わ
し

い
町
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

る
。
理
想
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
き
な
が
ら
、
日

本
型
の
持
続
可
能
な
社
会
の
環
境
価

値
を
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
町
か
ら
発

信
し
て
ゆ
き
た
い
。

他郷阿部家での夕食風景

石見銀山生活文化研究所 本社

石見銀山群言堂本店
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紫
波
町
は
岩
手
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
盛
岡

市
と
花
巻
市
の
中
間
に
位
置
す
る
人
口
約

３
万
３
０
０
０
人
の
町
で
す
。
盛
岡
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
宅
地
分
譲
が
進
ん

だ
こ
と
に
よ
る
社
会
増
と
、
農
村
地
帯
で

の
自
然
減
が
進
ん
で
い
ま
す
。

中
央
部
を
流
れ
る
北
上
川
沿
い
か
ら
奥

羽
山
脈
ま
で
の
西
部
に
か
け
て
は
豊
か
な

水
田
が
広
が
り
、
北
上
高
地
に
抱
か
れ
た

東
部
で
は
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
果
樹
栽
培

が
盛
ん
で
す
。
平
成
12
年
に
は
「
環
境
新

世
紀
未
来
宣
言
」
を
掲
げ
、
循
環
型
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
３
月
に
は
、
紫
波
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
「
公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
元
年
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

塩
漬
け
だ
っ
た
町
有
地
の
再
開
発

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
紫
波
中
央
駅
は
、
請
願

駅
と
し
て
平
成
10
年
３
月
に
開
業
し
ま
し

た
。
町
は
公
用
・
公
共
施
設
の
整
備
を
図

る
た
め
に
駅
前
の
土
地
10
・
７
㌶
を
28
億

５
０
０
０
万
円
で
取
得
し
ま
し
た
が
、
財

政
難
に
よ
り
約
10
年
に
わ
た
っ
て
塩
漬
け

状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
下
で
、
東
洋
大
学
大
学
院

で
公
民
連
携
を
学
ん
だ
岡
崎
正
信
氏
が
キ

ー
マ
ン
と
な
っ
て
市
場
調
査
を
実
施
し
、

町
が
１
０
０
回
に
わ
た
っ
て
重
ね
た
市
民

と
の
意
見
交
換
を
基
に
策
定
し
た
の
が

「
紫
波
町
公
民
連
携
基
本
計
画
」
で
す
。

開
発
理
念
を
「
都
市
と
農
村
の
暮
ら
し
を

愉
し
み
、
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
表
現
す
る
」
と
し
、
行
政
課
題

で
あ
っ
た
役
場
庁
舎
の
建
て
替
え
や
図
書

館
の
新
設
、
民
間
の
経
済
開
発
の
方
向
性

を
示
し
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
名
付
け
ら

れ
、
駅
前
の
町
有
地
整
備
は
民
間
に
委
ね

る
形
で
進
め
ま
し
た
。
オ
ガ
ー
ル
は
、「
成

長
」
を
意
味
す
る
方
言
「
お
が
る
」
と
フ

ラ
ン
ス
語
の
「
駅
」
を
か
け
合
わ
せ
、
町

が
持
続
的
に
成
長
す
る
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
６
月
に
自
治
体
出
資
法
人

「
オ
ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、

岡
崎
氏
が
事
業
部
長
に
就
任
。
町
と
協
定

を
締
結
し
、
最
も
適
切
な
担
い
手
が
事
業

推
進
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
し
、
地
域

経
営
的
な
視
点
か
ら
不
動
産
の
総
合
的
な

調
整
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
共
同
で
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

オ
ガ
ー
ル
紫
波
は
町
の
代
理
人
と
し
て

民
間
の
投
資
誘
導
を
図
る
と
と
も
に
、
デ

ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
担
い
ま

し
た
。
オ
ガ
ー
ル
・
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
設

置
し
、
都
市
計
画
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、

情
報
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
の
各
分
野
の
第
一

人
者
が
意
見
を
出
し
合
い
、
民
間
感
覚
に

よ
る
美
し
い
ま
ち
並
み
の
整
備
を
図
り
な

が
ら
エ
リ
ア
価
値
を
高
め
、
維
持
し
て
い

く
ル
ー
ル
を
決
め
た
の
で
す
。

稼
ぐ
イ
ン
フ
ラ
と
公
共
施
設

平
成
23
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
岩
手

県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り

に
、
図
書
館
と
産
直
な
ど
の
官
民
複
合
施

設
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
、
民
営
に
よ
る
バ
レ

官と民が共に議論するデザイン会議（平成 25 年 2月） オガールエリアの全景

公
民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

―
紫
波
中
央
駅
前
開
発
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」―

●

熊
谷
　
泉

岩
手
県
紫
波
町
長

優
秀
賞

岩
手
県
紫
波
町

岩
手
県
紫
波
町
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ー
ボ
ー
ル
専
用
ア
リ
ー
ナ
と
ホ
テ
ル
等
の

合
築
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
、
国
内
最

大
級
の
木
造
の
役
場
庁
舎
、
小
児
科
や
ベ

ー
カ
リ
ー
な
ど
が
入
居
す
る
オ
ガ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
、
そ
し
て
平
成
29
年
４
月
に
開
園

し
た
オ
ガ
ー
ル
保
育
園
と
、
約
９
年
を
か

け
て
公
用
・
公
共
施
設
と
民
間
施
設
の
立

地
に
よ
る
複
合
開
発
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

原
動
力
は
民
間
に
よ
る
投
資
で
あ
り
、

各
事
業
者
が
市
場
か
ら
資
金
を
調
達
し
、

身
の
丈
に
合
っ
た
仕
様
で
施
設
を
整
備

し
、
し
っ
か
り
と
稼
い
で
い
く
体
制
を
構

築
。
町
は
、
民
間
が
投
資
で
き
る
環
境
を

創
出
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
は
じ

め
、「
町
の
産
業
に
寄
与
す
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
集
客
装
置
の
役
割
を
果
た
す

図
書
館
や
憩
い
の
場
で
あ
る
オ
ガ
ー
ル
広

場
を
整
備
し
ま
し
た
。

エ
リ
ア
へ
の
来
場
者
は
毎
年
１
０
０
万

町
が
事
業
用
定
期
借
地
に
よ
る
土
地
活

用
の
事
業
提
案
を
募
り
、
日
本
初
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
専
用
体
育
館
と
１
５
７
人
収
容

可
能
な
ホ
テ
ル
を
中
心
と
す
る
複
合
施
設

が
、
民
間
提
案
と
し
て
事
業
化
さ
れ
ま
し

た
。提

案
者
で
あ
る
株
式
会
社
オ
ガ
ー
ル

は
、
ス
ポ
ー
ツ
市
場
で
は
ニ
ッ
チ
で
あ
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、

世
界
水
準
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
専
用
ア
リ
ー

ナ
を
整
備
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
設
立
し
、
３
〜
15
歳
ま
で
の
四
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
１
０
０
人
以
上
が
加
入

す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
次
世
代
の
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
コ
ー
チ
に
は
元
全
日

本
女
子
代
表
選
手
が
着
任
し
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
８
月

に
は
全
日
本
男

子
チ
ー
ム
が
合

宿
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
で
は
カ
ナ

ダ
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
女
子

シ
ッ
テ
ィ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
事
前

合
宿
地
と
し
て

人
前
後
を
数
え
ま
す
。
こ
の
エ
リ
ア
は
ス

ポ
ー
ツ
や
市
民
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

人
の
ほ
か
、
買
い
物
や
通
院
、
図
書
館
な

ど
日
常
的
に
利
用
す
る
人
な
ど
、
様
々
な

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
官

民
の
境
目
の
な
い
空
間
に
お
い
て
は
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
を
通
し
て
非
日
常
的
な
演
出

が
な
さ
れ
、
つ
な
が
り
を
生
む
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

来
場
者
に
と
っ
て
、
官
民
の
区
別
は
関

係
が
な
く
、
エ
リ
ア
の
魅
力
が
高
け
れ
ば

再
訪
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

町
は
後
方
支
援
と
し
て
、
民
が
稼
ぐ
た
め

の
土
壌
を
つ
く
り
、
民
に
し
っ
か
り
稼
い
で

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
魅
力

あ
る
公
共
空
間
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
役
割
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
だ
か
ら
こ
そ
特
化
す
る

も
内
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
だ
か
ら
こ
そ
特
化
す
る
こ
と
で
注

目
を
集
め
、
自
ら
営
業
で
き
る
分
野
で
新

規
事
業
に
挑
ん
だ
成
果
と
言
え
ま
す
。

官
民
複
合
開
発
の
価
値

町
は
財
政
難
だ
か
ら
こ
そ
公
民
連
携
を

選
択
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
構

想
の
段
階
か
ら
市
民
と
市
場
の
声
を
聞

き
、
ま
ち
の
将
来
像
を
示
し
た
上
で
市
場

原
理
に
沿
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
民
間
と
市
民
が
活
躍
し
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
、
エ
リ
ア
の
価
値
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
町
の
資
源
・

人
材
を
活
用
し
、
域
内
循
環
を
図
る
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。

「
縮
退
社
会
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
や
り
方
が
通
用
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。身
の
丈
で
つ
く
る
こ
と
、

稼
ぐ
仕
組
み
を
考
え
る
こ
と
、
地
域
資
源

を
掛
け
合
わ
せ
て
新
し
い
価
値
を
創
出
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

紫
波
町
の
公
民
連
携
は
、
官
と
民
が
お

互
い
の
立
場
を
尊
重
し
、
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
未
来
へ
の
覚
悟
を

持
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
町
で
は
学
校
統
廃
合
に
伴
う
学

校
跡
地
の
活
用
や
老
朽
化
し
た
運
動
公
園

施
設
の
更
新
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
オ
ガ
ー
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た

公
民
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

多様な使い方でにぎわうオガール広場

世界水準のバレーボールアリーナ

ビジネス支援も行う図書館
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こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
子
育
て

【
事
の
起
こ
り
】

私
は
大
学
院
生
時
代
に
熱
帯
林
の
研
究

に
従
事
し
て
い
た
関
係
で
、
東
南
ア
ジ
ア

各
国
に
滞
在
し
た
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
留

学
し
た
り
し
た
た
め
、
改
め
て
日
本
と
い

う
国
や
自
然
、
文
化
に
興
味
が
あ
っ
た
と

思
う
。
自
分
が
子
育
て
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
重
視
し
た
事
の
一
つ
が
「
真
の
国
際

人
は
英
語
を
流
ち
ょ
う
に
し
ゃ
べ
る
人
で

は
な
く
、
日
本
的
感
性
を
き
ち
ん
と
持
っ

た
人
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
ん
な
私

に
は
、
鳥
取
県
は
子
育
て
す
る
に
は
魅
力

満
載
の
土
地
で
、
そ
の
中
で
も
智
頭
町
に

ほ
れ
込
ん
で
し
ま
い
、
２
０
０
６
年
に
一

家
で
移
住
し
た
。
自
分
が
12
年
も
勉
強
し

て
き
た
「
森
」
の
豊
か
な
町
だ
っ
た
こ
と

も
大
き
い
。

【
田
舎
の
魅
力
】

人
や
情
報
や
お
金
、
機
会
な
ど
が
集
ま

り
、
多
国
籍
的
な
魅
力
の
あ
る
東
京
を
は

じ
め
と
し
た
都
会
で
の
子
育
て
と
比
較
し

て
、
田
舎
な
ら
で
は
の
、
こ
こ
で
し
か
で

き
な
い
子
育
て
が
し
た
く
て
、
智
頭
町
に

来
て
い
た
。
古
民
家
と
山
（
約
６
㌶
）
を

手
に
入
れ
、
子
ど
も
と
大
型
犬
を
連
れ
て

移
り
住
ん
だ
。
２
人
目
の
出
産
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
仕
事
を
休
ん
で
子
育
て

を
し
て
み
る
と
、
本
当
に
豊
か
な
日
々
が

待
っ
て
い
た
。
一
歩
外
に
出
れ
ば
、
日
本

の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
美
し
く
豊
か
な
自

然
が
あ
り
、
暮
ら
し
の
質
が
高
く
、
温
か

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
残
っ
て
い
る
。
母

親
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
か
ら
子
ど
も
も
お

お
ら
か
に
育
つ
。
わ
が
子
３
人
は
寝
ぐ
ず

り
も
イ
ヤ
イ
ヤ
期
も
な
か
っ
た
。
本
当
に

手
が
か
か
ら
な
い
子
育
て
が
で
き
た
。
子

育
て
す
る
な
ら「
田
舎
も
ア
リ
で
し
ょ
！
」

と
確
信
し
た
。

12
年
間
で
起
き
た
こ
と

【
人
が
集
ま
る
】

田
舎
で
の
子
育
て
に
大
満
足
し
た
私

は
、移
住
し
て
半
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

「
私
だ
け
が
満
足
し
て
い
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
！
　
社
会
に
〝
田
舎
子
育
て
〞
と

い
う
選
択
肢
を
発
信
し
、
仲
間
を
増
や
し

た
い
！
」
と
思
い
始
め
た
。
当
時
は
や
っ

て
い
た
ブ
ロ
グ
で
発
信
？
い
や
い
や
、
も

っ
と
根
源
的
な
仕
組
み
を
作
り
た
い
。
だ

っ
て
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
子
育
て
が
で

き
る
町
な
の
に
、
何
十
年
も
前
か
ら
若
い

人
は
都
会
を
目
指
し
て
出
て
行
っ
て
お

り
、
そ
の
道
筋
は
で
き
て
い
る
。
逆
に
田

舎
で
子
育
て
し
た
い
人
が
智
頭
町
を
目
指

す
道
筋
が
な
い
。
こ
れ
は
お
か
し
い
。
そ

こ
で
ひ
ら
め
い
た
の
が
北
欧
発
の
「
森
の

よ
う
ち
え
ん
」
だ
っ
た
。
自
分
が
長
年
関

わ
っ
て
き
た
「
森
」
と
「
子
育
て
・
教
育
」

が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
の
も
私
に
と
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
が
低
か
っ
た
。

森
の
よ
う
ち
え
ん
と
は
、
園
舎
を
持
た

ず
森
を
園
舎
に
見
た
て
て
、
一
年
を
通
し

て
毎
日
森
に
通
い
森
で
過
ご
す
、
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
幼
児
教
育
の
一
つ
。
都
会
と

違
っ
て
自
然
の
中
で
体
験
を
通
し
た
豊
か

な
育
ち
が
で
き
る
。
森
の
よ
う
ち
え
ん
が

大
切
に
す
る「
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
」

と
い
う
視
点
に
も
親
と
し
て
大
い
に
共
感

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、自
分
で
考
え
、

判
断
し
、
解
決
で
き
る
子
ど
も
が
必
要
だ

と
思
っ
た
。

当
時
参
加
し
て
い
た
人
材
育
成
塾
で
ア

イ
デ
ア
を
話
し
た
ら
、
す
ぐ
に
一
緒
に
や

り
た
い
と
仲
間
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず

は
、
月
１
回
親
子
で
お
弁
当
を
持
っ
て
森

に
行
く
「
森
の
お
さ
ん
ぽ
会
」
を
し
て
み

た
ら
、
口
コ
ミ
で
広
が
り
開
催
の
度
に
参

加
者
が
倍
増
し
て
い
く
。
当
時
ま
だ
珍
し

か
っ
た
の
も
あ
っ
た
と
思
う
。

【
行
政
支
援
の
拡
大
】

お
さ
ん
ぽ
会
を
始
め
て
す
ぐ
に
再
選
さ

れ
た
当
時
の
寺
谷
誠
一
郎
町
長
が
、
全
国

初
の
仕
組
み
で
あ
る
「
智
頭
町
百
人
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、「
町
民

の
良
い
ア
イ
デ
ア
に
町
が
予
算
を
つ
け
ま

す
」
と
い
う
取
り
組
み
だ
っ
た
。「
渡
り

に
船
」と
早
速
こ
の
百
人
委
員
会
に
参
加
。

翌
年
に
は
、
開
園
か
ら
３
年
間
と
い
う
約

束
で
、
保
育
士
の
人
件
費
を
町
が
負
担
す

●

西
村
　
早
栄
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森

こ
そ
だ
ち
舎
理
事
長

「
田
舎
子
育
て
」
と
い
う
選
択
肢
つ
く
る

―
開
園
12
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
―

優
秀
賞

鳥
取
県
智
頭
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
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る
形
で
「
智
頭
町
森
の
よ
う
ち
え
ん
ま
る

た
ん
ぼ
う
」
が
開
園
し
た
。
２
０
０
９
年

４
月
の
こ
と
だ
。

百
人
委
員
会
の
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
、

中
四
国
地
方
初
の
本
格
的
な
森
の
よ
う
ち

え
ん
だ
っ
た
こ
と
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
数

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

２
０
１
１
年
に
は
、民
放（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
）

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取
局
に
よ
る
２
本
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
も
制
作
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
メ
デ
ィ
ア
の
応
援
も
あ
っ
て
、
開
園

４
年
目
に
は
県
外
か
ら
の
移
住
が
始
ま
る
。

行
政
は
「
実
践
」
と
「
実
績
」
に
対
し

て
は
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
く
れ
る
と
思

か
け
て
、
森
の
よ
う
ち
え
ん
の
支
援
制
度

を
提
案
し
た
り
（
こ
の
制
度
は
い
ま
だ
に

全
国
で
も
ぶ
っ
ち
ぎ
り
の
サ
ポ
ー
ト
制
度

で
あ
る
。
こ
の
お
か
げ
で
、
鳥
取
県
内
で

は
今
10
園
の
森
の
よ
う
ち
え
ん
が
活
動
を

し
て
い
る
）、
県
内
や
県
外
の
仲
間
た
ち

と
連
携
し
た
り
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
誘
致
な
ど
の
事
業
を
し
て
き

た
。
こ
れ
を
私
は
「
横
展
開
」
だ
と
思
っ

て
い
る
。

一
方
で
、
県
内
外
に
森
の
よ
う
ち
え
ん

が
広
が
っ
て
も
、
私
た
ち
を
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、「
す
ぎ
ぼ
っ
く
り
」
と

い
う
自
主
保
育
型
（
保
護
者
参
加
型
）
森

の
よ
う
ち
え
ん
を
開
い
た
り
、
卒
園
後
の

自
由
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
の
「
新
田

サ
ド
ベ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
開
校
し
た
り
、

子
育
ち
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス「
は
じ
ま
り
の
家
」

を
運
営
し
た
り
し
て
い
る
。
お
か
げ
さ
ま

う
。
百
人
委
員
会
で
の
取
り
決
め
の
期
間

が
終
わ
る
頃
、
今
度
は
鳥
取
県
が
動
き
、

全
国
初
の「
森
の
よ
う
ち
え
ん
支
援
制
度
」

が
で
き
た
。

【
横
展
開
・
縦
展
開
】

子
ど
も
た
ち
を
主
体
的
で
、
心
身
と
も

に
た
く
ま
し
く
育
て
る
森
の
よ
う
ち
え
ん

は
、
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
、
ス
タ

ッ
フ
、
地
域
の
方
を
幸
せ
に
す
る
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
開
園
し
て
多

く
の
家
庭
が
「
ま
る
た
ん
ぼ
う
」
に
通
わ

せ
る
た
め
、
移
住
し
た
り
、
遠
く
か
ら
通

っ
て
き
た
り
し
た
が
、
ま
る
た
ん
ぼ
う
し

か
な
い
と
い
う
の
は
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
森
の
よ
う
ち
え

ん
の
素
晴
ら
し
さ
と
出
会
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
限
界
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
鳥
取
県
に
働
き

で
、
２
０
２
０
年
３
月
末
時
点
で
２
０
６

人
の
移
住
者
を
呼
び
込
み
、
定
着
率
は

77
・
６
％
に
発
展
し
た
。
来
年
度
は
、
森

の
よ
う
ち
え
ん
の
「
前
」
と
い
う
こ
と
で
、

お
産
が
で
き
る
施
設
の
立
ち
上
げ
の
支
援

も
行
っ
て
い
る
。こ
ち
ら
は「
縦
展
開
」だ
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
と
地
方
創
生

繰
り
返
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な

子
ど
も
を
育
て
て
い
く
か
を
考
え
た
時

に
、
自
分
で
考
え
て
、
判
断
し
、
解
決
で

き
る
人
を
育
て
る
、
と
い
う
方
向
に
疑
い

は
な
い
。
地
方
創
生
の
要
が
人
で
あ
る
こ

と
も
疑
い
が
な
い
。
地
域
に
あ
る
課
題
を

見
つ
け
、
問
い
を
立
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

解
決
し
て
い
く
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
、

地
域
の
再
生
に
も
直
結
す
る
。
息
の
長
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
が
、
確
実
な
成
果
に

も
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

森
の
よ
う
ち
え
ん
が
素
敵
な
の
は
、「
森

で
育
っ
た
子
は
、
森
に
還
っ
て
く
る
」
と

言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
自
然
の
中
で
育

っ
た
子
は
、
た
と
え
一
時
的
に
自
然
か
ら

離
れ
て
も
、
自
分
が
子
育
て
の
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
た
時
に
自
然
に
戻
っ
て
く
る
、
自

分
と
同
じ
よ
う
に
わ
が
子
を
自
然
の
中
で

育
て
た
い
と
思
う
、
と
い
う
意
味
だ
。
そ

れ
に
い
つ
も
発
想
の
ど
こ
か
に
自
然
が
き

っ
と
息
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
も
夢
見
つ
つ
、
私
た
ち
は

仲
間
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
今
の
事
業
に

誇
り
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
の
だ
と
思
う
。

豊かな森を歩く

「まねぶ」
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奥
入
瀬
渓
流
と
は

奥
羽
山
脈
の
カ
ル
デ
ラ
・
十
和
田
湖（
青

森
、秋
田
両
県
）
を
源
と
す
る
奥
入
瀬
川
。

太
平
洋
ま
で
続
く
約
70
㌔
の
う
ち
、
流
出

口
か
ら
約
14
㌔
ま
で
の
区
間
が
奥
入
瀬
渓

流
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
十
和
田
湖
と
共
に

国
指
定
特
別
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
、

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
年
間
１
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
る

日
本
屈
指
の
景
勝
地
の
ひ
と
つ
だ
が
、
こ

れ
ま
で
は
「
足
早
に
名
所
を
巡
る
だ
け
」

「
車
窓
か
ら
眺
め
る
だ
け
」
と
い
っ
た
観

光
が
主
流
で
、
奥
入
瀬
本
来
の
魅
力
・
価

値
が
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。

奥
入
瀬

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研

究
会
は
、
見
流
し
・
通
過

型
か
ら
奥
入
瀬
の
質
を
味

わ
う
滞
在
型
観
光
へ
の
転

換
を
目
指
し
、
奥
入
瀬
を

「
天
然
の
野
外
博
物
館
」

に
見
立
て
、
博
物
館
や
美

術
館
で
作
品
を
鑑
賞
す
る

よ
う
に
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
と
じ
っ
く
り
向
き

合
う
楽
し
み
方
を
提
唱
し

て
い
る
。
奥
入
瀬
は
ほ
ぼ
全
域
が
国
立
公

園
で
最
も
規
制
が
厳
し
い
特
別
保
護
地
区

に
あ
た
る
が
、
国
道
が
貫
通
し
て
い
る
と

い
う
特
異
な
環
境
下
に
あ
る
。

渓
流
に
沿
っ
て
国
道
が
並
走
し
、
さ
ら

に
歩
き
や
す
い
緩
勾
配
の
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
誰
も
が
気
軽
に
原

生
的
な
森
と
渓
流
に
触
れ
、
体
力
や
時
間

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
自
然
鑑
賞
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
こ
そ
が
こ
の
地

の
最
大
の
魅
力
・
価
値
で
あ
り
、
天
然
の

野
外
博
物
館
＝
「
奥
入
瀬
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
称
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

「
観
る
」
を
味
わ
う
観
光
地
へ

奥
入
瀬
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
を
基
に
、
新
た
な
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
に
着
目
し
た
の
が
、
蘚
苔
類
（
コ
ケ
）

を
主
と
し
た
隠
花
植
物
（
地
衣
類
、
シ
ダ

類
、
菌
類
な
ど
）
だ
。
奥
入
瀬
の
特
徴
的

な
景
観
の
基
盤
を
つ
く
る
隠
花
植
物
は
、

森
の
成
り
立
ち（
自
然
史
）と
仕
組
み（
生

態
系
）
を
学
び
な
が
ら
、
自
然
鑑
賞
の
楽

し
さ
を
伝
え
る
た
め
の
大
き
な
要
素
だ
っ

た
。
日
本
蘚
苔
類
学
会
か
ら
の
「
日
本
の

貴
重
な
コ
ケ
の
森
」選
定（
２
０
１
３
年
）、

同
学
会
の
奥
入
瀬
大
会
開
催
（
２
０
１
４

年
）
に
よ
る
学
術
的
な
価
値
の
裏
付
け
も

後
押
し
に
な
り
、
小
さ
な
自
然
の
鑑
賞
を

目
的
と
し
た
「
コ
ケ
さ
ん
ぽ
」
な
ど
の
エ

コ
ツ
ア
ー
や
、市
民
向
け
観
察
会
が
定
着
・

普
及
し
て
い
く
。

さ
ら
に
現
在
で
は
、
教
育
旅
行
や
課
外

学
習
、
企
業
研
修
の
要
望
の
増
加
や
、
主

要
な
宿
泊
施
設
が
コ
ケ
に
焦
点
を
あ
て
た

宿
泊
プ
ラ
ン
を
展
開
す
る
な
ど
、「
小
さ

な
自
然
を
観
る
」
と
い
う
行
為
が
奥
入
瀬

の
観
方
・
楽
し
み
方
と
し
て
浸
透
し
て
き

て
い
る
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
て

渓
流
沿
い
の
国
道
は
生
活
・
産
業
道
路

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は

バ
イ
パ
ス
（
迂
回
路
）
整
備
事
業
が
進
行

中
で
、
完
成
後
は
車
両
乗
り
入
れ
規
制
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
奥
入
瀬
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
性

を
自
然
観
光
資
源
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
青
森
県
か

ら
受
託
、
２
０
１
５
年
度
よ
り
主
体
的
に

実
施
・
継
続
し
て
い
る
。
調
査
結
果
は
前

述
の
目
的
の
他
、自
然
関
係
書
籍
の
出
版
、

奥
入
瀬
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信

な
ど
に
も
反
映
・
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
協
力
し
て
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
（
日
本
語
・
英
語
・
中

国
語
対
応
）養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
奥

入
瀬
の
魅
力
・
価
値
を
、
国
内
外
に
広
く

知
ら
し
め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
の
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。
バ
イ
パ
ス
完
成
後
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
も
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
「
光
」
を
「
観
る
」
本
来
の
観
光

の
土
台
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
当
法
人
は
柱
と
な
っ
て
役
割
を

担
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

魅
力
・
価
値
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

―「
天
然
の
博
物
館
」
に
見
立
て
楽
し
む
―

ルーペ片手にコケさんぽ

「歩く」を主とせず自然を楽しむ

●

玉
川
　
え
み
那

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光

資
源
研
究
会
事
務
局
・
ガ
イ
ド

団
体
表
彰

青
森
県
十
和
田
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光
資
源
研
究
会
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解
体
危
機
の

古
民
家
か
ら
ス
タ
ー
ト

秋
田
県
五
城
目
町
の
「
町
村
」
と
い
う

山
あ
い
の
集
落
に
あ
る
１
軒
の
茅か

や

葺ぶ
き

古
民

家
。
２
０
１
５
年
５
月
、
こ
こ
か
ら
「
シ

ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
家
は
２
０
１
４
年
の
夏
に
解
体
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
維
持

費
が
か
か
り
す
ぎ
る
上
、
当
時
は
誰
も
住

ん
で
い
な
く
て
家
主
さ
ん
が
通
い
な
が
ら

管
理
す
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
の

が
大
き
な
理
由
で
し
た
。

縁
が
あ
っ
て
古
民
家
に
出
会
っ
た
我
々

は
、
家
の
雰
囲
気
に
魅
了
さ
れ
、
何
と
か

古
民
家
を
残
す
た
め
に
ア
イ
デ
ア
を
練
り

始
め
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
家
主

さ
ん
と
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
交
わ
し
な
が
ら

聴
い
た
こ
と
。
そ
れ

は
、
こ
こ
で
生
ま
れ

育
っ
た
家
主
さ
ん
と

家
族
の
思
い
出
で
あ

り
、
県
内
外
の
様
々

な
人
た
ち
と
の
交
流

で
す
。
家
主
さ
ん
は

高
校
の
先
生
を
し
て

い
て
、
教
え
子
を
招
い
て
庭
を
題
材
に
地

域
の
四
季
の
植
生
を
教
え
て
い
た
こ
と
も
。

こ
こ
は
、
我
々
が
何
か
コ
ト
を
起
こ
し

た
い
と
感
じ
る
前
か
ら
ず
っ
と
こ
の
地
域

の
原
風
景
で
あ
り
、
人
が
集
う
場
と
し
て

存
在
し
て
い
た
の
で
す
。

「
村
民
」
に
な
り

「
助
太
刀
い
た
す
！
」

こ
の
家
を
引
き
継
い
で
、
こ
こ
を
中
心

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
た
い
。

で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
カ
タ
カ
ナ

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、
か
つ
「
古

民
家
保
全
や
地
域
課
題
解
決
が
し
た

い
！
」
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
っ
と
面
白
く
、み
ん
な
で
こ
こ
に
集
い
、

歌
い
、
語
ら
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
そ
ん

な
思
い
か
ら
「
村
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
生
ま
れ
、
次
の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く

り
ま
し
た
。

古
民
家
を
ひ
と
つ
の
村
に
見
立
て
、
家

を
共
有
し
て
共
に
楽
し
い
場
に
育
て
て
い

く
仲
間
を
「
村
民
」
に
。
村
民
に
は
「
年

貢
」
を
納
め
て
も
ら
い
、
定
例
的
に
「
寄

合
」
で
集
い
、
村
に
つ
い
て
、
秋
田
に
つ

い
て
語
り
合
う
。
年
に
１
度
の
お
祭
り
を

「
一
揆
」
と
名
付
け
、「
助
太
刀
い
た
す
！
」

と
屋
根
の
茅
を
刈
り
取
っ
た
り
、
集
落
の

行
事
を
手
伝
っ
た
り
し
て
、
地
元
の
人
た

ち
と
う
ま
い
酒
を
飲
む
…
。

都
会
と
田
舎
の
い
い
と
こ
取
り
を

地
方
創
生
や
移
住
定
住
と
い
う
言
葉
に

ま
だ
な
じ
ん
で
い
な
か
っ
た
頃
は
、「
都

会
か
田
舎
か
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

都
会
か
ら
田
舎
に
移
る
と
、「
都
落
ち
」

と
揶や

揄ゆ

さ
れ
た
り
、「
田
舎
に
骨
を
埋
め

る
気
は
あ
る
の
か
」
と
覚
悟
を
問
わ
れ
た

り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
村
民
に
な
っ
て
村
づ
く
り

に
関
わ
る
と
い
う
選
択
肢
を
設
け
る
こ
と

で
、
都
会
と
田
舎
の
新
し
い
関
係
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

都
会
と
田
舎
の
暮
ら
し
の
「
い
い
と
こ
取

り
」
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
２
０
年
、
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ

ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
株
式
会
社
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
５
年
間

に
わ
た
る
シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
の
経
験
を
生

か
し
、
日
本
中
の
様
々
な
場
所
で
「
村
」

の
よ
う
な
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
立
ち

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
動
か
し

始
め
て
い
ま
す
。

古
民
家
を
シ
ェ
ア
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

▽
山
を
シ
ェ
ア
し
て
山
遊
び
の
基
地
を
作

り
自
然
と
の
距
離
を
近
づ
け
た
い
▽
飲
食

店
の
一
部
を
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
し
て
食

に
つ
い
て
学
び
合
い
た
い
▽
共
同
住
宅
の

一
室
を
全
国
の
人
た
ち
で
シ
ェ
ア
し
て
新

た
な
風
を
取
り
入
れ
た
い
―
な
ど
、
様
々

な
場
や
産
業
が「
村
」に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
た

り
、
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
た
り

し
な
が
ら
、
自
分
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
い
く
、そ
ん
な
未
来
を
夢
見
て
い
ま
す
。

古
民
家
を
ひ
と
つ
の
「
村
」
に

―
皆
で
共
有
し
て
育
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
―

●

半
田
　
理
人

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

茅葺屋根の原材料「かや」を刈る「助太刀」風景

シェアビレッジプロジェクトの舞台となった古民家

団
体
表
彰

秋
田
県
五
城
目
町

シ
ェ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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き
っ
か
け

東
北
地
方
は
本
州
の
面
積
の
約
30
％
を

占
め
、
そ
の
一
番
南
に
位
置
す
る
福
島
県

は
都
道
府
県
の
中
で
３
番
目
の
広
さ
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
温
泉
も
豊
富
で
宿
件
数
は

東
北
一
。
い
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
の

に
、
首
都
圏
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
福

島
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
何
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
」。

十
数
年
前
ま
で
福
島
は
こ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
宿

の
料
理
人
た
ち
と
「
も
っ
と
地
元
の
も
の

を
使
っ
て
い
こ
う
」
と
始
め
た
の
が
、
食

の
情
報
収
集
・
発
信
と
受
発
注
を
行
う「
素

材
広
場
」
で
す
。

取
り
組
み
内
容

ま
ず
は
福
島
の
ど
こ
で
、
誰
が
、
何
を

作
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
、
生
産
者
に
話

を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
県
内
の

素
材
情
報
に
飢
え
て
い
た
料
理
人
た
ち
に

と
っ
て
、
驚
く
べ
き
素
材
が
次
々
に
見
つ

か
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
は
、
地
産
地
消
セ
ミ
ナ
ー
や
料

理
人
・
生
産
者
の
交
流
会
を
開
始
。
月
１

回
の
交
流
会
を
２
年
ほ
ど
続
け
て
料
理
人

と
生
産
者
を
つ
な
い
で
き
ま
し
た
。
２
０

０
９
年
に
任
意
団
体
だ
っ
た
組
織
を
法
人

化
し
、
生
産
者
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー
雑
誌

も
発
行
し
ま
し
た
。
県
内
の
地
産
地
消
を

基
本
に
、
た
く
さ
ん
の
生
産
者
に
会
い
、

た
く
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
時

期
で
す
。

宿
の
地
産
地
消
が
進
ん
で
か
ら
は
、「
他

に
な
い
価
値
を
お
宿
さ
ん
と
つ
く
る
」
こ

と
を
意
識
し
始
め
ま
し
た
。
地
産
地
消
企

画
事
業
の
開
始
で
す
。
た
だ
素
材
を
紹
介

す
る
だ
け
で
な
く
、
宿
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト
づ
く
り
と
そ
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
。

料
理
人
に
は
素
材
の
知
識
を
、
生
産
者

に
は
宿
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
伝
え
る
こ
と
が
、

素
材
広
場
の
大
事
な
役
割
で
す
。
料
理
人

と
生
産
者
の
間
に
立
つ
中
で
、「
規
格
に
合

わ
な
い
ハ
ネ
品
を
何
と
か
で
き
な
い
か
？
」

「
も
っ
と
社
員
に
素
材
の
知
識
を
つ
け
さ
せ

た
い
け
ど
、ど
う
す
れ
ば
い
い
か
？
」な
ど
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。「
頼
ま
れ
ご
と
は
試
さ
れ
ご
と
、
頼

ら
れ
る
人
に
な
ろ
う
」
を
ス
タ
ッ
フ
と
共

有
し
、
難
題
も
み
ん
な
で
頭
を
ひ
ね
り
、

形
に
し
て
き
た
も
の
で
す
。

地
産
地
消
の
重
要
性

観
光
に
と
っ
て
、
地
元
素
材
は
と
て
も

大
事
で
す
。
例
え
ば
、
１
本
の
キ
ュ
ウ
リ

で
も
「
地
元
の
農
家
さ
ん
が
作
っ
て
、
朝

持
っ
て
き
て
く
れ
た
も
の
」
と
、「
市
場

か
ら
仕
入
れ
た
他
県
の
も
の
」
で
は
、
食

べ
る
価
値
が
変
わ
り
ま
す
。

肉
好
き
な
ら
そ
の
土
地
の
牛
肉
、豚
肉
、

地
鶏
が
食
べ
た
い
で
し
ょ
う
し
、
魚
好
き

な
ら
近
く
で
獲
れ
た
新
鮮
な
味
を
求
め
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
「
こ
こ
ま
で
来
た

の
だ
か
ら
、
そ
の
土
地
の
も
の
を
食
べ
た

い
」
と
い
う
旅
人
の
心
理
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
い
い
も
の
は
中
央
に
流
れ
、

量
が
そ
ろ
わ
な
い
も
の
が
地
元
に
残
る
傾

向
は
否
め
ま
せ
ん
。

地
元
の
も
の
が
安
定
的
に
そ
ろ
わ
な
い

現
状
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
が
地
産
地
消

の
大
き
な
課
題
で
す
。

私
は
今
後
、
地
方
の
宿
は
食
育
を
す
る

場
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

炊
き
立
て
ご
飯
の
香
り
、
ふ
わ
っ
と
し

た
食
感
。
秋
の
青
ト
マ
ト
の
驚
く
お
い
し

さ
。
原
木
シ
イ
タ
ケ
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味

わ
い
。
無
添
加
の
牛
乳
の
甘
さ
。

昔
、
田
舎
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
で
味
わ

っ
た
よ
う
な
ぜ
い
た
く
な
食
体
験
を
宿
が

担
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
作
り
手
と

も
っ
と
深
い
企
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
福
島
か
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

企
画
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

料
理
人
と
生
産
者
つ
な
ぎ
地
産
地
消

―
地
方
の
宿
を
食
育
の
場
に
も
―

農家とシェフへ素材の説明

完成した地鶏の鶏舎前にて

宿向け地産地消セミナーの様子

●

横
田
　
純
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
素
材
広
場
」
理
事
長

団
体
表
彰

福
島
県
会
津
若
松
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人
素
材
広
場
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「
こ
の
ま
ま
地
域
の
連
帯
感
希
薄
化
が

進
み
、
伝
統
を
継
承
す
る
文
化
が
無
く
な

る
と
、
こ
の
地
域
は
消
滅
し
て
し
ま
う
」

陽ひ

野の

ふ
る
さ
と
電
力
株
式
会
社
の
前
身

で
あ
る
「
陽
野
ふ
る
さ
と
会
」
を
創
設
し

た
と
き
、
地
域
の
住
民
は
誰
も
が
こ
う
感

じ
て
い
た
だ
ろ
う
。

わ
ず
か
人
口
６
０
０
０
人
程
度
で
あ
っ

た
、
埼
玉
県
旧
荒
川
村
（
現
埼
玉
県
秩
父

市
）
の
日
野
地
区
で
、
有
志
た
ち
が
陽
野

ふ
る
さ
と
会
を
創
設
し
た
の
が
平
成
11

年
。
会
員
の
多
く
は
、
仕
事
の
第
一
線
を

退
い
た
、
い
わ
ゆ
る
定
年
組
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
必
然
と
高
齢
組
織
と
な
っ
て
し
ま

う
が
、
昔
か
ら
根
付
く
地
域
の
連
帯
感
と

伝
統
文
化
を
継
承
す
べ
く
、
熱
い
想
い
を

持
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
。

陽
野
ふ
る
さ
と
会
は
、
主
に
地
域
の
環

境
整
備
、
地
域
内
の
懇
親
を
深
め
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
、
運
営
し
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経

費
面
は
ど
う
し
て
も
受
益
者
負
担
や
完
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で

会
の
運
営
・
維
持
が
で
き
た
の
は
、
地
元

の
協
力
や
理
解
に
加
え
、
何
よ
り
会
員

各
々
が
地
元
愛
に
あ
ふ
れ
る
人
材
ぞ
ろ
い

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

小
水
力
発
電
事
業
と
の
出
会
い

我
々
が
当
社
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
出
会
い
が
あ
る
。

環
境
省
が
進
め
る
「
つ
な
げ
よ
う
支
え

よ
う
森
里
川
海
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
「
秩
父
ふ
る
さ
と
絵
本

づ
く
り
」
に
参
画
し
て
い
た
、
鎮
守
の
森

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
代
表
、
宮

下
佳
廣
氏
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
宮
下
代

表
は
、
当
時
、
秩
父
市
議
会
議
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
陽
野
ふ
る
さ
と
会
員
の
江

田
治
雄
氏
に
、
秩
父
で
の
小
水
力
発
電
事

業
の
可
能
性
を
打
診
し
、
そ
こ
か
ら
具
体

的
な
取
り
組
み
に
進
展
し
て
い
っ
た
。
平

成
29
年
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
鎮
守
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
会
員
で
、
小
水
力
発
電
専
門
家

の
全
国
小
水
力
利
用
推
進
協
議
会
の
理
事

で
あ
る
松
尾
寿
裕
氏
も
参
画
。
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
す
で
に
小

水
力
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社

翠
高
庭
苑
（
東
京
都
檜
原
村
）
が
運
営
す

る
小
水
力
発
電
所
を
陽
野
ふ
る

さ
と
会
で
見
学
し
た
。そ
の
際
、

「
我
々
の
地
域
で
も
同
様
の
事

業
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

と
会
員
か
ら
声
が
上
が
り
、
本

格
的
に
小
水
力
発
電
事
業
を
立

ち
上
げ
る
た
め
、
陽
野
ふ
る
さ

と
電
力
を
設
立
し
た
の
が
平
成

31
年
１
月
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
の
取
り
組
み

陽
野
ふ
る
さ
と
電
力
は
、
前

述
し
た
陽
野
ふ
る
さ
と
会
有

志
、
鎮
守
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
有
志
、
ま
た
、
秩

父
地
域
内
有
志
が
出
資
者
と
な

り
設
立
し
た
。
先
進
事
例
を
参

考
に
、
鎮
守
の
森
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
の
知
恵
を
頂
き
な
が
ら
、

各
行
政
へ
の
許
可
申
請
、
経
済
産
業
省
へ

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
申
請
、

工
事
業
者
や
電
気
接
続
関
連
業
者
へ
の
折

衝
な
ど
、
現
在
も
課
題
は
あ
る
も
の
の
、

当
社
の
目
指
す
べ
き
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
創
出
に
向
け
た
形
が
見
え
て
き

た
。
令
和
３
年
４
月
に
は
竣
工
式
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
正
式
に
売
電
も
ス
タ
ー
ト

す
る
。

当
社
の
ス
タ
ー
ト
は
こ
こ
か
ら
で
あ

る
。
永
続
的
な
地
産
地
消
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
次
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
今
あ
る
豊
か
な
環
境
を
守
る
た
め
、

我
々
は
日
々
研け

ん

鑽さ
ん

し
て
い
く
。

地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
と
ふ
る
さ
と
創
生

―
秩
父
の
住
民
有
志
が
水
力
発
電
所
を
設
立
―

●

長
谷
川
　
辰
巳

陽
野
ふ
る
さ
と
電
力
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

発電所に設置された水車

団
体
表
彰

埼
玉
県
秩
父
市

陽ひ

野の

ふ
る
さ
と
電
力
株
式
会
社
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東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
木
育

２
０
０
８
年
４
月
、
廃
校
に
な
っ
た
東

京
都
新
宿
区
立
四
谷
第
四
小
学
校
に
、
東

京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
館
内
は
、
大
都
会
の
中
に
あ
る
か
ら

こ
そ
木
の
良
さ
を
思
う
存
分
感
じ
て
も
ら

お
う
と
の
思
い
か
ら
、
国
産
材
を
多
用
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
感
す
べ
て
で
木

を
感
じ
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
多
世
代
が
楽
し
め
る
空
間
に
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
０
〜
２
歳
の
赤
ち
ゃ

ん
が
過
ご
す
「
赤
ち
ゃ
ん
木
育
ひ
ろ
ば
」

は
、
全
国
の
名
だ
た
る
産
地
か
ら
ス
ギ
を

取
り
寄
せ
、
木

の
香
り
に
包
ま

れ
た
空
間
に
な

っ
て
お
り
、
都

内
で
も
有
数
の

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ

ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。

併
せ
て
進
め

て
い
る
の
が

「
ウ
ッ
ド
ス
タ

ー
ト
事
業
」
で

す
。
こ
れ
は
全

国
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
自
治
体
が
配

る
誕
生
祝
い
品
を
、
地
域
材
を
使
っ
て
、

地
域
の
職
人
が
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

木
製
玩
具
に
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で

す
。
２
０
２
１
年
１
月
現
在
、
全
国
で
52

市
区
町
村
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

木
製
玩
具
は
、
そ
の
地
域
の
風
土
、
歴

史
、
文
化
、
特
産
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
、
地
域
の
森

に
想
い
を
は
せ
、
郷
土
愛
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

誕
生
祝
い
品
か
ら
始
ま
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

こ
の
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、
誕
生

祝
い
品
を
配
る
こ
と
で
終
わ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
起
点
に
、
様
々
な

木
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
中
で
も
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
か
か

わ
る
事
業
が
「
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
設
立

事
業
」
で
す
。

こ
れ
は
、
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
を
モ

デ
ル
と
し
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
地
域
活

性
化
の
た
め
の
木
育
拠
点
作
り
の
取
り
組

み
で
す
。
設
立
さ
れ
た
お
も
ち
ゃ
美
術
館

は
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、
観
光
施
設
と

し
て
の
活
用
、
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の

応
用
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
総
合

的
な
「
推
進
役
」
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
官
民
連
携
、
市
民
の
参
画
に
よ
っ
て

実
現
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
全
国
で
５
館
の
お
も
ち

ゃ
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
そ
れ

ぞ
れ
地
域
課
題
の
解
決
に
役
に
立
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
公
共
施
設
の
活
用
（
や

ん
ば
る
）、
道
の
駅
の
活
性
化
、
低
迷
す

る
観
光
汽
船
の
活
用
（
長
門
）、
廃
校
の

活
用
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
活
性
化
（
鳥

海
山
）、閉
店
し
た
百
貨
店
の
再
生（
花
巻
）

な
ど
で
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
ま
さ
に
地

域
課
題
解
決
の
「
肝
」
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

ま
た
、
観
光
施
設
と
し
て
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
鳥
海

山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
で
は
初
年
度
、

当
初
予
定
を
大
き
く
上
回
る
９
万
７
０
０

０
人
が
訪
れ
、
そ
の
７
割
は
市
外
・
県
外

か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
最
寄
り
駅
で
の
乗

降
客
数
も
５
倍
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
お
も
ち
ゃ
美
術
館
は
、
木

育
の
直
接
的
な
目
的
で
あ
る
「
木
の
良
さ

を
伝
え
、
木
の
消
費
を
増
や
す
」
こ
と
に

寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
も
解
決
の
道
筋
を
提
供
し
、
そ
れ

を
「
市
民
の
力
」
で
実
現
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

実
は
、
今
後
も
全
国
各
地
で
設
立
の
予

定
が
あ
り
ま
す
。
地
域
材
の
活
用
は
も
と

よ
り
、「
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
モ
デ
ル
」

と
も
言
う
べ
き
こ
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が

広
が
る
こ
と
で
、
市
民
の
参
画
を
促
す
と

と
も
に
、
地
域
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
育
を
通
じ
た「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

―
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
の
挑
戦
―

美術館マップ

東京おもちゃ美術館内にある赤ちゃん木育ひろば

●

馬
場
　
清

特
定
非
営
利
活
動
法
人

芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
事
務
局
長

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
副
館
長

団
体
表
彰

東
京
都
新
宿
区

特
定
非
営
利
活
動
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
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カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
は
、
１
９
９
３
年
の
開

業
時
か
ら
今
ま
で
一
貫
し
て
ワ
イ
ン
事
業

を
軸
に
様
々
な
事
業
展
開
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ワ

イ
ン
が
売
れ
る
場
所
へ
売
り
に
行
く
の
で

は
な
く
、
造
っ
て
い
る
「
こ
こ
」
へ
来
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち

が
造
っ
た
も
の
を
よ
り
正
し
く
深
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
り
、
事
業
継
続
に

適
正
な
価
格
で
販
売
す
る
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。

間
口
を
広
げ
深
堀
り
す
る

ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
の
誘
客
の
た
め
に
、
開

業
２
年
後
に
は
敷
地
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
ワ
イ

ン
＆
雑
貨
シ
ョ
ッ
プ
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
カ

フ
ェ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
＆
ビ
ー
ル
工
房
、
ジ

ェ
ラ
ー
ト
と
い
っ
た
様
々
な
食
の
店
舗
を

展
開
し
、
集
客
の
対
象
と
来
店
の
動
機
を

増
や
し
て
き
ま
し
た
。
新
潟
市
の
人
に
と

っ
て
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
か
っ
た
ワ
イ

ン
で
す
が
、
扱
う
商
品
の
間
口
を
広
げ
る

こ
と
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
興
味
を
持
っ
た

り
、
じ
か
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
た
り

し
て
き
た
の
で
す
。

２
０
０
９
年
に
は
、
冬
場
の
集
客
対
策

を
兼
ね
て
、
日
帰
り

温
浴
複
合
施
設
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

温
泉
と
い
う
誰
で
も

利
用
し
や
す
い
コ
ン

テ
ン
ツ
に
よ
り
、
10

万
人
前
後
だ
っ
た
年

間
入
込
客
は
一
気
に

２
倍
以
上
に
跳
ね
上

が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
温
浴
、
美
容
、

宿
泊
と
い
っ
た
業
態

が
加
わ
る
こ
と
で
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
商
品
販
売
を
中
心
と
し
た

形
態
か
ら
時
間
消
費
型
の
事
業
へ
発
展
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
滞
在
す
る
時

間
が
伸
長
し
て
、
お
客
様
と
の
つ
な
が
り

を
深
堀
り
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
や
コ
ア
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

点
か
ら
面
へ

ワ
イ
ン
は
と
て
も
時
間
の
か
か
る
産
業

で
す
。
ワ
イ
ン
を
五
十
年
、
百
年
先
も
作

り
続
け
る
た
め
、
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
集
積
と
地
域
農
業
と
し
て
の

広
が
り
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
創
業
か
ら
10
年
後
に
開
始
し
た
の

が
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
創
業
支
援
で
す
。
新
潟

で
ワ
イ
ン
を
造
る
人
生
を
選
ん
だ
人
材
が

県
外
か
ら
移
住
し
て
創
業
し
、
今
で
は
近

接
４
軒
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
と
も
に
「
新
潟

ワ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
」
と
し
て
日
本
の
ワ
イ

ン
フ
ァ
ン
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
と
の
連
携
も
産
地
化
に
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
契
約
農
家
に
よ
る
新
潟
好

適
品
種
の
作
付
け
を
進
め
、
生
産
量
の
拡

大
と
品
質
の
向
上
を
図
り
、
安
定
供
給
と

適
性
価
格
で
の
買
い
取
り
を
実
現
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
東
京
で
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
業
し
て
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
を
強
化

を
図
り
、
２
０
１
９
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
「
ワ
イ
ナ
リ
ー
ス
テ

イ
・
ト
ラ
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
」
で
は
、
新
潟
の

豊
か
な
食
と
ワ
イ
ン
を
愉た

の

し
む
お
客
様
を

お
迎
え
し
て
い
ま
す
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
新
潟
２
０
２
０
に
掲
載
）。

カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
は
今
後
も
さ
ら
に
「
ワ

イ
ナ
リ
ー
で
過
ご
す
愉
し
み
」
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
新
潟
の
地

域
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
過
ご
す
愉
し
み
を
追
求

―「
来
て
も
ら
う
」基
本
に
地
域
価
値
高
め
る
―

●

今
井
　
卓

株
式
会
社
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ

カーブドッチ・ワイナリー（新潟市）

団
体
表
彰

新
潟
県
新
潟
市

株
式
会
社
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
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空
き
家
は
な
ぜ
流
通
し
な
い
？　
　
　

「
ま
だ
、
決
め
る
の
早
い
っ
て
」

ぼ
く
た
ち
は
こ
の
言
葉
に
い
つ
も
が
っ

か
り
さ
せ
ら
れ
た
。

空
き
家
の
所
有
者
が
、
売
る
・
貸
す
と

い
っ
た
決
断
を
近
所
の
人
に
報
告
し
た
と

こ
ろ
、「
周
り
は
誰
も
そ
ん
な
こ
と
し
て

な
い
ん
だ
か
ら
、
ま
だ
決
断
す
る
の
は
早

い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
助
言
。
所
有

者
は
、
近
所
に
迷
惑
を
掛
け
て
は
い
け
な

い
と
思
い
、
一
度
決
断
し
た
結
果
を
覆
し

て
し
ま
う
。

こ
う
し
て
空
き
家
が
放
置
さ
れ
て
い
く

の
を
何
度
も
見
て
き
た
。
な
ん
と
か
こ
の

流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
、
空
き
家
問
題
は

解
決
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

私
た
ち
「
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」（
ふ
る
さ
ぽ
）
の
活
動
拠
点
は

福
井
県
美
浜
町
。
人
口
９
２
８
２
人
、
３

６
８
９
世
帯
（
令
和
３
年
１
月
現
在
）
の

小
さ
な
町
だ
。
空
き
家
の
数
は
平
成
27
年

度
調
査
で
４
２
７
戸
。
全

国
平
均
か
ら
す
る
と
そ
う

多
く
な
い
が
、
空
き
家
の

内
訳
に
特
徴
が
あ
る
。
放
置
さ
れ
て
い
る

空
き
家
が
と
て
も
多
い
の
だ
。
逆
を
言
え

ば
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
な
い
で
使
え
る
空

き
家
が
極
め
て
少
な
く
、
戸
数
で
い
う
と

45
戸
。
さ
ら
に
問
題
な
の
が
空
き
家
情
報

バ
ン
ク
、
通
称
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
登

録
数
が
当
時
１
件
あ
る
か
な
い
か
だ
っ
た

こ
と
。
い
わ
ゆ
る
、
空
き
家
が
多
い
の
に

空
き
家
が
な
い
に
等
し
い
状
態
だ
っ
た
。

平
成
24
年
か
ら
始
め
て
い
る
空
き
家
マ

ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
は
年
に
３
回
程
度
行
う

の
だ
か
ら
、
新
規
物
件
の
確
保
に
は
毎
回

苦
労
す
る
。
当
初
、
近
所
の
目
が
あ
る
か

ら
と
何
度
も
断
ら
れ
、
外
観
だ
け
で
も
い

い
か
ら
と
頼
み
込
ん
だ
こ
と
も
あ
る
く
ら

い
だ
。

空
き
家
所
有
者
は
早
期
決
断
を
！

こ
の
現
状
を
知
っ
て
私
た
ち
が
取
っ
た

行
動
は
、
空
き
家
は
な
ぜ
流
通
に
出
て
こ

な
い
の
か
。
こ
の
課
題
を
深
く
掘
り
下
げ

て
み
る
と
、二
つ
の
課
題
が
見
え
て
き
た
。

ひ
と
つ
目
は
、
所
有
者
の
問
題
先
送
り
。

ふ
た
つ
目
は
冒
頭
で
話
し
た
、
周
り
の
言

葉
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
点
。

二
つ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

所
有
者
の
早
期
決
断
と
周
り
の
理
解
が
必

要
と
考
え
、
私
た
ち
は
空

き
家
に
し
て
お
く
こ
と
の

不
利
益
さ
と
所
有
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
に

「
空
き
家
の
正
し
い
情
報
」

を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

具
体
的
に
言
え
ば
、
ふ
る
さ
ぽ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
、
空
き
家

所
有
者
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
空
き
家

を
所
有
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る

「
空
き
家
予
備
軍
」
を
中
心
に
友
だ
ち
登

録
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
で

「
空
き
家
予
防
３
６
５
」
と
題
し
て
実
体

験
に
基
づ
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
構
築
で
き
、
昨
年
11

月
の
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
で
は
、

７
件
中
６
件
で
新
規
物
件
の
紹
介
が
で
き

た
。
こ
れ
は
今
ま
で
に
な
い
こ
と
だ
。
新

し
い
物
件
は
１
件
か
２
件
ほ
ど
だ
っ
た
現

状
を
み
る
と
、
成
果
が
出
た
と
感
じ
て
い

る
。こ

の
結
果
を
基
に
、
全
国
の
自
治
体
に

利
用
し
て
も
ら
え
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
す
る
。
現
在
、３
月
を
め
ど
に「
空

き
家
対
策
　
ｆ
ｏ
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
と
し

て
、
ふ
る
さ
ぽ
の
10
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
空

き
家
所
有
者
や
空
き
家
予
備
軍
の
皆
さ
ん

の
手
元
に
、
気
軽
に
手
軽
に
届
け
る
有
料

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な

集
落
や
町
内
会
の
中
で
「
空
き
家
っ
て
す

ぐ
に
行
く
末
を
決
め
た
方
が
い
い
ら
し
い

よ
」
と
い
う
会
話
が
出
て
き
た
ら
空
き
家

問
題
は
大
き
く
解
決
に
近
づ
い
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

空
き
家
利
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供

―
全
国
自
治
体
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
展
開
へ
―

ふるさぽ LINE 公式アカ
ウントにより空き家情

報を配信

建設業、金融機関など職種を超えたメ
ンバーから成る「ふるさぽ」

空き家マッチングツアー。北山代表の
説明を聞く参加者たち

●

北
山
　
大
志
郎

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

団
体
表
彰

福
井
県
美
浜
町

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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は
じ
め
に

私
た
ち
の
上
田
市
は
、
長
野
県
の
東
部

に
位
置
し
、
北
は
上
信
越
高
原
国
立
公
園

の
菅
平
高
原
、
南
は
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国

定
公
園
の
美
ヶ
原
高
原
な
ど
２
０
０
０
㍍

級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
３
月
６
日
に
上
田
市
、
丸
子

町
、
真
田
町
、
武
石
村
が
合
併
し
て
「
新

生
上
田
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
人
口
16
万

人
を
擁
す
る
長
野
県
東
部
の
中
核
都
市
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
活
動
し
て

い
る
旧
真
田
町
大
日
向
地
区
は
、
山
が
急
峻

で
日
照
時
間
が
短
い
う
え
、
平
坦
な
農
地
が

少
な
く
、
耕
作
面
積
の
小
さ
な
兼
業
農
家

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
た
め
、
就
職
で
集

落
を
離
れ
て
行
く
若
者
が
増
え
、
農
業
後

継
者
不
足
が
深
刻
化
し
、
遊
休
荒
廃
農
地

が
年
々
増
加
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

活
動
の
き
っ
か
け

大
日
向
の
集
落
で
は
、
昔
か
ら
「
お
振

舞
」（
お
祝
い
ご
と
）
が
あ
る
と
、
ど
の

家
庭
で
も
そ
ば
を
打
っ
て
招
待
客
の
お
も

て
な
し
を
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

大
日
向
に
お
嫁
に
来
る
と
、
お
姑

し
ゅ
う
と
めさ

ん

か
ら
そ
ば
打
ち
を
習
う
の
が
し
き
た
り
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
過
疎
化
が
進
み
人
口

が
減
少
す
る
中
で
そ
ば
を
打
て
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
い
人
た

ち
に
そ
ば
打
ち
を
伝
授
し
継
承
し
て
い
く

た
め
に
、
集
落
内
で
有
志
を
募
り
平
成
16

年
に
「
大
日
向
そ
ば
活
性
化
組
合
」
を
設

立
し
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

昔
と
同
じ
よ
う
に
自
分
た
ち
で
栽
培
し

た
そ
ば
を
使
い
、
技
術
の
伝
承
を
し
な
が

ら
大
日
向
産
の
そ
ば
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
の
思
い
を
大
事
に
し
つ
つ
、
遊
休

荒
廃
地
を
解
消
す
る
た
め
、
組
合
員
が
農

機
具
を
持
ち
寄
り
、
田
畑
を
耕
し
そ
ば
を

栽
培
し
、
祭
り
を
開
催
し
て
多
く
の
人
た

ち
に
そ
ば
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
の
成
果

平
成
19
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
大
日

向
新
そ
ば
祭
り
」
で
は
、
ざ
る
そ
ば
、
お

煮
か
け
そ
ば
を
１
杯
３
０
０
円
で
販
売
し
、

約
５
０
０
食
を
完
売
。
ま
た
、
そ
ば
よ
う

か
ん
・
そ
ば
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
野
沢
菜
な
ど

の
漬
物
を
無
料
提
供
し
て
お
り
、
毎
年
地

元
集
落
は
も
と
よ
り
市
内
外
の
ひ
と
た
ち

か
ら
大
変
な
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
25
年
か
ら
上
田
市
真
田
地

域
で
開
催
し
て
い
る
「
真
田
の
郷
新
そ
ば

ま
つ
り
」
に
出
店
し
、
収
穫
し
た
そ
ば
粉

で
、
そ
ば
す
い
と
ん
の
ほ
か
、
そ
ば
ク
ッ

キ
ー
・
そ
ば
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
そ
ば

ク
レ
ー
プ
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
被
災

地
へ
の
募
金
と
し
て
、
綿
あ
め
や
ク
レ
ー

プ
を
格
安
で
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

毎
年
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇
の
列
が
出
来
て
好

評
を
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

大
日
向
そ
ば
活
性
化
組
合
は
、
今
後
も

「
無
理
な
く
・
楽
し
く
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
、な
る
べ
く
行
政
に
頼
る
こ
と
な
く
、

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
集
落
の
内
外
を
問

わ
ず
、
私
た
ち
の
地
域
と
蕎
麦
の
魅
力
を

発
信
す
る
と
共
に
、
地
域
の
特
産
果
樹
で

あ
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽
培
に
も
取
り
組

み
、
新
た
な
商
品
の
開
発
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
は
地
味
な
が
ら
も
活
気
や
魅
力
あ
ふ

れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

そ
ば
で
つ
な
が
る
集
落
活
性
化

―「
無
理
な
く
・
楽
し
く
」
活
動
中
―

●

一
之
瀬
　
勤

大
日
向
そ
ば
活
性
化
組
合

「大日向新そば祭り」のそば打ち

「大日向新そば祭り」のスタッフ

団
体
表
彰

長
野
県
上
田
市

大
日
向
そ
ば
活
性
化
組
合
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住
民
と
域
外
の

〝
椋
川
フ
ァ
ン
〞
が
村
お
こ
し

―
祭
り
な
ど
地
域
の
行
事
を
お
手
伝
い
―

●

是
永
　
宙

「
結
い
の
里
・
椋
川
」
事
務
局
担
当

滋
賀
県
高
島
市
今
津
町
椋
川
地
区
は
福

井
県
と
の
県
境
に
接
し
て
い
て
20
世
帯
40

人
ほ
ど
が
暮
ら
し
て
お
り
、「
こ
こ
に
し
か

な
い
！
」
と
い
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
特
産
物

も
な
い
普
通
の
山
里
で
す
。
ま
た
「
結
い

の
里・椋
川
」は
地
域
の
す
べ
て
の
住
民
と
、

地
域
外
の
〝
椋
川
フ
ァ
ン
〞
の
人
が
構
成

員
に
な
っ
て
、
地
域
の
行
事
の
お
手
伝
い

や
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

受
け
継
い
で
き
た
暮
ら
し
の
文
化
や
経
験

を
〝
誇
れ
る
も
の
〞〝
未
来
に
伝
え
た
い

も
の
〞
と
し
て
、
村
の
人
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
の
暮

ら
し
に
張
り
が
生
ま
れ
、
前
向
き
に
な
れ

た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、

活
動
の
中
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

村
の
人
の
思
い
や
考
え
に
寄
り
添
う

結
い
の
里
・
椋
川
の
一
番
大
き
な
取
り

組
み
が
「
お
っ
き
ん
！
椋
川
」
で
す
。「
お

っ
き
ん
！
」
で
は
集
落
を
１
日
開
放
し
て
、

村
の
中
を
思
い
思
い
に
歩
き
な
が
ら
地
元

の
人
と
交
流
で
き
ま
す
。
農
家
の
軒
先
で

は
そ
の
日
限
り
の
お
店
が
開
か
れ
、
手
作

り
の
料
理
や
手
仕
事
品
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
て
こ
の
お
祭
り
は
11
月
20

日
前
後
に
開
催
し
て
い
る
の
で
す
が
、
屋

外
イ
ベ
ン
ト
を
秋
に
企
画
す
る
な
ら
10
月

が
ベ
ス
ト
。
遅
く
と
も
文
化
の
日
に
は
や

り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
椋
川
は
日
本
海
側

の
気
候
な
の
で
、
11
月
下
旬
と
も
な
れ
ば

寒
く
な
り
、
時し

雨ぐ

れ
る
日
も
多
く
な
る
か

ら
で
す
。
そ
こ
で
村
の
人
に
10
月
開
催
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
「
霜
が
降
り
な
い
時
期

は
あ
か
ん
。
野
菜
が
う
ま
く
な
い
」
と
即

答
で
し
た
。
来
場
さ
れ
る
人
を
お
い
し
い

野
菜
で
も
て
な
し
た
い
、
と
い
う
素
朴
な

気
持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
村

の
人
が
納
得
で
き
る
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、
思
い
や
考
え
に
寄
り
添
う
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。

一
方
的
な
お
手
伝
い
に

な
ら
な
い
よ
う
に

椋
川
に
は
地
域
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
き
も
の
調
査
を

し
て
い
る
学
生
・
院
生
、
建
築
学
校
の
先

生
や
生
徒
、
仕
事
を
引
退
さ
れ
て
山
の
保

全
に
情
熱
を
傾
け
る
お
じ
さ
ん
、
等
々
。

関
わ
る
人
が
地
域
に
対
し
て
一
方
的
に
お

手
伝
い
す
る
の
で
は
な
く
、
椋
川
の
フ
ィ

ー
ル
ド
を
楽
し
み
、
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
関
わ
り
に
な

る
よ
う
に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
関
わ
り
が
長
期
間
継
続
し
ア
イ
デ

ア
も
た
く
さ
ん
出
て
く
る
良
い
循
環
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
た
ち
と
の

つ
な
が
り

地
元
の
人
も
、
い
つ
ま
で
も
活
動
を
続

け
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

苦
手
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
特
に
お
金
を

数
え
る
こ
と
！
）。
そ
こ
で
大
切
な
の
は
地

元
で
生
ま
れ
、
今
は
遠
く
で
暮
ら
し
て
い

る
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
の
存
在
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
で
き
る
だ
け
ご
家
族
の

人
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
た

お
子
さ
ん
た
ち
が
、
生
き
生
き
と
し
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
見

る
こ
と
で
、
地
元
の
暮
ら
し
の
文
化
を
再

発
見
し
、
伝
承
の
担
い
手
と
な
っ
て
も
ら

え
た
ら
、
と
願
う
か
ら
で
す
。

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
受
賞
に
つ
い
て

は
、
う
れ
し
い
気
持
ち
と
同
時
に
地
域
の

高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
地
域
の

現
状
に
複
雑
な
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
空
き
家
の
活
用
や
お
試

し
移
住
者
受
け
入
れ
な
ど
、
今
ま
で
取
り

組
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

夏休みの親子体験活動。
水田ビオトープで生きもの観察会

「おっきん！椋川」の様子。農家の玄関先
などに手料理や手仕事品が並ぶ

並んだ品物を眺めながら
誇らしげな笑顔

団
体
表
彰

滋
賀
県
高
島
市

結
い
の
里
・
椋
川
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高
知
県
室
戸
市
の
「
む
ろ
と
廃
校
水
族

館
」
は
、
２
０
０
１
年
か
ら
子
ど
も
の
声

が
消
え
た
小
学
校
を
水
族
館
に
改
修
し
、

２
０
１
８
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

室
戸
市
自
体
の
人
口
は
約
１
万
２
０
０

０
人
と
少
な
く
、
大
都
市
も
近
隣
に
は
な

い
。
ま
た
、
鉄
道
や
高
速
道
路
も
な
い
こ

と
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
集
客
に
関
し

て
心
配
さ
れ
た
。
し
か
し
、
誰
も
が
通
っ

た
小
学
校
を
活
用
し
て
い
る
点
な
ど
が
共

感
を
呼
び
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
多

く
訪
れ
、
知
名
度
は
全
国
区
と
な
っ
た
。

近
隣
に
は
定
置
網
の
組
合
が
三
つ
あ

り
、
出
荷
し
な
い
魚
や
売
れ
な
い
魚
を
も

ら
っ
て
い
る
。
魚
を
運
ぶ
時
間
も
長
く
て

10
分
程
度
で
、
都
市
部
の
水
族
館
で
搬
入

に
神
経
を
使
う
サ
バ
な
ど
も
割
と
簡
単
に

運
ば
れ
て
く
る
。
そ
の
他
に
も
、
個
人
の

漁
師
や
釣
り
人
か
ら
も
ら
っ
た
り
、
我
々

自
身
が
採
集
し
た
り
し
て
展
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
展
示
生
物
の
す
べ
て
が
室

戸
近
海
の
も
の
で
あ
り
、
今
や
全
国
ど
こ

の
水
族
館
で
も
見
ら
れ
る
ペ
ン
ギ
ン
や
カ

ワ
ウ
ソ
、
ク
ラ
ゲ
な
ど
の
展
示
は
し
て
い

な
い
。

身
の
丈
に
合
っ
た
飼
育
と
運
営

小
さ
な
小
学
校
を
改
修
し
た
水
族
館
で

あ
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
設
備
に
な
っ

て
い
る
。
教
室
内
に
水
槽
は
あ
る
が
、
見

学
者
や
車
い
す
が
通
る
こ
と
を
考
え
る
と

水
槽
の
大
き
さ
は
限
ら
れ
る
。
25
㍍
プ
ー

ル
を
大
き
な
水
槽
と
し
て
活
用
し
て
い
る

が
、
水
深
は
浅
い
。
し
た
が
っ
て
飼
育
で

き
る
種
と
サ
イ
ズ
に
は
制
限
が
あ
る
。
ま

た
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
飼
育
が
困
難
な
種
は

頑
張
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

そ
れ
で
も
室
戸
の
海
は
素
晴
ら
し
く
、

時
に
は
日
本
中
ど
の
水
族
館
に
も
い
な
い

レ
ア
も
の
が
水
槽
を
泳
い
で
い
る
こ
と
も

あ
る
。
珍
し
い
展
示
を
「
売
り
」
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢

を
貫
い
て
い
る
か
ら
か
、
珍
し
い
展
示
を

見
逃
す
ま
い
と
、
た
び
た
び
訪
れ
る
リ
ピ

ー
タ
ー
も
い
る
。

室
戸
の
魅
力
を
共
有

水
族
館
職
員
は
若
者
に
人
気
の
職
種
で

あ
る
。
室
戸
と
い
う
地
に
お
い
て
も
職
員

募
集
を
出
せ
ば
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
全

国
か
ら
履
歴
書
が
届
く
。
人
材
確
保
に
苦

戦
す
る
ど
こ
ろ
か
、
採
用
す
る
人
を
選
ぶ

の
に
苦
労
す
る
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

全
国
か
ら
学
生
た
ち
も
実
習
に
訪
れ

る
。
訪
れ
る
理
由
は
、
将
来
の
水
族
館
勤

務
を
目
指
し
て
い
た
り
、
卒
業
・
修
士
・

博
士
論
文
の
研
究
だ
っ
た
り
、
学
芸
員
実

習
だ
っ
た
り
と
多
岐
に
わ
た
る
。
専
門
学

校
や
大
学
が
な
い
室
戸
に
学
生
と
い
う
身

分
の
人
々
が
集
う
。
３
年
連
続
で
実
習
に

訪
れ
た
若
者
が
室
戸
へ
引
っ
越
し
、
漁
師

と
な
っ
て
い
る
。
室
戸
に
魅
力
を
感
じ
て

引
っ
越
し
て
き
た
我
々
は
、
彼
ら
と
室
戸

の
魅
力
を
共
感
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

喜
ん
で
い
る
。

ま
た
一
人
、
当
館
の
実
習
生
が
室
戸
で

漁
師
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
を
検
討
し
始

め
た
。
そ
の
実
習
生
に
対
し
、
か
つ
て
同

じ
よ
う
に
実
習
生
だ
っ
た
漁
師
が
、「
毎
朝
、

海
に
出
て
漁
を
し
て
い
て
も
、
実
習
生
の

時
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
漁
の
光
景
は
今
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
ぜ
ひ
漁
の
様
子

を
見
て
」
と
海
の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
。

我
々
が
室
戸
に
感
じ
て
い
た
魅
力
は
、

新
た
に
共
有
さ
れ
、
拡
散
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
今
後
も
室
戸
の
魅
力
を
発
信
し
、

伝
え
ら
れ
る
施
設
と
し
て
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

室
戸
の
海
の
魅
力
発
信

―
廃
校
活
用
に
共
感
、
全
国
区
の
知
名
度
に
―

●

若
月
　
元
樹

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
館
長

漁船に乗って定置網漁を見学する水族館実習生

25メートルプールにサメが泳ぐ

団
体
表
彰

高
知
県
室
戸
市

む
ろ
と
廃
校
水
族
館
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お
互
い
が
支
え
、

日
本
で
の
生
活
を
豊
か
に

サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
（
サ
ワ
デ
ィ
ー
は
タ

イ
語
で
『
こ
ん
に
ち
は
』）
は
、
佐
賀
県

に
住
む
タ
イ
人
や
タ
イ
が
好
き
な
人
で
つ

く
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
タ
イ
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
お
互
い
が
支
え
あ
い
、「
タ

イ
人
に
と
っ
て
『
住
ん
で
良
し
、
訪
れ
て

良
し
』
の
佐
賀
県
を
つ
く
ろ
う
」
と
２
０

１
８
年
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。「
佐
賀

に
タ
イ
タ
ウ
ン
を
つ
く
り
た
い
！
」
を
最

終
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
７
年
に

佐
賀
県
が
主
催
し
た
「
タ
イ
フ
ェ
ア
」（
現

在
の
タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
で
し
た
。

佐
賀
県
は
タ
イ
の
映
画
や
ド
ラ
マ
を
積
極

的
に
誘
致
し
、
そ
の
お
か
げ
で
タ
イ
人
観

光
客
が
増
加
。
タ
イ
の
文
化
に
触
れ
て
も

ら
い
た
い
と
、
留
学
生
を
中
心
に
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
、
タ
イ
料
理
や
タ
イ
文
字

を
習
う
ブ
ー
ス
を
企
画
し
ま
し
た
。

一
方
で
、「
タ
イ
人
同
士
が
横
の
連
携
を

つ
く
り
に
く
い
」
と
い
う
現
状
に
も
気
づ

き
ま
し
た
。
県
内
の
タ
イ
人
は
80
人
前
後

で
推
移
し
、「
タ
イ
人
会
」
の
よ
う
な
組
織

が
あ
る
か
と
思
い
き
や
、
タ
イ
人
の
多
く

が
フ
ェ
ア
で
「
初
め
ま
し
て
」。「
お
互
い

が
支
え
あ
い
、
日
本
で
の
生
活
を
豊
か
に

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
―
。
そ
の
よ
う
な
思

い
で
サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
を
設
立
し
ま
し
た
。

在
住
外
国
人
が

い
か
に
活
躍
で
き
る
か

サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
の
活
動
の
柱
は
四
つ

で
す
。
一
つ
目
は
「
タ
イ
文
化
の
発
信
」。

タ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
タ
イ

料
理
教
室
や
タ
イ
語
講
座
、
タ
イ
映
画
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
佐
賀
県
民
に
タ
イ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
生

役
は
タ
イ
人
を
中
心
に
務
め
て
も
ら
い
、

「
外
国
人
住
民
の
活
躍
の
場
」
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
祐
徳
稲
荷
神
社
（
鹿
島
市
）

で
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
派
遣
で

す
。
観
光
客
増
加
の
影
響
で
最
も
注
目
を

浴
び
た
同
神
社
。
赤
く
そ
び
え
る
本
殿
は
、

セ
ル
フ
ィ
ー
（
自
撮
り
）
好
き
の
タ
イ
人

に
と
っ
て
「
映
え
ス
ポ
ッ
ト
」。
観
光
客
向

け
に
、
神
社
の
由
来
や
ロ
ケ
場
所
を
タ
イ

語
で
紹
介
を
す
る
通
訳
ガ
イ
ド
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
神
社
を
拠
点
に
ほ
か
の
県
内

観
光
地
も
巡
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
タ
イ

語
の
観
光
マ
ッ
プ
も
作
成
し
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、「
東
京
２
０
２
０
大
会
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
お
も
て
な
し
事
業
」
で
す
。

文
化
交
流
を
契
機
に
、
佐
賀
県
は
タ
イ
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
（
ボ
ー
ト
と
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
競
技
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
逆

に
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
小

学
校
で
の
出
前
講
座
を
実
施
す
る
ほ
か
、

選
手
を
お
も
て
な
し
す
る
タ
イ
語
会
話
帳

な
ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
四
つ
目
に
力
を
入
れ
る
の
が
、

災
害
時
タ
イ
語
発
信
で
す
。
佐
賀
県
は
２

０
１
９
年
８
月
、豪
雨
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
人
に
限
ら
ず
、
外
国
人
住
民
は
災
害

に
対
す
る
知
識
も
国
ご
と
に
違
い
、
そ
し

て
言
語
の
壁
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日

本
語
が
で
き
る
タ
イ
人
や
タ
イ
語
が
で
き

る
日
本
人
で
翻
訳
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
タ

イ
語
と
や
さ
し
い
日
本
語
で
発
信
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
翻
訳
シ
ス
テ
ム
は
コ
ロ
ナ
禍

に
関
す
る
情
報
で
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、

外
国
人
も
受
給
で
き
た
特
別
定
額
給
付
金

の
申
請
に
関
す
る
タ
イ
語
資
料
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
５
３
０
回
以
上
シ
ェ
ア
さ

れ
、
５
万
１
０
０
０
人
超
に
閲
覧
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
、
タ
イ
を
モ
デ
ル
に
、
同
じ

く
ら
い
の
人
口
規
模
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
グ
ル
ー
プ
も
設
立
し
、

災
害
情
報
発
信
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
し

て
い
ま
す
。

仕
事
や
留
学
、
結
婚
な
ど
で
、
縁
あ
っ

て
佐
賀
県
に
来
て
く
れ
た
外
国
人
住
民
た

ち
。
彼
ら
に
と
っ
て
佐
賀
が
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。
大
賞
受
賞
を
機
に
、
さ
ら

に
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
佐
賀
県
の
多

文
化
共
生
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
、
メ
ン

バ
ー
た
ち
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

佐
賀
に
「
タ
イ
タ
ウ
ン
」
を

―
外
国
人
が
暮
ら
し
や
す
い
県
に
―●

山
路
　
健
造

サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
代
表

タイ人観光客が増加した祐徳稲荷神社で
翻訳ガイドボランティア

団
体
表
彰

佐
賀
県
佐
賀
市

サ
ワ
デ
ィ
ー
佐
賀
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炭
鉱
遺
構
の
魅
力
伝
え
、

活
用
保
存
に
寄
与

―
普
及
啓
発
や
除
草
清
掃
な
ど
活
発
に
活
動
―

●

陣
内
　
透

三
井
三
池
炭
鉱
万
田
坑
フ
ァ
ン
倶
楽
部
会
長

会
の
歩
み
と

会
員
の
自
信
、
誇
り
、
意
気
込
み

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
こ
れ
ま
で
の
全

会
員
の
努
力
の
結
集
と
積
み
重
ね
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
全
会
員
で
喜
び
を
分
か
ち

合
う
と
と
も
に
感
謝
し
、
自
信
と
誇
り
に

し
た
い
。
ま
た
、
本
表
彰
の
関
係
者
各
位

に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。本
会
は
、

「
三
井
三
池
炭
鉱
万
田
坑
フ
ァ
ン
倶
楽
部

（
通
称
・
万
田

坑
フ
ァ
ン
倶
楽

部
）」
と
し
て

20
年
前
に
発
足

し
て
い
る
。
そ

の
目
的
は
、
福

岡
県
大
牟
田

市
・
熊
本
県
荒

尾
市
を
中
心
に

操
業
さ
れ
て
き

た
三
井
三
池
炭

鉱
の
万
田
坑
に

関
連
す
る
炭
鉱

遺
構
を
大
切
に
し
、
そ
の
魅
力
を
広
く
伝

え
、
万
田
坑
の
活
用
保
存
に
寄
与
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

事
業
と
し
て
は
、
①
万
田
坑
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
、
観
光
案
内
に
努
め
る

②
遺
構
に
関
す
る
資
料
、
施
設
等
を
整
備

し
、
そ
の
研
修
に
努
め
る
③
市
民
意
識
の

向
上
に
努
め
、
会
員
相
互
の
交
流
親
睦
を

図
る
―
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
一
帯

は
、
か
つ
て
「
荒
尾
・
大
牟
田
石
炭
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
た
。
会
員
の
多
く

は
先
祖
代
々
何
ら
か
の
形
で
石
炭
産
業
に

関
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

三
井
三
池
地
域
の
炭
鉱
は
、
約
５
５
０

年
前
の
室
町
時
代
に
現
大
牟
田
市
の
稲
荷

山
で
石
炭
が
発
見
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
三

池
・
柳
河
藩
の
藩
営
事
業
、
明
治
政
府
の

官
営
事
業
、
三
井
の
民
営
事
業
と
そ
の
地

域
独
自
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
観
光
資
源
、

教
育
資
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
必

要
性
を
訴
え
て
き
た
。
石
炭
産
業
の
採
炭

（
宮
原
坑
、
万
田
坑
）

←

運
搬
（
専
用
鉄

道
敷
跡
）

←

輸
出
（
三
池
港
）
と
一
連
の

遺
産
が
現
存
す
る
施
設
は
日
本
で
こ
こ
し

か
な
い
と
い
う
誇
り
と
自
信
の
も
と
、
世

界
遺
産
へ
の
暫
定
登
録
、
本
登
録
へ
向
け

側
面
的
に
協
力
・
支
援
、
貢
献
し
て
き
た
。

ご
先
祖
様
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぎ
、
そ

の
情
熱
は
頑
固
な
ま
で
に
も
ガ
イ
ド
の
精

神
的
基
盤
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

訪
問
者
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信

を
よ
み
が
え
ら
せ
て
、
次
世
代
の
人
が
自

信
と
誇
り
を
持
ち
、
次
の
日
本
の
支
え
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
期
待
と
意
気

込
み
を
も
っ
て
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
遺
産
に
関
す
る

啓
発
活
動
と
主
な
取
り
組
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎
日
、
ガ
イ
ド
を
実
施
し
な
が
ら
、
世

界
遺
産
の
価
値
、
維
持
保
存
の
重
要
性
な

ど
の
普
及
啓
発
活
動
と
後
継
者
育
成
の
た

め
、
地
元
の
小
学
・
中
学
・
高
校
・
支
援

学
校
の
教
育
学
習
支
援
（
出
前
講
座
含

む
）、
小
学
生
子
供
ガ
イ
ド
育
成
の
協
力

支
援
、
小
学
生
の
た
め
の
石
炭
教
室
、
タ

ク
シ
ー
運
転
手
・
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
へ
の

教
育
研
修
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
万
田
坑
の
清
掃
、
除
草
作
業
で

の
環
境
整
備
、
防
火
訓
練
へ
の
参
加
、
山

ノ
神
大お

お

山や
ま

祇づ
み

神
社
の
御
神
札
と
注し

連め

縄
の

更
新
な
ど
で
維
持
保
存
活
動
も
行
っ
て
い

る
。「
万
田
坑
フ
ァ
ン
倶
楽
部
通
信
」
の

発
刊
に
よ
る
会
員
相
互
の
意
志
疎
通
と
団

結
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ド
能
力
向

上
の
た
め
に
独
自
計
画
の
他
、
国
、
県
、

市
が
主
催
す
る
相
互
研
修
へ
の
積
極
的
参

加
を
行
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
指
定
管
理
団
体
・
荒
尾
市
観

光
協
会
と
連
携
し
、
全
国
か
ら
の
見
学
者

に
荒
尾
市
の
観
光
名
所
や
名
産
（
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
の
荒
尾
干
潟
、
辛
亥
革
命

を
支
援
し
た
宮
崎
四
兄
弟
の
生
家
、
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
、
小
代
焼
、
有
明
海の

苔り

、
荒

尾
梨
な
ど
）
を
紹
介
し
、
知
名
度
と
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
を
図
っ
て
ふ
る
さ
と
創
生
・

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

万田坑内の山ノ神祭祀施設の注連縄を交換

地元の荒尾岱志高校で講義

団
体
表
彰

熊
本
県
荒
尾
市

三
井
三
池
炭
鉱
万
田
坑
フ
ァ
ン
倶
楽
部
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荒
れ
て
い
く
里
山
を
何
と
か
し
た
い

お
そ
ら
く
、
日
本
全
国
の
中
山
間
地
域

の
近
年
の
共
通
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た

耕
作
地
林
野
や
住
宅
地
周
辺
の
荒
廃
で
す
。

特
に
九
州
は
竹
林
が
多
く
、
こ
の
竹
は
管

理
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
土
地
で
ど
ん
ど
ん

侵
食
を
続
け
、
民
家
に
も
迫
っ
て
き
ま
す
。

「
な
が
た
に
振
興
協
議
会
」
は
、
大
分

県
中
部
に
位
置

す
る
豊
後
大
野

市
犬
飼
町
の
山

間
地
域
旧
小
学

校
区
の
住
民
自

治
活
動
組
織
で

す
。
高
齢
化
率

が
60
％
に
達
す

る
当
地
域
の
振

興
と
活
性
化
を

目
的
に
、
６
年

前
の
平
成
27
年

に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、

様
々
な
課
題
に

対
応
し
て
い
く
中
で
、
我
々
が
子
供
の
頃

は
奇
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
た
里
山
が
荒

廃
し
て
い
る
状
況
を
何
と
か
せ
ね
ば
、
と

の
強
い
思
い
か
ら
里
山
の
整
備
活
動
を
４

年
前
に
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
数
人
が
中
心

と
な
り
、
市
や
県
の
関
係
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
委
託
事
業
を
活
用
し
て
里
山
（
竹

林
）
の
実
態
調
査
か
ら
始
め
、
竹
の
伐
採

と
チ
ッ
プ
化
処
理
、
発
生
し
た
竹
チ
ッ
プ

の
堆
肥
化
活
用
試
行
を
行
い
ま
し
た
。

荒
廃
し
て
い
く
里
山
の
中
で
あ
き
ら
め

ム
ー
ド
で
過
ご
し
て
い
た
地
域
の
人
た
ち

に
、
こ
の
小
さ
な
試
行
活
動
が
刺
激
を
与

え
た
の
で
す
。
地
域
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

竹
の
伐
採
整
備
の
要
望
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
自
治
委
員
や
各
組
織
世
話
人
な
ど
地

域
の
責
任
者
も
関
心
を
持
ち
、
自
治
区
単

位
や
公
共
施
設
単
位
で
竹
の
伐
採
整
備
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

竹
の
資
源
化
が
大
き
な
動
き
に

翌
年
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
を
推
進
す
る

豊
後
大
野
市
は
、
竹
チ
ッ
プ
燃
料
ボ
イ
ラ

ー
を
備
え
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ハ
ブ
施
設
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
に

当
協
議
会
で
作
成
し
た
竹
チ
ッ
プ
燃
料
の

供
給
す
る
こ
と
で
、
資
源
化
に
向
け
た
好

循
環
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
年
前
に
総
務
省
の
「
過
疎

地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援

事
業
」
を
活
用
し
て
、
里
山
の
竹
の
伐
採

と
そ
の
活
用
に
か
か
る
機
械
・
施
設
を
整

備
。
さ
ら
に
竹
を
パ
ウ
ダ
ー
化
し
て
新
た

な
用
途
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
▽
伐
採
竹
か
ら
竹
チ
ッ
プ
堆
肥
を
作

り
、
地
域
内
の
お
米
や
野
菜
の
有
機
肥
料

と
し
て
活
用
▽
市
の
施
設
に
竹
チ
ッ
プ
燃

料
を
安
定
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
▽

竹
の
パ
ウ
ダ
ー
を
米
ぬ
か
と
混
ぜ
た
新
規

酵
素
風
呂
の
商
業
運
用
―
な
ど
で
す
。

竹
チ
ッ
プ
堆
肥
は
お
い
し
い
野
菜
や
お

米
が
で
き
る
と
評
判
が
広
が
り
、
昨
年
度

は
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
好
評
で
し

た
。
今
後
も
竹
チ
ッ
プ
堆
肥
の
生
産
量
を

増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
里
山
整
備
の
竹
伐
採
と
竹

の
活
用
事
業
は
、
地
域
内
に
様
々
な
複
合

効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
地

域
内
の
各
自
治
区
を
越
え
た
交
流
は
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
事
業
に
よ
り
地

域
間
の
協
力
体
制
や
交
流
が
深
ま
り
、
新

た
に
始
め
た
高
齢
者
対
象
の
体
操
教
室

（
週
１
回
）
も
旧
小
学
校
区
内
全
域
か
ら

人
が
集
ま
り
、
健
康
増
進
や
高
齢
者
の
交

流
の
場
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
竹
チ
ッ
プ
堆
肥
の
新
用
途

と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
竹
チ

ッ
プ
有
機
堆
肥
を
使
っ
た
モ
リ
ン
ガ
（
ス

ー
パ
ー
フ
ー
ド
）
の
試
行
栽
培
を
小
規
模

な
が
ら
始
め
、
今
後
は
栽
培
量
を
増
や
し

て
い
く
計
画
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
里
山
整
備
の
竹
伐
採
と
竹

の
活
用
方
法
を
絶
え
ず
模
索
し
な
が
ら
発

展
さ
せ
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
っ
か
い
も
の
の
竹
か
ら
里
山
を
守
る

―
地
域
内
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
と
地
域
活
性
化
―

●

甲
斐
　
照
昭

な
が
た
に
振
興
協
議
会
地
域
支
援
員

竹チップと鶏ふんを重機で混ぜて竹チップ堆肥を作成

地域内の市道脇の竹やぶ伐採作業

団
体
表
彰

大
分
県
豊
後
大
野
市

な
が
た
に
振
興
協
議
会
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ひ
ま
わ
り
の
ま
ち

北
竜
町
は
北
海
道
空
知
北
部
に
位
置

し
、
人
口
は
１
７
５
６
人
（
令
和
３
年
１

月
１
日
現
在
）
で
す
。
農
業
が
基
幹
産
業

の
町
で
、
特
に
稲
作
で
は
町
内
の
米
生
産

組
合
が「
生
産
情
報
公
表
農
産
物
Ｊ
Ａ
Ｓ
」

を
導
入
し
、
安
全
性
へ
の
高
い
こ
だ
わ
り

を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
町
の
花
・
ひ
ま
わ
り
が
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
民
に
深
く
愛
さ
れ
、

と
も
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
」
を
目
指
す
き
っ

か
け
は
、
昭
和
54
年
に
農
協
職
員
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
視
察
し

た
と
き
、
上
空
か

ら
見
た
、
一
面
に

広
が
る
ひ
ま
わ
り

畑
の
美
し
さ
に
驚

い
た
こ
と
で
す
。

ひ
ま
わ
り
は
景

観
だ
け
で
な
く
、

食
用
油
と
し
て
も

適
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
翌
年

に
は
町
内
で
ひ
ま

わ
り
を
栽
培
し
、

搾
油
し
て
販
売
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
栽
培
は
現
在
も
継
続
し
て
お

り
、
２
０
０
万
本
を
作
付
け
す
る
「
ひ
ま

わ
り
の
里
」
は
、
毎
年
30
万
人
ほ
ど
が
訪

れ
る
観
光
地
に
成
長
し
ま
し
た
。

他
方
、
ひ
ま
わ
り
油
（
ハ
イ
リ
ノ
ー
ル

タ
イ
プ
）
の
生
産
・
販
売
は
加
工
施
設
の

老
朽
化
等
に
よ
り
平
成
15
年
に
や
む
な
く

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
ま
わ

り
を
使
っ
た
特
産
品
の
復
活
を
望
む
声
は

多
く
、
平
成
28
年
に
「
北
竜
町
ひ
ま
わ
り

油
再
生
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
ひ
ま
わ

り
油
復
活
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動

き
出
し
ま
し
た
。

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ひ
ま
わ
り
油
再
生
の
プ
ロ
セ
ス
は
決
し
て

平
た
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
産
面
で
は
、
油
糧
用
品
種
の
コ
バ
ル

ト
Ⅱ
（
ハ
イ
オ
レ
イ
ッ
ク
種
）
の
播は

種し
ゅ

時

期
や
生
産
管
理
な
ど
に
関
す
る
知
見
に
乏

し
か
っ
た
た
め
、
搾
油
委
託
先
の
「
ひ
ま

わ
り
工
房
北
の
耀か

が
やき
」
か
ら
技
術
支
援
を

受
け
、
さ
ら
に
農
協
や
生
産
者
、
大
学
の

協
力
も
得
て
、
当
町
に
適
応
し
た
播
種
時

期
や
施
肥
量
、
株
間
や
畝う

ね

間
の
調
整
、
収

穫
適
期
な
ど
を
整
理
し
た
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
ま
し
た
。

品
質
管
理
に
お
い
て
は
、
油
脂
の
品
質

指
標
で
あ
る
「
酸
価
」
を
満
た
す
原
料
生

産
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
大
学
と
の
共
同

研
究
で
栽
培
日
数
と
収
穫
時
期
と
の
相
関

性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

研
究
成
果
で
あ
る
簡
易
分
析
法
を
活
用

し
、
品
質
劣
化
の
低
減
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ

の
技
術
支
援
に
よ
り
、
高
品
質
な
ひ
ま
わ

り
油
の
製
造
が
実
現
し
ま
し
た
。

流
通
・
消
費
面
で
は
、
町
内
外
で
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
販
路
開
拓
が
求
め

ら
れ
、「
食
卓
に
１
本
の
ひ
ま
わ
り
油
か

ら
北
竜
町
の
壮
大
な
ひ
ま
わ
り
畑
を
思
い

起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
願
い
を
込

め
、
商
品
の
魅
力
発
信
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開

生
産
面
で
は
、
圃ほ

場
の
水
は
け
や
病
気

と
収
量
・
製
品
品
質
と
の
相
関
性
が
認
め

ら
れ
た
た
め
、
高
品
質
か
つ
安
定
し
た
原

料
生
産
体
制
の
確
保
に
向
け
、
地
元
生
産

者
だ
け
で
な
く
産
地
間
連
携
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

販
売
面
で
は
、
ネ
ッ
ト
通
販
や
百
貨
店

へ
の
販
路
拡
大
を
通
じ
て
ひ
ま
わ
り
油
の

Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

普
及
啓
発
と
し
て
は
、
地
元
食
材
を
活

用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
提
案
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
角
化
の
追
求
に
も
ま
い
進
し
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者

の
総
意
と
し
て
、
再
生
を
果
た
し
た
ひ
ま

わ
り
油
を
二
度
と
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

官
民
連
携
で
ひ
ま
わ
り
油
を
再
生

―
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
取
り
組
み
―

●

佐
野
　
豊

北
海
道
北
竜
町
長

ひまわりの種の収穫

北竜町のひまわり油関連商品

地
方
自
治
体
表
彰

北
海
道
北
竜
町

北
海
道
北
竜
町
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信
州
発
の
ブ
ラ
ン
ド
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

長
野
県
に
は
、豊
か
な
自
然
や
農
産
物
、

伝
統
的
工
芸
品
な
ど
の
地
域
資
源
が
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
優
位
性
を
活
か

し
た
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
２
０
０
８
年
に
商
品
の
企
画
か
ら

製
造
・
販
売
ま
で
一
貫
支
援
す
る
「
地
域

資
源
製
品
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
長

野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
環
境
・
情

報
技
術
部
門
内
（
松
本
市
）
に
創
設
し
ま

し
た
。

当
時
、
長
野
県
の
地
域
産
業
を
活
性
化

し
、
国
内
外
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
力
強

い
戦
略
と
し
て
、「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
世
界
へ
」
を
合
言
葉
に
、

県
が
策
定
し
た
長
野
県
産
業
振
興
戦
略
プ

ラ
ン
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

信
州
の
豊
か
な
地
域
資
源
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
他
に
は
な
い
地
域
な
ら
で
は
の

魅
力
を
持
っ
た
商
品
、
そ
し
て
強
い
ブ
ラ

ン
ド
が
生
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
は「
つ

く
る
」「
伝
え
る
」「
届
け
る
」
の
ビ
ジ
ネ

ス
全
体
を
動
か
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
等
の
専
門
家
と
力
を
合
わ
せ
て

共
創
す
る
場
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
民
間
経
験
を
有
す
る
「
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
も
と
、
商
品
や
販
売
促

進
の
デ
ザ
イ
ン
実
務
が
で
き
る
「
デ
ザ
イ

ン
専
門
支
援
員
」
と
、
長
野
県
工
業
技
術

総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
と
も
に
、
専
門

家
と
連
携
し
て
、
各
事
業
主
の
目
的
や
状

況
に
応
じ
て
、
最
適
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
編

成
し
、
事
業
主
の
想
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
商
品
化
の
道
筋
を
描
い
て
い
き
ま
す
。

信
州
か
ら
発
す
る
商
品
の
付
加
価
値
向

上
と
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
を
推
進
し
て
、
長

野
県
の
地
域
産
業
の
強
化
・
発
展
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を

「
喜
ば
れ
る
商
品・
ブ
ラ
ン
ド
」
に
！

活
動
開
始
後
の
12
年
間
に
４
２
０
件
の

商
品
化
を
支
援
し
、
長
野
県
の
新
た
な
商

品
・
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
し
て
い
ま
す
。
代

表
的
な
３
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

・
೶
࢈
෺
Λ
׆
༻
͠
ͨ

ủ
ఱ
ཾ
ଜ
の
೶
࢈
Ճ
޻
඼
γ
Ϧ
ồ
ζ
Ứ

天
龍
村
は
長
野
県
最
南
端
の
村
で
、
同

村
で
栽
培
し
た
お
茶
や
ゆ
ず
な
ど
の
特
産

品
を
活
か
し
、「
ゆ
ず
果
汁
」「
ゆ
ず
胡
椒
」

な
ど
の
ゆ
ず
加
工
品
、「
若
蒸
し
茶
」「
焙

煎
茶
」
な
ど
の
お
茶
シ
リ
ー
ズ
、
さ
ら
に

ゆ
ず
や
お
茶
を
練
り
込
ん
だ
「
そ
ば
」「
う

ど
ん
」
な
ど
15
品
に
広
が
り
ま
し
た
。
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
販
売

も
始
ま
り
販
路
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

・
఻
౷
త
޻
ܳ
඼
の
ٕ
͔
Β

৽
ͨ
ͳ
Ձ
஋
Λ
૑
଄
͠
ͨ

ủ
ೆ
໦
ી
Ζ
͘
Ζ
ε
ϐ
ồ
Χ
ồ
Ứ

南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
は
国
の
伝
統
的
工

芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ろ
く
ろ
細

工
技
術
に
よ
る
ス
ピ
ー
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

開
発
支
援
と
高
音
域
を
分
担
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
と
低
音
域
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
大
型

の
金
属
フ
レ
ー
ム
で
接
合
す
る
構
造
を
考

案
し
て
商
品
化
し
ま
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
オ

マ
ニ
ア
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
؍
ޫ
ࢿ
ݯ
Λ
׆
͔
͠
ͨ

ủ
ϋ
α
Π
μ
ồ
Ứ

映
画
「
黒
部
の
太
陽
」
の
舞
台
・
大
町

市
か
ら
の
相
談
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同

市
か
ら
黒
四
ダ
ム
に
通
じ
る
関
電
ト
ン
ネ

ル
内
の
破
砕
帯
か
ら
出
る
湧
き
水
で
作
っ

た
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
で
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
喜
ば
れ
る
商
品
・
ブ
ラ
ン
ド
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１

５
年
３
月
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト

ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
、
２
０
１
９
年
10
月
に

は
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
伝
統
的
工
芸

品
産
業
功
労
者
等
「
関
東
経
済
産
業
局
長

賞
」、
２
０
２
１
年
１
月
に
は
ふ
る
さ
と

づ
く
り
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

信
州
発
の
新
た
な
商
品
づ
く
り
を
支
援

―
原
点
は
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
を
世
界
へ
」―

●

五
味
　
英
紀

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
資
源
製
品
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

破砕帯からの湧き水で
作ったご当地サイダー

デスクトップ型ろくろスピーカー

天龍村特産加工品シリーズ

地
方
自
治
体
表
彰

長
野
県

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
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三
重
県
い
な
べ
市
の
「
楽
器
寄
附
ふ
る

さ
と
納
税
」
は
、
休
眠
楽
器
の
寄
付
を
受

け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
全
国
初
の
取
り
組
み
で
す
。

全
国
に
眠
る
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
楽
器

を
寄
付
し
て
も
ら
い
、
楽
器
が
不
足
し
て

い
る
学
校
や
音
楽
団
体
に
届
け
て
い
ま
す
。

楽
器
の
種
類
や
型
番
な
ど
に
よ
る
１
次
査

定
を
経
て
、
現

物
に
よ
る
最
終

査
定
が
行
わ

れ
、
そ
の
査
定

額
が
寄
付
額
と

な
り
税
金
控
除

さ
れ
ま
す
。
査

定
額
に
納
得
し

て
も
ら
え
れ
ば

寄
付
は
成
立

し
、
楽
器
は
学

校
な
ど
に
届
け

ら
れ
ま
す
。

楽
器
寄
附
ふ

る
さ
と
納
税
に
は
返
礼
品
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
代
わ
り
、
生
徒
直
筆
の
お
礼
の

手
紙
を
送
る
と
と
も
に
、
寄
付
楽
器
を
使

用
し
た
演
奏
会
に
招
待
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
応
援
し
た
い
ま
ち
に
寄
付
す

る
」
と
い
う
本
来
の
目
的
を
捉
え
た
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

創
設
の
き
っ
か
け

楽
器
寄
附
ふ
る
さ
と
納
税
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、
い
な
べ
市
立
大
安
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
楽
器
不
足
で
す
。
慢
性
的
な
楽

器
不
足
に
困
っ
て
い
た
た
め
、
平
成
29
年

10
月
に
校
長
か
ら
市
に
吹
奏
楽
部
の
活
動

を
維
持
す
る
た
め
の
楽
器
購
入
予
算
確
保

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
限
ら

れ
た
学
校
予
算
の
中
で
、
特
定
の
部
活
動

だ
け
に
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活

用
し
楽
器
を
集
め
る
方
法
の
検
討
や
、
平

成
28
年
度
か
ら
楽
器
物
納
実
績
の
あ
る
千

葉
県
松
戸
市
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、「
楽
器
の
寄
付
（
物
納
）」
と
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
組
み
合
わ
せ
た
制
度
を
発

案
し
ま
し
た
。

共
感
を
呼
ぶ
ふ
る
さ
と
納
税

平
成
30
年
10
月
10
日
か
ら
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
寄
付
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

し
た
。
同
月
末
ま
で
に
99
件
も
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
32
件
の
寄
付
が
成

立
し
ま
し
た
。
通
常
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
率
が
１
％
に
も
満
た
な
い

の
に
対
し
、
こ
の
取
り
組
み
で
は
約
60
％

か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
て
い
ま
す
。

「
私
も
学
生
時
代
に
楽
器
が
な
く
て
苦

労
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
お
役
に
た
て
れ

ば
幸
い
で
す
」「
中
学
生
の
時
に
使
っ
て

い
て
長
い
間
眠
ら
せ
て
い
た
楽
器
。
こ
の

楽
器
寄
附
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
再
び
吹

い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
う
れ
し
い
」な
ど
、

た
く
さ
ん
の
寄
付
者
に
共
感
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

共
感
が
広
が
っ
た
の
は
寄
付
者
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
な
べ
市
と
同
じ
よ
う

に
、
吹
奏
楽
部
の
楽
器
不
足
に
困
っ
て
い

た
自
治
体
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
令
和
２
年
12
月
末
時
点
で
16

市
町
が
こ
の
制
度
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
寄
付
者
を
招
待
し
た
演
奏

会
を
６
回
行
い
、
出
席
者
は
20
人
を
超
え

て
い
ま
す
。近
隣
で
は
愛
知
県
や
滋
賀
県
、

遠
く
は
埼
玉
県
か
ら
足
を
運
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
の
手
紙
に
返
信
を

頂
い
て
学
校
と
寄
付
者
間
の
や
り
と
り
が

始
ま
る
な
ど
、
関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

楽
器
寄
附
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、「
楽

器
が
足
り
な
い
」
と
い
う
学
校
の
困
り
ご

と
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
寄
付
者
や

そ
の
家
族
が
大
切
に
し
て
い
た
楽
器
へ
の

想
い
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
と
い
う
新
し

い
寄
付
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
感

謝
の
気
持
ち
を
創
造
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
し

学
校
に
楽
器
寄
付

―
眠
っ
て
い
た
音
色
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
―

●

小
林
　
真
歩

三
重
県
い
な
べ
市
企
画
部
政
策
課
主
事

市立中学校での第 1号楽器贈呈式

専用ホームページ

地
方
自
治
体
表
彰

三
重
県
い
な
べ
市

三
重
県
い
な
べ
市
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奈
良
県
生
駒
市
は
、
大
都
市
近
郊
の
住

宅
都
市
と
し
て
、
市
民
の
高
い
参
画
意
識

（
＝
市
民
力
）
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
平
成
26
年
３
月
に
は
環
境
モ

デ
ル
都
市
に
、
令
和
元
年
７
月
に
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
核
と
な
る
施
策
と
し
て
、
自
治
体

新
電
力
「
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
株
式
会
社

（
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
）」
に
よ
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
は
、
平
成
29
年
７

月
の
設
立
以
来
、
着
実
に
事
業
を
拡
大
。

令
和
２
年
11
月
に
は
「
い
こ
ま
市
民
パ
ワ

ー
中
長
期
計
画
２
０
２
１
」
を
策
定
し
、

電
力
事
業
の
安
定
収
益
を
ベ
ー
ス
に
地
域

課
題
解
決
と
市
民
活
躍
の
受
け
皿
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
を
目
指
す
こ
と
を

掲
げ
ま
し
た
。

電
力
供
給
の
拡
大
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
獲
得

自
治
体
新
電
力
の
主
た
る
意
義
と
し

て
、
地
域
内
資
金
循
環

に
よ
る
経
済
効
果
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
い
こ
ま

市
民
パ
ワ
ー
は
、
地
域

の
電
力
会
社
と
し
て
着

実
に
供
給
先
を
拡
大

し
、
令
和
２
年
９
月
に

は
家
庭
へ
の
供
給
も
開

始
し
ま
し
た
。
令
和
２

年
度
に
は
年
間
約
４
・
４
億
円
の
売
り
上

げ
を
見
込
む
な
ど
、
そ
の
地
域
経
済
付
加

価
値
は
大
き
く
、
今
後
の
事
業
継
続
・
拡

大
と
と
も
に
さ
ら
な
る
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

電
源
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
太
陽
光
発

電
な
ど
の
電
力
を
優
先
的
に
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
出
資
団
体
で

も
あ
る
一
般
社
団
法
人
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー

生
駒
が
１
０
０
％
市
民
出
資
で
設
置
・
運

営
す
る
太
陽
光
発
電
等
の
電
力
に
加
え
、

令
和
元
年
度
に
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

か
ら
の
電
力
調
達
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
約
10

％
に
向
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
駒
市
内
に
民
間
主
導
で
非

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制
度
）
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
が
新
設
さ
れ
る
計
画
が
あ

り
、
実
現
す
れ
ば
、
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率
は
約
40
％

に
向
上
す
る
見
込
み
で
す
。
電
力
の
地
産

地
消
が
進
む
こ
と
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

（
災
害
へ
の
対
応
力
）
向
上
に
も
資
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
の
複
合
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
と
連
携

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
の
電
力
小
売
事
業

の
収
益
は
、
株
主
へ
配
当
せ
ず
、
す
べ
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
地
域
に

還
元
し
ま
す
。
平
成
31
年
１
月
に
は
、
市

内
全
小
学
校
に
登
下
校
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
た
後
、
新
１
年
生
を
対
象
に
１

学
期
間
の
利
用
料
を
補
助
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
継
続
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
安
全
安
心

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
駒
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

中
核
と
な
る
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
自
治

会
館
な
ど
の
地
域
拠
点
に
移
動
販
売
、
不

用
品
の
交
換
・
共
有
、
資
源
ご
み
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
、
健
康
づ
く
り
と
い
っ
た
機

能
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
「
１
０
０

の
複
合
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
お
り
、
い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
と
も

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生

駒
市
の
地
形
は
坂
が
多
く
、
高
齢
化
と
と

も
に
車
の
運
転
も
困
難
な
人
が
増
え
る
中

で
、
徒
歩
圏
に
便
利
な
生
活
拠
点
を
整
備

す
る
と
い
う
、
根
本
的
な
移
動
支
援
と
な

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

〝
選
ば
れ
る
電
力
会
社
〞

〝
ま
ち
づ
く
り
会
社
〞
へ
の
展
望

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
と
し
て
は
、
電
気

料
金
の
価
格
設
定
だ
け
で
な
く
、
環
境
価

値
の
高
い
電
力
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
収
益
還
元
す
る
電
力
会
社
と
し
て

認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、「
ま
ち
づ
く
り
力
」

「
環
境
価
値
」
で
広
く
市
民
に
〝
選
ば
れ

る
電
力
会
社
〞
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
展
望
と
し
て
、
い

こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
が
市
民
参
画
の
場
づ
く

り
な
ど
も
担
う
〝
ま
ち
づ
く
り
会
社
〞
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
治
体
新
電
力
で
資
金
循
環
を
促
進

―
地
域
課
題
解
決
、
市
民
活
躍
の
受
け
皿
に
―

●

木
口
　
昌
幸

奈
良
県
生
駒
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課
主
幹

市民共同発電所 4号機
（市民エネルギー生駒）

100の複合型コミュニティ

地
方
自
治
体
表
彰

奈
良
県
生
駒
市

奈
良
県
生
駒
市
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多
様
な
「
人
財
」
集
積
、

新
た
な
挑
戦
へ

―
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
先
進
地
―

●

影
治
　
信
良

徳
島
県
美
波
町
長

徳
島
県
美
波
町
は
四
国
の
東
南
部
に
位

置
し
、
通
称
「
四
国
の
右
下
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
海
山
川
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

ま
っ
た
太
平
洋
沿
岸
の
町
で
す
。
人
口
は

約
６
５
０
０
人
で
高
齢
化
率
48
％
と
、
地

方
で
よ
く
み
ら
れ
る
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
23
年
に

徳
島
県
主
導
で
始
ま
っ
た
の
が
「
と
く
し

ま
集
落
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
こ

の
う
ち
、
テ
レ
ビ
地
上
波
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
目
的
で
敷
設
さ
れ
た
光
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
首
都
圏

の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
扱
う
企
業
を

誘
致
す
る
「
徳
島
県
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
た
の
が
、

本
町
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘

致
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
増
加

現
在
で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
す
が
、
当
時
は
企

業
の
地
方
進
出
に
行
政
と
し
て
携
わ
る
手

法
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
全
て
が
手

探
り
の
状
況
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
徳
島
県
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
首
都
圏
の
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
企
業
を
対
象
と
し
た

視
察
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
、
幸
運
に
も
本
町
へ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
進
出
第
１
号
と
な
る
企
業
が
含
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。
　

進
出
へ
の
準
備
を
行
う
中
で
、
都
市
部

の
民
間
企
業
が
持
つ
様
々
な
課
題
や
ア
イ

デ
ア
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
で
き
、ま
た
、

当
時
は
企
業
の
地
方
進
出
が
珍
し
か
っ
た

こ
と
か
ら
様
々
な
関
係
団
体
の
支
援
も
あ

り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

誘
致
当
初
は
、
優
秀
な
人
材
獲
得
の
た

め
の
Ｐ
Ｒ
や
、
社
員
の
福
利
厚
生
と
し
て

の
役
割
な
ど
、
働
く
人
に
着
目
し
た
ニ
ー

ズ
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
そ

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
る
機
会
は
あ
り
ま

す
が
、
近
年
は
特
に
、
企
業
が
保
有
す
る

技
術
を
生
か
し
て
地
域
課
題
を
解
決
で
き

な
い
か
、
と
い
っ
た
相
談
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
町
に
お
け
る
地
域
課
題
を
テ

ー
マ
に
、
総
務
省
の
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

創
出
支
援
事
業
」
や
国
土
交
通
省
の
「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
」
な
ど
の
公

募
に
対
し
、
産
官
学
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
結
ん
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
、
独
立
行
政
法
人
情

報
処
理
推
進
機
構
が
選
定
す
る
「
地
方
版

Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」
へ
の
加
入
に
つ
な
が

っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
の
過
疎
地
で
あ
る
本
町
が
、
誘
致

事
業
を
進
め
る
中
で
得
た
企
業
の
最
先
端

技
術
や
理
念
は
、
今
後
の
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
上
で
十
分
強
み
に
な
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

に
ぎ
や
か
な
過
疎
の
町
を
宣
言

約
10
年
間
に
わ
た
っ
て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
を
続
け
て
き
た
結
果
、
近
年

は
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

に
伴
い
、
様
々
な
技
術
や
ス
キ
ル
を
持
っ

た
多
様
な
「
人
財
」
の
集
積
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
視
察
に
訪
れ

た
あ
る
大
学
教
授
が
そ
の
様
子
を
捉
え
、

「
高
齢
化
が
進
ん
だ
過
疎
の
町
な
ん
だ
け

ど
、
な
ん
だ
か
に
ぎ
や
か
な
町
だ
よ
ね
」

と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
発

端
と
な
り
、「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
の
町
【
に

ぎ
や
か
そ
】」
宣
言
を
平
成
30
年
12
月
に

行
い
ま
し
た
。

昨
今
の
情
勢
下
で
も
、
多
様
な
人
財
が

つ
な
が
っ
て
新
し
い
挑
戦
を
継
続
し
、
絶

え
ず
循
環
す
る
、
持
続
可
能
な
地
域
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「にぎやかそ」のロゴ

サテライトオフィス進出企業、美波町職員、
徳島県職員の意見交換会

美波町・大浜海岸の遠景

地
方
自
治
体
表
彰

徳
島
県
美
波
町

徳
島
県
美
波
町
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国
の
重
要
文
化
財
で
、
松
山
市
の
宝
で

あ
る
公
衆
浴
場
「
道
後
温
泉
本
館
」
は
、

明
治
27
年
の
改
築
か
ら
１
２
５
年
以
上
が

経
過
し
、
長
く
維
持
・
活
用
し
て
い
く
た

め
に
は
大
規
模
な
修
理
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
17
年
度
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
計
画

で
は
、
営
業
し
な
が
ら
の
工
事
で
11
年
を

要
す
る
と
さ
れ
、
地
元
観
光
事
業
者
は
地

域
経
済
へ
の
影
響
の
不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、歴
史
あ
る
道
後
温
泉
に
、

当
時
は
ま
だ
全
国
的
に
も
少
な
か
っ
た

「
ア
ー
ト
」
を

取
り
入
れ
、
新

た
な
魅
力
を
発

信
し
た
い
と
い

う
地
元
の
思
い

の
発
露
と
し

て
、
平
成
26
年

に
道
後
温
泉
本

館
の
改
築
１
２

０
周
年
を
記
念

し
た
ア
ー
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
道
後
オ
ン
セ

ナ
ー
ト
２
０
１

４
」
を
開
催
し
た
。

様
々
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
道
後
温
泉
の

歴
史
や
人
に
触
れ
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
て
制
作
し
た
ア
ー
ト
作
品
を
温

泉
街
に
点
在
さ
せ
、
ま
ち
歩
き
を
し
な
が

ら
楽
し
め
る
鑑
賞
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
温
泉
と
い
う
地
域
資
源
に

ア
ー
ト
を
掛
け
合
わ
せ
た
道
後
温
泉
の
新

た
な
魅
力
を
創
出
し
、
発
信
し
た
。

地
元
観
光
事
業
者
や
ア
ー
ト
・
演
劇
に

係
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
若
手
ク
リ
エ
ー
テ

ィ
ブ
チ
ー
ム
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
活
発
な
意
見
交
換
が
生
ま
れ
、
ア
ー

ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
地
域
へ
の
理
解
や

興
味
が
広
が
る
と
と
も
に
、
地
域
の
経
験

値
と
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
広
げ
て
き
た
。

ま
た
、
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
４

以
降
も
ア
ー
ト
事
業
を
継
続
し
て
展
開
す

る
こ
と
で
、
女
性
や
若
者
な
ど
新
た
な
客

層
の
獲
得
に
つ
な
げ
、
ま
ち
と
し
て
保
存

修
理
工
事
を
乗
り
越
え
る
機
運
を
高
め
て

き
た
。

ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
元
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
２
月
ま

で
の
会
期
で
開
催
し
た
「
日
比
野
克
彦
×

道
後
温
泉
道
後
ア
ー
ト
２
０
１
９
・
２

０
２
０
『
ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』」
で
は
、
監
修
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
長
の

日
比
野
克
彦
さ
ん
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
鑑

賞
中
心
だ
っ
た
取
り
組
み
を
、
地
元
住
民

や
観
光
客
が
体
験
で
き
る
「
参
加
型
」
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
、「
ひ
み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地
（
交

流
拠
点
）
を
つ
く
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
広
く
公
募
を
行
い
、
障
が
い
の
有
無

や
世
代
、
性
別
、
国
籍
な
ど
を
超
え
た
、

多
様
な
人
々
に
開
か
れ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
。
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域
の
内
部
か
ら
ア

ー
ト
を
育
て
、
道
後
温
泉
に
深
い
愛
着
を

持
ち
、
交
流
す
る
人
の
環
を
広
げ
て
い
る
。

ア
ー
ト
事
業
の
広
が
り

令
和
６
年
12
月
末
の
保
存
修
理
完
了
に

向
け
、
営
業
し
な
が
ら
の
工
事
が
続
く
道

後
温
泉
本
館
で
は
、
手
塚
治
虫
の
「
火
の

鳥
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
道
後

R
EBO

R
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
、
建

物
の
半
分
を
覆
う
工
事
用
仮
設
物
に
巨
大

な
火
の
鳥
と
道
後
温
泉
の
歴
史
絵
巻
を
描

き
、「
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ー
ト
」
と
し
て
期

間
限
定
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ア
ー
ト
事
業
の
継
続
的
な
実

施
に
よ
っ
て
、「
道
後
温
泉
×
ア
ー
ト
」

と
い
う
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
獲
得

し
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
人
が
集
い
、
語
ら

い
、
交
流
す
る
新
た
な
「
道
後
ら
し
さ
」

の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
が
観
光
地
に
も
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
が
、
引
き
続
き
地
域
と
共
に
「
道
後

温
泉
ら
し
さ
」
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

温
泉
街
に
ア
ー
ト
取
り
入
れ
魅
力
発
信

―
新
た
な
「
道
後
温
泉
ら
し
さ
」
を
創
出
―

●

岡
田
　
直
人

松
山
市
産
業
経
済
部
道
後
温
泉
事
務
所

道後温泉本館ラッピングアート　©TEZUKA PRODUCTIONS

交流拠点「ひみつジャナイ基地」

地
方
自
治
体
表
彰

愛
媛
県
松
山
市

愛
媛
県
松
山
市
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イ
ベ
ン
ト
は
続
け
る
こ
と
が
重
要

「
い
い
街
っ
て
ど
ん
な
街
？
　
そ
れ
は

『
自
分
の
住
む
街
が
好
き
だ
』
と
言
え
る

人
が
た
く
さ
ん
住
む
街
」

私
の
原
点
は
「
秩
父
が
大
好
き
」
な
こ

と
。
こ
の
こ
と
が
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
行

っ
て
き
た
街
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
私
の
中
に
ず
っ
と
あ
り
続
け
て
き
た
。

約
40
年
前
、
商
店
街
が
疲
弊
し
始
め
、

何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
に
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
を
強
く
感
じ

始
め
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
あ
る
勉
強

会
や
地
域
の
商
店
街
と
の
人
た
ち
と
の
交

流
の
中
で
、
そ
の
何
か
を
始
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
中
、

「
よ
し
！
　
夜
市
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
「
み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ

ー
ル
」
が
始
ま
っ
た
。
結
論
を
言
え
ば
、

そ
れ
か
ら
三
十
数
年
、
２
９
２
回
も
開
催

し
続
け
、
そ
の
結
果
、
み
や
の
か
わ
商
店

街
に
は
「
空
き
店
舗
」
や
「
後
継
者
不
足
」

と
い
う
問
題
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い

る
。
も
し
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い

な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
き
っ
と
今
ご

ろ
は
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

多
く
の
人
か
ら
よ
く
受
け
る
質
問
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
く
継
続

で
き
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
考

え
て
み
る
と
、
そ
れ
は
「
イ
ベ
ン
ト
は
手

段
で
あ
る
」
と
い
ち
早
く
知
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
を
５
年
間
毎
月
続
け
て

い
た
ら
、
地
域
の
人
々
、
全
国
か
ら
の
視

察
者
、
行
政
関
連
の
方
々
な
ど
、
私
た
ち

に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
現
れ
、
私
た
ち
が
作
っ
た
「
み
や
の
か

わ
商
店
街
将
来
構
想
」
の
一
部
が
実
現
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
た
ら
私
た
ち

の
夢
の
将
来
構
想
に
近
づ
け

る
」。
つ
ま
り
、
イ
ベ
ン
ト
は

手
段
で
、
目
的
は
将
来
構
想

の
実
現
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら

ば
、
イ
ベ
ン
ト
は
や
り
続
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
悟
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
同

じ
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
を
絶
対
に
行
わ
な
い
」

と
仲
間
と
申
し
合
わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の
企
画
は
毎
回
変
え

る
。
私
た
ち
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
一
度
や
っ

た
こ
と
は
二
度
と
や
ら
な
い
。
だ
か
ら
毎

回
内
容
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
ン

ネ
リ
化
を
防
ぎ
地
域
の
人
た
ち
を
飽
き
さ

せ
な
い
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ま
で

私
た
ち
が
考
え
て
実
行
し
て
き
た
イ
ベ
ン

ト
は
８
０
０
を
超
え
、
今
で
も
ア
イ
デ
ア

は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

前
例
踏
襲
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
、
い
つ

で
も
新
し
い
こ
と
を
考
え
行
動
す
る
こ
と

が
日
常
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
日
本

初
の
「
コ
イ
ン
型
商
品
券
和
同
開
珎
」
を

生
み
出
し
、
商
店
街
の
高
齢
者
対
策
と
し

て
の
出
張
商
店
街
「
楽
楽
屋
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
お
助
け
隊
」
事
業
な
ど
へ

と
結
び
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

街
づ
く
り
は

地
域
連
携
が
ポ
イ
ン
ト
に

３
年
ほ
ど
前
、
静
岡
県
下
田
市
に
講
師

と
し
て
招
か
れ
商
店
街
活
性
化
の
話
を
し

た
。
そ
の
中
で
私
は
、
秩
父
に
は
酒
の
５

種
類
（
日
本
酒
・
ビ
ー
ル
・
ウ
イ
ス
キ
ー
・

ワ
イ
ン
・
焼
酎
）
が
全
て
地
酒
で
有
る
こ

と
を
自
慢
し
た
。
す
る
と
下
田
の
人
た
ち

に
「
う
ら
や
ま
し
い
、
残
念
な
が
ら
下
田

に
は
ほ
と
ん
ど
酒
造
が
無
い
」
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
と
き
思
っ
た
こ
と
は
「
い
や
、

下
田
に
は
き
れ
い
な
海
が
あ
る
じ
ゃ
な
い

か
」。
そ
の
海
に
秩
父
の
酒
を
沈
め
、
海

中
熟
成
を
さ
せ
て
両
地
域
の
特
産
品
の
一

つ
に
す
れ
ば
面
白
い
と
考
え
た
。す
る
と
、

そ
の
話
が
す
ぐ
に
実
現
し
、
１
年
目
は
約

４
０
０
本
、
２
年
目
は
約
６
０
０
本
、
３

年
目
は
約
１
０
０
０
本
を
下
田
の
海
に
沈

め
て
い
る
。
ま
さ
に「
海
と
山
の
恋
物
語
」

の
始
ま
り
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
現
在
で
は
イ
ベ
ン
ト
交

流
、
文
化
交
流
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
が

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

互
い
に
無
い
も
の
を
補
い
合
う
、
両
地

域
の
持
つ
良
い
所
や
特
産
品
を
利
用
し
合

う
、
地
域
同
士
が
結
び
つ
く
今
ま
で
と
は

違
う
新
し
い
展
開
が
生
ま
れ
る
。

全
国
で
こ
の
よ
う
な
連
携
が
生
ま
れ
る

と
、
地
域
づ
く
り
が
面
白
く
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
や
は
り
面
白
く

な
い
と
何
事
も
継
続
は
難
し
い
。

本
当
は
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
苦
労
が

あ
っ
て
も
楽
し
い
こ
と
な
の
だ
！

原
点
は
「
秩
父
が
大
好
き
」

―
苦
労
で
も
楽
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
―

●

島
田
　
憲
一

秩父・下田連携
プロジェクト

「海と山の恋物語」

ナイトバザールの風景

個
人
表
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石
川
県
七
尾
市
に
あ
る
高
階
地
区
（
面

積
約
4
・
5
平
方
㌔
、
２
０
２
０
年
末
現

在
の
人
口
約
９
５
０
人
／
３
８
０
世
帯
／

９
集
落
）
は
、
能
登
半
島
の
中
ほ
ど
に
位

置
し
、
低
山
に
囲
ま
れ
た
田
園
地
帯
（
圃ほ

場
面
積
約
１
３
０
㌶
）
で
あ
る
。
以
前
の

当
地
区
は
、
川
で
魚
釣
り
や
水
遊
び
が
で

き
る
ほ
ど
自
然
が
保
た
れ
、
域
内
の
小
学

校
に
は
３
５
０
人
を
超
え
る
生
徒
が
通

い
、
地
域
は
子
供
た
ち
の
歓
声
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
だ
近
年
は
小
学
生
が
60
人
ま
で
激
減

し
、
つ
い
に
は
地
域
の
小
学
校
や
保
育
園

は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

高
齢
化
率
は
50
％
前
後
と
高
く
、
限
界

集
落
と
な
る
の
も
時
間
の
問
題
と
の
危
機

感
か
ら
、
地
区
活
性
化
協
議
会
で
は
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

７
年
間
に
31
人
移
住

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、
年
々
増
え

る
空
き
家
を
有
効
活
用
し
た
移
住
者
の
受

け
入
れ
に
取
り
組
ん
だ
。
当
初
は
「
よ
そ

者
を
呼
ん
で
ど
う
す
る
の
だ
」
と
の
反
対

も
多
々
聞
か
れ
た
が
、
交
流
人
口
の
拡
大

の
必
要
性
を
説
き
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
共
に
移
住
促
進
事
業
を
展
開
し
た
。

住
め
る
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
に
、
防

犯
委
員
会
の
協
力
で
行
っ
た
調
査
を
基
に

空
き
家
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
た

り
、
移
住
時
に
不
安
な
く
生
活
で
き
る
よ

う
に
と
、
協
力
隊
員
と
一
緒
に
地
域
の
風

習
や
し
き
た
り
を
ま
と
め
た
「
集
落
の
教

科
書
」
を
作
成
し
た
り
し
た
。

ま
た
、
移
住
希
望
者
の
思
い
と
実
際
の

生
活
環
境
が
合
致
す
る
か
を
確
認
し
て
も

ら
う
た
め
、
移
住
体
験
住
宅
を
設
置
し
た

ほ
か
、
地
域
と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
を
促
進
。
移
住
の

問
い
合
せ
が
あ
る
と

町
会
長
自
ら
が
現
地

を
案
内
す
る
、
人
情

味
の
あ
る
情
報
提
供

を
行
っ
た
。
そ
の
か

い
あ
っ
て
か
、
平
成

25
年
か
ら
の
７
年
間

で
17
家
族
31
人
（
地

区
人
口
の
約
３
％
）

の
新
し
い
仲
間
が
加

わ
っ
た
。

自
然
環
境
保
全
と
対
策

農
村
に
も
高
度
成
長
の
波
が
押
し
寄

せ
、
化
学
洗
剤
や
単
独
処
理
浄
化
槽
に
よ

る
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及
な
ど
で
生
活
環
境

が
変
化
し
た
。
家
庭
排
水
に
よ
る
河
川
汚

濁
が
顕
著
と
な
り
、
清
ら
か
な
河
川
は
ヘ

ド
ロ
が
浮
遊
し
て
悪
臭
を
伴
う
河
川
に
変

貌
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
河
川

の
水
で
育
成
さ
れ
る
米
は
地
元
か
ら
も
敬

遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

何
と
か
元
の
き
れ
い
な
河
川
に
戻
せ
な

い
か
と
、
平
成
10
年
に
地
区
農
業
集
落
排

水
事
業
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。
高

額
な
自
己
負
担
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初

は
「
田
舎
に
は
下
水
道
は
要
ら
な
い
」
と

反
対
の
声
も
多
か
っ
た
が
、
説
得
を
続
け

て
何
と
か
平
成
19
年
に
下
水
道
敷
設
事
業

を
完
了
さ
せ
た
。
今
で
は
、
域
内
の
河
川

に
川
魚
や
水
生
植
物
が
戻
り
、
定
期
的
な

川
の
草
刈
り
も
良
い
環
境
で
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

農
地
の
保
全
と
営
農
対
策

当
地
の
基
幹
産
業
は
稲
作
で
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
狭
い
湿
田
の
た
め
生
産
効
率

が
低
く
、
そ
れ
に
減
反
政
策
も
加
わ
り
約

６
割
の
圃
場
が
荒
廃
田
に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
は
基
幹
産
業
ば
か
り
か
豊
か
な

農
村
環
境
も
失
っ
て
し
ま
う
」
と
、
圃
場

の
乾
田
化
と
大
型
化
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
14
年
に
圃
場
整
備
を
目
的
と
し
た

地
区
農
業
振
興
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
議
論
を
重
ね
た
。
紆う

余よ

曲
折
は
あ
っ

た
も
の
の
平
成
19
年
に
圃
場
整
備
事
業
推

進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
平
成
23
年
に
圃

場
整
備
工
事
が
始
ま
り
、
現
在
は
そ
の
終

盤
を
迎
え
て
い
る
。

平
成
23
年
に
立
ち
上
げ
た
農
業
法
人
組

合
も
地
域
ご
と
に
結
成
さ
れ
、
今
で
は
大

型
機
械
も
導
入
さ
れ
て
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
ス
マ
ー
ト
農
業
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

人
口
減
少
化
の
地
域
づ
く
り
の
本
質

―
地
域
の
仲
間
づ
く
り
―

川の草刈り

空き家調査

●

山
本
　
進

個
人
表
彰

石
川
県
七
尾
市

山
本
　
進
氏
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２
０
０
７
年
に
松
江
観
光
協
会
玉
造
温

泉
支
部
職
員
と
な
り
、
玉
造
温
泉
の
に
ぎ

わ
い
再
生
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
最
古
の
温
泉
の
一
つ
、
玉
造
温
泉

を
中
心
に
発
展
し
た
玉
湯
町
は
、
２
０
０

５
年
に
松
江
市
と
合
併
し
た
。
合
併
後
、

温
泉
街
は
に
ぎ
わ
い
を
失
い
閑
散
と
し
、

老
舗
旅
館
４
軒
が
経
営
破
綻
す
る
事
態
と

な
っ
た
。

高
度
成
長
時
代
の
温
泉
地
は
、
周
辺
の

観
光
名
所
を
周
遊
す
る
際
の
宿
泊
地
と
な

り
、
慰
安
・
歓
楽
の
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ

た
。
玉
造
温
泉
も
、
団
体
客
を
中
心
に
年

間
宿
泊
者
数
が
70
万
人
に
達
し
た
。
平
成

に
入
る
と
、
連
帯
感
が
薄
れ
て
個
人
を
尊

重
す
る
社
会
生
活
へ
と
変
化
す
る
中
、
旅

行
形
態
も
団
体
か
ら
個
人
中
心
に
変
わ
っ

て
き
た
。

旅
行
形
態
が
個
人
中
心
と
な
り
、
温
泉

地
の
ニ
ー
ズ
も
慰
安
・
歓
楽
か
ら
癒
や
し

の
場
へ
と
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
変
化
に

対
応
し
て
に
ぎ
わ
い
を
再
生
す
る
に
は
、

旅
館
中
心
か
ら
街
全
体
の
魅
力
を
磨
き
、

玉
造
ら
し
い
温
泉
情
緒
を
創
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
観
光

地
づ
く
り
の
考
え
を
捨
て
、
住
民
も
参
画

す
る
街
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
観
光
関
係
者
だ
け
で
な
く
行
政

や
地
域
住
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織

す
る
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
設
置

し
、
方
策
を
議
論
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
設
定

松
江
市
と
の
合
併
後
は
新
市
に
よ
る
温

泉
街
の
基
盤
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

た
の
で
、
会
議
の
議
論
は
ハ
ー
ド
整
備
の

内
容
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
ま
ず
は
「
こ

れ
か
ら
の
温
泉
観
光
地
と
し
て
玉
造
温
泉

は
ど
ん
な
街
を
目
指
す
の
か
」
と
い
う
街

づ
く
り
の
テ
ー
マ
を
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

他
の
温
泉
地
に
な
い
玉
造
の
魅
力
を
見

つ
け
て
街
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、歴
史
、

文
化
、
自
然
、
技
術
な
ど
を
見
つ
め
直
す

中
、
７
３
３
年
に
編
纂さ

ん

さ
れ
た
出
雲
国
風

土
記
に
「
ひ
と
た
び
濯す

す

げ
ば
形か

た
ち容
端き

ら

正き
ら

し

く
、
再
び
浴ゆ

あ
みす

れ
ば
万よ

ろ
ずの

病
こ
と
ご
と
に

除
こ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ヒ
ン

ト
に
、
街
づ
く
り
の
テ
ー
マ
を
「
美
肌
　

姫
神
の
湯
」
と
し
た
。
街
の
史
跡
や
自
然

（
川
）
な
ど
を
活
か
し
た
街
歩
き
の
促
進
、

温
泉
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
基

本
に
事
業
を
展
開
し
、
ハ
ー
ド
面
は
行
政

中
心
に
、
ソ
フ
ト
面
は
地
元
で
行
う
こ
と

と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
進
め
た
。

玉
造
ら
し
さ
を
演
出

街
歩
き
を
促
進
す
る
た
め
、
玉
と
温
泉

の
神
を
祀
る
神
社
、
お
し
ろ
い
地
蔵
の
あ

る
寺
、
江
戸
時
代
の
松
江
藩
主
別
荘
跡
温

泉
街
の
中
央
を
流
れ
る
玉
湯
川
な
ど
、
街

に
あ
る
観
光
資
源
を
活
か
し
、
さ
ら
に
川

辺
の
足
湯
や
街
歩
き
の
休
憩
所
・
お
茶
屋
、

ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
で
温
泉
の
持
ち
帰
り
が

で
き
る
手
湯
、
出
雲
の
旅
情
が
感
じ
ら
れ

る
姫
神
神
話
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
を
設
置

し
、
玉
造
ら
し
さ
を
演
出
し
た
。
ま
た
、

温
泉
の
美
肌
効
果
を
検
証
し
て
せ
っ
け
ん

な
ど
の
化
粧
品
を
開
発
・
販
売
し
、
玉
造

温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

一
人
で
も
多
く
の
地
域
住
民
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

や
事
業
に
つ
い
て
広
報
し
、
住
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ

た
。今

で
は
、
足
湯
の
清
掃
、
川
の
除
草
清

掃
、
お
茶
屋
の
運
営
な
ど
を
住
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
一
部
有
償
）
で
行
っ
て
い
る
。

若
い
女
性
が
街
歩
き
を
楽
し
む
癒
や
し

の
場
と
な
り
、
街
に
に
ぎ
わ
い
が
返
っ
て

き
た
。
地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
街
づ
く

り
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
自
慢
で
き
る
街

に
変
わ
っ
た
。

に
ぎ
わ
い
再
生
へ
の
挑
戦

―
地
域
の
魅
力
活
か
し
た
街
づ
く
り
―

温泉街を流れる玉湯川のすぐそばにある足湯

スプレーボトルで温泉をテイクアウトできる
湯薬師広場

●

周
藤
　
實

個
人
表
彰

島
根
県
松
江
市

周
藤
　
實
氏
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荒
廃
茶
園
復
興
を
決
意
し
た
経
緯

津
野
町
は
高
知
県
の
中
西
部
に
位
置

し
、
東
西
28
・
１
㌔
、
南
北
15
・
44
㌔
、

総
面
積
は
１
９
８
・
22
平
方
㌔
で
そ
の
約

90
％
は
林
野
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
不
入

山
を
源
流
点
と
す
る
日
本
最
後
の
清
流
と

呼
ば
れ
る
「
四
万
十
川
」
と
、
特
別
天
然

記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
最
後
に
目

撃
さ
れ
た
「
新
荘
川
」
が
流
れ
、
農
用
地

と
宅
地
は
こ
の
二
つ
の
川
沿
い
の
緩
や
か

な
山
裾
を
利
用
し
て
点
在
し
て
い
る
。

津
野
町
の
お
茶
「
つ
の
茶
」
の
文
化
は
、

室
町
時
代
か
ら
始
ま
り
江
戸
時
代
に
は
土

佐
の
三
大
銘
茶
と
し
て
知
ら
れ
、
桂
地
区

の
茶
畑
は
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
も
選

定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
少
子
高

齢
化
に
伴
う
後
継

者
不
足
や
全
国
的

な
茶
の
消
費
量
減

少
に
よ
り
茶
農
家

が
減
少
し
、
荒
廃

茶
園
の
増
加
が
大

き
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
。

私
の
実
家
は
長

野
県
で
お
茶
小
売

店
を
営
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
働
い
て
い
た

私
は
平
成
30
年
５
月
に
取
引
先
で
あ
る
津

野
町
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
荒
廃
し
た
多

く
の
茶
園
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
衝
撃
を

受
け
、
津
野
町
へ
移
住
し
て
荒
廃
茶
園
を

復
興
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
た
。
生
産

に
つ
い
て
の
知
識
・
経
験
が
な
か
っ
た
た

め
、
３
年
後
の
独
立
を
目
標
に
掲
げ
、
同

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
た
。

復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
12
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
着
任
し
て
以
降
、
高
知
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
茶
業
試
験
場
で
お
茶
に
関
す

る
知
識
の
習
得
と
技
能
に
つ
い
て
の
指
導

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
長
年
荒
廃
し
て

い
た
茶
園
は
す
ぐ
に
商
品
と
し
て
刈
り
取

り
が
で
き
な
い
た
め
、
適
正
な
高
さ
へ
の

刈
り
落
と
し
や
圃ほ

場
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
茶
葉
刈
り
取
り
の
繁
忙
期
に
は
経
験

豊
富
な
茶
農
家
の
作
業
も
手
伝
い
、
知
識

や
技
能
の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。

近
年
、
全
国
的
な
お
茶
消
費
量
の
減
少

に
よ
り
価
格
が
下
落
し
、
茶
農
家
は
１
次

産
業
の
み
で
の
生
活
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
私
は
、
家
業
の
お
茶
小
売
店
に
勤
務

し
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
令
和
元
年
度

か
ら
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
に
も
取
り
組

み
、
新
商
品
を
開
発
し
販
売
し
て
い
る
。

現
在
は
、10
店
舗
に
お
茶
を
卸
し
て
お
り
、

地
道
に
様
々
な
場
所
に
足
を
運
び
な
が
ら

取
引
先
を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
つ
の

茶
は
独
特
の
渋
み
と
香
り
の
良
さ
を
持
つ

が
、
知
名
度
は
低
か
っ
た
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
つ
の
茶
の
品
質
の

良
さ
な
ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
ブ
ラ
ン

ド
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
は
２
㌶
の
荒
廃
茶
園
を
整
備
し
て

い
る
が
、
町
内
に
は
他
に
も
10
㌶
以
上
の

荒
廃
茶
園
が
点
在
し
て
い
る
。
室
町
時
代

か
ら
続
く
つ
の
茶
文
化
を
継
承
し
て
い
く

に
は
後
継
者
の
育
成
が
必
須
に
な
る
た

め
、
津
野
町
は
今
年
度
か
ら
、
私
と
共
に

活
動
を
行
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

を
開
始
し
て
お
り
、
新
た
な
雇
用
の
創
出

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

茶
産
業
活
性
化
へ
の
起
爆
剤
に

こ
う
し
た
活
動
は
地
域
経
済
、
特
に
茶

産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
起
爆
剤
と
な
っ

て
い
る
。
地
元
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
つ
の
茶
の
知
名
度
・

イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
り
荒
廃
茶
園
の
再

生
が
着
々
と
進
み
、
重
要
文
化
的
景
観
で

あ
る
茶
畑
の
景
観
維
持
に
も
役
立
っ
て
い

る
。
活
動
に
対
し
て
は
、
地
域
・
町
内
の

茶
業
生
産
組
合
や
茶
園
所
有
者
、
Ｊ
Ａ
、

役
場
の
皆
さ
ん
に
連
携
し
て
全
面
的
に
支

援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
茶
産
業
の
み

な
ら
ず
農
業
や
林
業
の
振
興
に
も
波
及
し

て
い
く
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、

私
の
活
動
が
、
ふ
る
さ
と
津
野
町
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
る
よ
う
今
後
も

取
り
組
ん
で
い
く
。

荒
廃
茶
園
復
興
目
指
し
協
力
隊
に

―
家
業
で
の
経
験
も
と
に
新
商
品
開
発
―

新たに開発した商品

JAと連携した「つの茶」PR

●

三
原
　
大
知

個
人
表
彰

高
知
県
津
野
町

三
原
　
大
知
氏
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虎
斑
竹
と
地
域
の
危
機

日
本
唯
一
の
虎と

ら

斑ふ

竹だ
け

は
、
わ
す
が
１
・
５

㌔
の
間
口
の
静
か
な
谷
あ
い
で
し
か
成
育

し
な
い
不
思
議
な
竹
だ
。
そ
の
歴
史
は
古

く
、
土
佐
藩
政
時
代
に
は
城
主
山
内
家
へ

の
年
貢
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
た
由
緒
正

し
い
竹
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
生

活
様
式
の
変
化
や
輸
入
品
の
増
大
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
の
竹
林
経
営
や
竹
材
・
竹
製

品
製
造
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
（
高
知
県
須
崎
市
安
和
）
で
は
竹

と
共
に
あ
る
暮
ら
し
が
普
通
だ
っ
た
。
家

族
の
誰
か
し
ら
が
虎
斑
竹
生
産
に
関
わ
っ

て
い
て
、
地
域
全
体
に
特
産
の
竹
を
守
る

自
負
や
誇
り
が
感
じ
ら
れ
て
い
た
。
自
分

は
、
そ
ん
な
虎
竹
の
里
を
よ
み
が
え
ら
せ

た
い
と
強
く
願
い
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
近

隣
経
済
を
支
え
て
き
た
地
域
資
源
の
灯
を

消
し
て
は
な
ら
な
い
と
試
行
錯
誤
を
続
け

る
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
発
信

に
活
路
を
見
い
だ
し
た
。

ネ
ッ
ト
の
活
用
と
竹
ト
ラ
ッ
カ
ー

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
っ
て
も
初
め
か
ら

簡
単
に
売
れ
る
こ
と
は
な
く
、
最
初
の
数

年
間
は
ほ
と
ん
ど
売
り
上
げ
も
な
い
状
態

が
続
い
た
。
そ
れ
で
も
２
０
０
６
年
１
月

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
毎
日
書
き
続
け
て

い
る「
30
年
ブ
ロ
グ
」や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
、
最
近
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
自
分

た
ち
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
少
し
づ
つ
認
知
が
広
が
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
時
、
も
っ
と
リ
ア
ル
に
虎
斑
竹

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
都
会
か

ら
来
て
も
ら
わ
ず
と
も
自
分
か
ら
都
会
に

出
向
い
て
い
け
る
「
動
く
竹
細
工
」
と
い

う
発
想
で
２
０
１
６
年
に
製
作
し
た
の

が
、
虎
斑
竹
を
使
っ
た
電
気
自
動
車
「
竹

ト
ラ
ッ
カ
ー
」
だ
っ
た
。
製
作
費
用
の
約

半
分
３
５
０
万
円
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
全
国
の
皆
様
か
ら
応
援
し
て
も

ら
っ
た
。
ま
た
、
当
初
の
目
標
通
り
に
竹

ト
ラ
ッ
カ
ー
に
乗
っ
て
高
知
県
か
ら
横
浜

市
ま
で
約
１
０
０
０
㌔
を
走
破
す
る
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
横
浜
」
に
挑
戦
、
動
く
広

告
塔
と
な
っ
て
11
日
間
走
り
続
け
た
。

海
外
へ
の
展
開

日
本
の
伝
統
文
化
が
海
外
で
評
価
さ
れ
、

逆
輸
入
の
よ
う
な
形
で
人
気
を
取
り
戻
す

こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、
国
外
に
竹
製
品
の

需
要
が
も
っ
と
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
以
前

か
ら
考
え
て
い
た
。
２
０
１
８
年
に
世
界

50
カ
国
か
ら
５
０
０
人
の
竹
専
門
家
が
集

ま
り
メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
竹
会

議
（11th W

orld Bam
boo Congress

）

に
、
日
本
か
ら
た
だ
一
人
基
調
講
演
者
と
し

て
登
壇
す
る
機
会
を
頂
い
た
。

持
続
可
能
な
天
然
資
源
と
し
て
の
竹
を

発
表
す
る
と
同
時
に
、
世
界
の
竹
関
係
者

に
竹
ト
ラ
ッ
カ
ー

を
実
際
に
見
て
触

っ
て
ほ
し
く
て
メ

キ
シ
コ
ま
で
は
る

ば
る
輸
送
し
た
。

そ
し
て
開
催
地
ハ

ラ
パ
の
街
を
竹
ト

ラ
ッ
カ
ー
で
デ
モ

走
行
さ
せ
て
も
ら

い
、
日
本
人
と
し

て
は
２
人
目
の
世

界
竹
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。

ま
た
、
翌
２
０
１
９
年
に
は
会
社
創
業

１
２
５
周
年
記
念
と
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
搭

載
し
な
い
車
輪
だ
け
の
虎
竹
製
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
ト
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ
‐
１
２
５
」
を
製

作
、
ス
ペ
イ
ン
の
ビ
ト
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
坂
道
レ
ー
ス
に
参
加
し
、
虎
斑
竹
や
日

本
の
竹
文
化
を
Ｐ
Ｒ
し
て
特
別
感
謝
賞
を

受
賞
し
た
。

２
０
２
０
年
１
月
か
ら
は
日
本
の
伝
統

的
な
竹
籠
や
竹
ざ
る
な
ど
用
の
美
を
海
外

に
伝
え
た
く
、１
年
か
け
て
パ
リ
、リ
オ
ン
、

ツ
ー
ル
ー
ズ
と
フ
ラ
ン
ス
国
内
３
カ
所
を

巡
回
す
る
竹
細
工
展
示
会
を
共
催
。
現
在

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
パ
リ
会

場
で
中
断
し
て
い
る
も
の
の
、
様
子
を
見

な
が
ら
今
年
再
開
を
目
指
し
て
い
る
。

自
分
が
竹
の
伝
道
師
と
な
り
、
こ
う
し

た
世
界
に
向
け
て
の
発
信
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
、
や
が
て
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
小
さ
な
虎
竹
の
里
に
帰
っ
て
く
る
と
信

じ
て
い
る
。

地
域
の
特
産「
虎
斑
竹
」守
る
伝
道
師

―
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
に
活
路
―

竹虎スタッフ

竹林（虎斑竹）

●

山
岸
　
義
浩

株
式
会
社
山
岸
竹
材
店
代
表
取
締
役

個
人
表
彰

高
知
県
須
崎
市

山
岸
　
義
浩
氏
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失
わ
れ
た
未
来
へ
の
信
頼

私
は
54
歳
で
町
役
場
（
宮
崎
県
高
千
穂

町
）
を
早
期
退
職
し
、
若
者
た
ち
と
農
山

村
の
未
来
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

挑
戦
の
背
景
に
は
、
い
ま
全
国
で
進
行
し

て
い
る
地
域
社
会
の
衰
退
問
題
が
あ
る
。

経
済
構
造
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
た
農

山
村
の
衰
退
は
顕
著
で
、
多
く
の
集
落
が

や
が
て
は
消
滅
す
る
運
命
に
あ
る
と
ま
で

言
わ
れ
る
。

人
類
史
、
特
に
19
世
紀
以
降
の
近
代
史

を
学
ぶ
と
、
科
学
の
進
歩
を
背
景
と
し
た

産
業
と
経
済
の
革
命
、
都
市
化
社
会
の
繁

栄
が
、農
山
村
社
会
の
「
未
来
へ
の
信
頼
」

を
失
わ
せ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

「
失
わ
れ
た
信
頼
」
と
は
、
農
山
村
で

は
暮
ら
し
て
い
け
な
い
と
判
断
す
る
経
済

価
値
の
失
墜
で
あ
る
（
も
と
も
と
、
豊
か

で
は
な
い
が
）。
ま
だ
あ
る
。
都
市
と
農

山
村
の
比
較
か
ら
生
ま
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
選
択
や
生
活
欲
望
と
し
て
の
利
便

性
な
ど
、
人
間
が
何
を
望
み
、
な
ぜ
文
明

を
発
達
さ
せ
て
き
た
か
を
探
求
す
る
と
、

農
山
村
の
衰
退
に
も
合
点
が
い
く
。
役
場

に
勤
め
て
10
年
近
く
た
つ
頃
、
そ
の
根
本

要
因
を
発
見
し
、
対
策
を
創
造
す
る
こ
と

が
、
事
態
打
開
の
本
筋
で
は
な
い
か
と
思

い
始
め
た
。

現
代
社
会
は
、
科
学
的
な
研
究
や
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
で
生
産
性
を
高
め
経
済

を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
田
舎
に
は
こ
れ
が

な
い
。昔
の
ま
ま
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
変

革
）
を
起
こ
し
て
い
な
い
の
だ
。
実
態
を

理
解
し
社
会
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
こ

と
。
田
舎
暮
ら
し
の
幸
福
を
担
保
す
る
信

頼
の
種
を
ま
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
気
付

く
に
至
っ
た
。

こ
こ
が
、
私
た
ち
の
出
発
点

と
い
っ
て
も
、
田
舎
の
経
済
資
源
は
乏

し
い
。
夢
の
産
物
を
生
み
出
し
て
く
れ
そ

う
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
田
舎
に
は
な
い
。

私
は
、
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
手
掛

か
り
が
世
界
の
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
だ
と

思
い
、
自
分
の
目
で
世
界
各
地
を
探
索
し

続
け
た
。
発
見
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
先

進
的
な
人
々
は
、
農
山
村
の
未
来
に
信
頼

を
取
り
戻
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
は
い
な

か
っ
た
。

内
に
こ
も
ら
ず
、
広
く
世
界
の
隅
々
ま

で
社
会
の
動
き
を
見
て
、
考
え
、
自
分
た

ち
の
暮
ら
し
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
つ

つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
得
た
大
い
な
る
発
見

は
、
私
た
ち
の
活
動
計
画
を
組
み
立
て
る

骨
格
に
な
り
、
そ
こ
に
独
自
の
プ
ラ
ン
を

肉
付
け
し
て
い
っ
た
。

「
世
界
に
通
用
す
る
も
の
」
を
理
念
に

掲
げ
た「
ど
ぶ
ろ
く
」や「
あ
ま
ざ
け
」「
焼

菓
子
」
な
ど
の
現
代
版
特
産
品
づ
く
り
、

旅
の
目
的
地
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り
を
活

動
の
軸
に
据
え
、
農
山
村
の
競
争
力
・
発

信
力
を
高
め
、
信
頼
あ
る
未
来
に
つ
な
げ

る
。
私
た
ち
は
各
分
野
の
多
く
の
外
部
専

門
家
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
こ
の
原
動
力

を
得
る
努
力
を
重
ね
、
む
ら
人
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
（
加
工
品
原
料
米
の

生
産
、
直
売
所
で
売
る
野
菜
等
の
栽
培
、

農
家
民
宿
、
む
ら
の
食
堂
、
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、フ
ッ
ト
パ
ス
な
ど
）
を
活
か
し
、

分
業
体
制
を
作
る
こ
と
で
、
む
ら
人
の
や

る
気
を
引
き
出
し
て
き
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
る
信
仰
、
伝

統
文
化
の
夜
神
楽
、
自
然
環
境
な
ど
経
済

活
動
に
取
り
残
し
て
い
か
れ
そ
う
な
「
む

ら
の
宝
」
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
異
文

化
圏
か
ら
旅
行
者
を
招
く
と
価
値
の
再
評

価
が
起
こ
り
、
大
い
な
る
未
来
へ
の
宝
と

し
て
輝
き
始
め
た
。

高
千
穂
は
観
光
の
ま
ち
で
も
あ
る
。
私

は
産
業
や
文
化
の
中
に
観
光
の
可
能
性
を

も
っ
と
大
き
く
広
げ
、
人
々
が
生
き
生
き

と
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
と

思
う
。

若
者
と
共
に
農
山
村
の
未
来
づ
く
り

―
特
産
品
・
旅
の
魅
力
づ
く
り
軸
に
―

むらの伝統文化「夜神楽」を観覧するヨーロッパの人々

飯干氏が代表を務める「高千穂ムラたび」の集合写真

外国にも出かけて販路を広げる

●

飯
干
　
淳
志

個
人
表
彰

宮
崎
県
高
千
穂
町

飯
干
　
淳
志
氏
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全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
を
よ
せ
る
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や

思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

（
総
務
省
主
催
）
の
令
和
２
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
、

１
月
21
日
に
発
表
さ
れ
た
。

最
優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
た
の
は
、

島
根
県
大
田
市
の
松
場
登
美
氏
。
優
秀
賞
は
岩
手
県
紫

波
町
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎

（
鳥
取
県
智
頭
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
拡
大
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
表
彰
式
の
開
催
は
中
止
と
な
っ

た
。令

和
２
年
度
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
の
各
受
賞
者
は

次
の
通
り
。最

優
秀
賞
（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

全
推
薦
事
例
の
中
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
、「
群
言
堂
」
ブ
ラ
ン
ド

を
通
し
て
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
も
の
づ
く
り
の
良
さ
を

全
国
に
発
信
し
、
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
た
若
者
の
移
住
を

呼
び
込
み
定
住
に
つ
な
げ
て
い
る
松
場
登
美
氏
が
受
賞

し
た
。

優
秀
賞

特
に
顕
著
な
業
績
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
▽
町
有
地

の
活
用
な
ど
行
政
課
題
に
公
民
連
携
手
法
を
取
り
入
れ

補
助
金
に
頼
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
紫
波

町
▽
の
び
の
び
と
子
供
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
移
住

定
住
に
も
貢
献
し
、
か
つ
豊
か
な
森
を
守
っ
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
る
先
進
的
な
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
智
頭
の
森
こ
そ
だ
ち
舎
―
に
優
秀
賞

が
授
与
さ
れ
た
。

団
体
表
彰

地
方
を
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰
す

る
。
奥
入
瀬
・
十
和
田
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
自
然
そ
の

も
の
に
加
え
、
歴
史
や
人
物
と
い
っ
た
地
域
性
を
強
く

押
し
出
し
て
魅
力
を
発
信
、
人
材
育
成
や
誘
客
に
も
つ

な
げ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
奥
入
瀬
自
然
観
光

資
源
研
究
会
な
ど
13
団
体
が
受
賞
し
た
。

地
方
自
治
体
表
彰

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。

国
内
唯
一
の
高
品
質
か
つ
国
産
ひ
ま
わ
り
油
の
製
品

化
を
実
現
し
、
町
内
全
世
帯
へ
の
配
布
を
通
し
た
健
康

面
へ
の
働
き
か
け
や
農
業
研
修
な
ど
の
移
住
定
住
施
策

実
施
に
よ
る
人
口
減
少
率
低
減
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
北
海
道
北
竜
町
な
ど
の
６
団
体
が
受
賞
し
た
。

個
人
表
彰

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を
選

出
し
て
い
る
。
令
和
２
年
10
月
で
２
９
２
回
を
数
え
る

「
み
や
の
か
わ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
で
商
店
街
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
介
護
施
設
へ
の
出
張
販
売
や

買
い
物
代
行
ご
用
聞
き
な
ど
数
々
の
仕
掛
け
を
行
っ
た

島
田
憲
一
氏
ら
６
人
が
受
賞
し
た
。

奨
励
賞

今
後
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
取
り
組
み
に
授
与
さ

れ
る
。
地
域
独
自
の
特
産
品
創
出
に
成
功
、
定
着
さ
せ

（
当
時
高
級
品
で
あ
っ
た
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
」）、
事
業
を

通
し
て
過
疎
化
対
策
や
交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
様
々

な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
金
子
拓
雄
氏
が
受
賞
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
思
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度

ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞

最
優
秀
賞
に
松
場
登
美
氏（
島
根
県
大
田
市
）

―
29
の
団
体
と
個
人
の
功
績
を
た
た
え
る
―

フ
ラ
ン
ス
鴨
と

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
づ
く
り

―
高
級
食
材
が
地
域
の
特
産
品
に
―●

金
子

　拓
雄

東
由
利
フ
ラ
ン
ス
鴨
生
産
組
合
長

由
利
本
荘
市
は
秋
田
県
の
南
部
に
位
置

し
、
秋
田
市
、
横
手
市
、
大
仙
市
に
次
ぐ

７
万
４
０
０
０
人
の
人
口
規
模
だ
が
、
私

の
住
む
東
由
利
地
域
（
旧
東
由
利
町
）
は
、

50
年
前
は
９
０
０
０
人
で
今
は
３
０
０
０

人
余
り
の
過
疎
地
域
だ
。

そ
ん
な
地
域
で
48
年
前
か
ら
複
合
経
営

を
実
践
し
、
32
年
前
か
ら
生
産
を
始
め
た

「
フ
ラ
ン
ス
鴨
」
が
、
お
中
元
や
お
歳
暮

に
加
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
も

好
評
を
頂
き
、
全
国
各
地
か
ら
の
注
文
対

応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
で

ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

私
は
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
入
植
開
拓

者
の
２
世
と
し
て
就
農
し
、
養
豚
、
野
菜
、

稲
作
の
複
合
経
営
を
進
め
な
が
ら
、
平
成

元
年
か
ら
高
級
食
材
と
し
て
の
将
来
性
を

見
込
み
、
フ
ラ
ン
ス
鴨
の
生
産
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
独
自
の
飼
育
方
法
で
規
模
を

拡
大
し
、
薫
製
や
ス
ー
プ
、
つ
み
れ
、
ハ

ム
な
ど
の
製
品
開
発
に
成
功
し
、
食
鳥
処

理
場
の
建
設
な
ど
に
よ
る
自
家
処
理
を
実

現
さ
せ
た
。開
業
当
時
の
２
０
０
羽
か
ら
、

現
在
は
年
間
４
０
０
０
羽
を
生
産
す
る
ま

で
に
至
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
鴨
の
知
名
度
が
高
ま
っ
て
き

た
平
成
６
年
か
ら
は
、
近
隣
市
町
と
の
交

流
な
ど
も
兼
ね
て
「
フ
ラ
ン
ス
鴨
＆
ワ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催
。
平
成
30
年
に

は
第
24
回
を
数
え
、
会
場
収
容
能
力
最
大

限
の
２
５
０
人
が
参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
近
隣
市

町
の
参
加
者
に
地
域
自
慢
の
特
産
品
を
持

ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
「
お
た
の
し

み
抽
選
会
」
で

景
品
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
参

加
者
の
大
き
な

楽
し
み
と
な

り
、
若
者
20
人

の
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
と
共
に
盛

り
上
げ
役
を
担

っ
た
。

事
情
に
よ
り

平
成
31
年
か
ら

休
止
し
て
い
る
が
、
周
囲
か
ら
再
開
を
望

む
声
も
上
が
り
、
も
ち
ろ
ん
コ
ロ
ナ
禍
も

見
据
え
な
が
ら
今
年
は
「
婚
活
カ
モ
ー
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

人
気
の
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験

私
が
農
業
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
交
流
人
口
の
増
大
と
食
育
の
実

践
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
は
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
平
成
16
年
か
ら
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
定
番
の

イ
ベ
ン
ト
は
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
体
験
」

「
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
」
だ
が
、
雪

中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
は
人
気
が
高
く
、

２
０
０
人
の
定
員
に
対
し
て
３
０
０
人
近

い
申
し
込
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
が
地
元
で
は
な
く
近
隣
市
町
か
ら
の
参

加
で
あ
る
こ
と
が
、
交
流
人
口
の
増
大
と

い
う
目
的
を
か
な
え
、
イ
ベ
ン
ト
は
成
功

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

食
育
活
動
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
イ
ベ
ン

ト
と
並
行
し
て
保
育
園
児
や
児
童
に
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
枝
豆
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
収
穫
体
験
の
ほ
か
、
フ

ラ
ン
ス
鴨
の
ひ
な
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
も

組
み
入
れ
、
食
物
を
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
と
収
穫
の
喜
び
を
伝
え
て
い
る
。

収
穫
体
験
の
あ
と
は
ス
イ
カ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
フ
ラ
ン
ス
鴨
汁
、
お
に
ぎ
り
な

ど
、
自
家
製
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
存

分
に
振
る
舞
い
な
が
ら
、
取
り
立
て
の
新

鮮
な
食
感
を
味
わ
う
こ
と
で
農
産
物
、
農

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
と
、

自
分
な
り
に
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

過
疎
地
で
は
あ
る
が
、
自
然
の
力
を
利

用
し
、
遊
休
地
に
は
ソ
バ
や
菜
の
花
を
植

え
、
道
路
に
は
ス
イ
セ
ン
や
ア
ジ
サ
イ
を

植
え
、
常
に
人
が
喜
ぶ
こ
と
を
考
え
、
交

流
人
口
の
増
大
や
活
性
化
を
め
ざ
し
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
づ
く
り
活
動
に
意
欲
を
燃

や
し
て
い
き
た
い
。

雪中キャベツ収穫体験の様子

フランス鴨の飼育場
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励
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秋
田
県
由
利
本
荘
市

金
子
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雄
氏
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